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      プロローグ１　　奇き蹟せきの値段





「高すぎる！」

　男の声が響ひびいた。

　豪ごう奢しやな応接室。数人の男と一人の女性が向かい合っている。

「魔ま法ほう士とはいえ、たった一人にそんな大金を──」

「出だす気がないなら、それでもいいさ。あんたたちは金を払はらわない。アタシは仕事を受けない。以上で話は終わり」

　答えたのはソファーにだらしなく足を組んで腰こしかけている女性である。年ねん齢れいは二〇代半ばくらい。座すわっていてもそれとわかる長身に、長い髪かみ。

　彼かの女じよはタバコの煙けむりを吐はいて続ける。

「安売りする気はないんでね。週辺り三〇〇〇万が最低ライン。あんたら『大おお祓はらえ』がアタシの腕うでをどの程度の価値だと見積もってるか、そこがポイントだ。選せん択たく権けんはそちらにある。アタシ的にはこれでもお買い得な値段だと思ってるんだけどねー」

「しかし──」

「わかった、呑のもう」

　口を開いたのは、それまで沈ちん黙もくを守っていた中年の男だった。

「契けい約やくは二週間。延長のときは改めて話し合う」

「話がわかるね。カゲモリさん、だっけ？」

　彼女はにやりと笑った。

「じゃ、内容を確かく認にんしとこう。アタシは医いり療よう魔ま法ほう士として、あんたたちの怪け我がを治す。対魔法士戦のアドバイスも行う。ただし前線に出る必要はない。報ほう酬しゆうは前金。以上でＯＫ？」

　男が肯うなずくのを確認して、彼女はポンと一つ手を叩たたく。

「なら契約成立。お役に立つよ」

「期待している。──当面、こちらの用意した宿舎で待機してもらうことになる。部下に案内させるので、そちらに移動してくれ」

　女が部屋を出て行くと、隣となりの男が不満げに言った。

「いいんですか？　女一人、しかも魔法士にあんな金を……」

「金であいつの力を利用すると考えれば良い。我々の兵士が無限の回復力を手に入れると考えれば安いものだ。これから起こる『戦争』においてはな。それに──」

　カゲモリは唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「ＰＭプロジェクト・マクスウェル社が大口の武器取引を持ちかけてきた。かなり計画が早められそうだ」



    

  
    
      プロローグ２　　業務開始





『まあ、前座は前座で大切なわけだ』

　電話回線の向こうのチェスター・マクスウェルは言った。

『いや、あえて区分する必要もないか。前座もこのプランを構成する一部であり、不可分だと考えた方がいいな。要するに、全体の成否を左右する重要な部分だね』

「もちろん承知しておりますとも」

　ホテルの一室、プロジェクト・マクスウェル社の氷ひ見み谷や晃こうは受話器を握にぎり、自信に満ちた声で答える。

「社長には安心してお待ちいただければ。ええ、お任せ下さい」

『おう、期待してる。楽しませてくれよ。じゃあな』

　陽気な声を残して電話が切れる。

　小さく息をつく。そして舌打ち。

「あの変態の享きよう楽らく主義者が──」

「その種の誹ひ謗ぼうは、なるべく人の耳に触ふれないようにされたほうがよいかと思いますよ。仮にも社長なわけですし」

　背後からの声に氷見谷は慌あわてて振ふり向むく。穏おだやかに笑う若い女──むしろ少女と言った方がいい年だろう──の顔がそこにあった。

「……気配消して近付くな」

　アデル・クァンは笑え顔がおのまま答える。

「失礼。打ち合わせにうかがったのですが、お電話のお邪じや魔まをしても悪いと思ったものですから。社長は何と？」

「いつも通り。好きにやれ、と」

　もっともそれで自分のお楽しみがうまく行かなくなるようなことになれば、あの男は決して許しはしないのだろうが。

「はいはい。では、いつも通り進めましょうか。──今回のお仕事は二点。特別対策局所属、一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かん、能の勢せ和かず希きへの接せつ触しよく。及およびテロ組織『大おお祓はらえ』に対する扇せん動どう工作ですね」



    

  
    
      一章　　帰省





「うわ、さむっ！」

　車から降りた菜な々な香かが、大きな声を上げて体を震ふるわせた。

「まあ、冬だしねえ」

　当たり前のことをのんびりとした口調で言って紗さ弓ゆみが続き、外から手を伸のばして月つき子この荷物を下ろす。

「あ、ありがとうございます」

　月子は外に出て鞄かばんを受け取ると、空を見上げた。

　まるで幾いく重えにも絵の具を塗ぬり重ねたような鈍にび色いろの空。雪がひとひら、ふたひらと舞まい落おちている。

　一二月の下げ旬じゆん。守もりヶが丘おか駅前。

　守ヶ丘初等育成校は冬期休きゆう暇かに入っており、可能な生徒たちから順次帰省している。月子たちも主任教官である出雲いずも井い信し乃のに車で駅まで送られてきたところだった。寮りようで飼っている猫ねこ──サバタローを連れて来られないのが残念だったが、そちらは世話を頼たのんでいる。戻もどってくるまで、しばしの別れだ。

「では、休み中も規則正しい生活を心がけ、体に気を付けて過ごすように」

　医療魔法士でもある信乃は生き真ま面じ目めな表情でそう告げた。

「はいはーい。──あたしたちは電車だけど……月子、車だっけ？」

「ええ。あそこに迎むかえに来てもらっています」

　駐ちゆう車しや場じようの隅すみには、大型の外車が駐とまっていた。確か、ドイツの何とかいう有名メーカーのものだったかと思う。この田舎いなか駅にはいかにも不似合いだ。

「途と中ちゆうまででも、一いつ緒しよに行けるとよかったんだけどなあ」

「ま、仕方ないね。クリスマスあたりにでも、三人でどっか遊びに行こうよ。また連れん絡らくするから」

「ええ、ぜひ」

　笑顔で答える月子に肯き返し──そして菜々香は声を落として口を開いた。

「……で、月子、あんた実家に戻って、その、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫ですよ。うまくやり過ごしますから」

「ならいいけど……」

「何かあったら、遠えん慮りよなくメールしてねえ」

　表情と感情表現豊かな菜々香に対し、紗弓は常におっとりとした笑顔を絶やさず、落ち着いている。しかし、性格は違ちがえど、どちらも自分を気き遣づかってくれている。そのことが月子は嬉うれしかった。

「はい、お二人とも、気を付けて」

　常に連絡が取れるようにということで、育成校では携けい帯たい電話の所持が奨しよう励れいされている。とはいえ、校内や寮内では使用禁止であり、自由に使えるのは休み中くらいのものであるが。

　仲良くしていたとはいうものの、そういえばこれまで休みに気軽に誘さそい合うことはなかった気がする。いつのまにか──おそらくはこの半年余りの間に、友人たちとの距きよ離りが近くなったのかもしれない。

　改札で二人を見送ると、月子は信乃に頭を下げた。

「では、私も失礼します。良いお年を」

「あなたも」

　それから信乃は少し間を置き、付け加えるように言った。

「──休みの間も、あなたは生徒で、私は教官です。そのことを忘れないで下さい」

　月子はわずかに頬ほおを緩ゆるめる。これがこの冷静な、そして少し不器用な教官なりの心配の表現なのだ。彼女は月子の家庭事情を知っている。困ったことがあったら遠慮せず連絡してこいということだろう。

　信乃に礼を言って、月子は迎えの車の方に足を向けた。

　歩きながらふと思う。

（──でも、帰る前に椎しい葉ば先生の顔、見たかったなあ）

　常に不ふ機き嫌げんそうで、それでいてどこか優やさしげな十じゆう郎ろうの顔が心に描えがき出される。それだけで少し幸せな気分になった。

　本来の仕事が忙いそがしいとのことで、十郎はこの休みの間、学校を離はなれ特別対策局の方に戻っているそうだ。次に会えるのは年明けということになるだろうか。待ち遠しい。

　──どうか、何事もなくその日を迎えられますように。

　そう、内心で祈いのった。

「よろしくお願いします」

　ドアを開けてくれた運転手に向かって声を掛ける。実家付きの顔見知りだ。彼かれは怯おびえたように頬ほおを強こわ張ばらせ、無言でただ一礼した。少し傷ついたが、表情に出さないよう気を付けながら、車に乗り込んだ。

　気分を切きり替かえなければならない。そう月子は自分に言い聞かせた。

　これから向かう先は、決して心休まる居い心地ごこちの良い場所ではないのだ。

（──大丈夫）

　心の中で呟つぶやく。

（私は少しずつ強くなってる。あの家の中でも、頑がん張ばれる）

　

　　　　　＊　＊　＊



　魔法士──遍へん在ざいする魔力マ素子ナを魔法回路として組み上げ力を引き出し、自分の認にん識しきを現実に反映させることによって事象を思う通りに操作する者。

　つまり、魔法を使うことができる者。

　マナの存在を感じ取ることのできる人間は数千人に一人、マナを操あやつって魔法回路を組み上げることができるのはその中のさらにごく一部と言われている。よって魔法士は極きわめて貴重な存在であり、現在世界のほとんどの国において国家財産として政府の管理下に置かれている。

　日本も三歳さいまでに魔法に対する適性検査を受けることが義務付けられており、適性有りと判定された者はさらに数種の試験を経へ、専門の教育機関に送られる。



    

  
    
      　その後は能力に応じて様々な職に就つくことになる。能力の低い者は魔法士として身を立てることを諦あきらめ、そこそこ使える者は民間の企き業ぎように職を得る。

　そしてもっとも優ゆう秀しゆうなカテゴリに属するものは、もっとも畏い怖ふされもっとも白眼視される国家公務員としての魔法士──特殊執行官の地位に就き、国家の統治システムの一部として生きていくことになる。



　　　　　＊　＊　＊



　山沿いにある守ヶ丘駅から車で二時間弱。都心からやや外れた住宅街。そこに月子の実家がある。堂々とした日本家屋、周囲を圧する佇たたずまいの大だい邸てい宅たくだ。

　雛ひな咲さき家は戦前から高名な政治家を輩はい出しゆつしてきた名家である。祖父、父ともに与よ党とうに所属ぞくし、現在、国会議員を勤めている。

　月子の上には、二人の兄と一人の姉がいる。長ちよう兄けいは今年有名国立大学を卒業し、現在は父親の私設秘書を務めている。次じ兄けいは長兄と同じ大学に、姉は名門高校に在学中。いずれも優秀で将来有望と目されているようだ。

　家族の中で魔法士の素質を備えていたのは月子だけであり、よってただ一人、異い端たんの人生を歩むことになった。

「ご苦労様です」

　月子は門をくぐり、庭にわ掃そう除じをしていた家政婦に声を掛けた。彼女は驚おどろいたように半歩下がると、目を合わせないままおかえりなさいませと呟くように言った。

　見慣れた反応だった。めったに帰ってこない月子は、この家においては異物である。加えて物心つかないころには、力を暴発させ、周囲の大人を驚かせたり怯えさせたりしたことも多かったと聞く。多分、弾たま込ごめされた拳けん銃じゆうを突つきつけられるような、そんな恐怖きようふと緊きん張ちよう感を与あたえてしまうのだろう。魔法士という存在の特性を考えれば、仕方のないことだと思う。……理解はしていても、心の痛みが完全に消えるわけではないが。。

　家に入る。

　机とベッドが置かれているだけの広いが簡素な自室に鞄を置くと、携帯が振しん動どうした。菜々香からのメールが届いていた。自宅に着いたこと、寮での暮らしが長いので何となく落ち着かないことなどが記されている。

　月子はくすりと笑った。気持ちはよくわかる。学校や寮に対する愛着は、むしろ自分の方がずっと強いかもしれないのだから。

　廊ろう下かに出ると、長兄が向こうからやってくるのに出くわした。

「……帰っていたのか」

「はい、ただいま戻りました。啓けい兄様。今ご挨あい拶さつに伺うかがおうと思っていたところです。皆みな様さまはもうお揃そろいでしょうか」

　雛咲啓けい人とは硬かたい口調で言った。

「寛ひろ人とと夕ゆう那なはまだだ。お祖じ父い様さまは講演で九州。母さんは今、具合が良くなくて休んでいる。しばらく誰だれも通して欲ほしくないそうだ。父さんは書しよ斎さいにいるはずだから、まず、そちらに向かうといい」

「ありがとうございます」

　一礼して歩き出す。

　啓人を含ふくめた兄姉たちとの間には、薄うす皮かわ一枚隔へだてたような距離感が常にあった。

　そして母との間には、さらに深い亀き裂れつが存在している。

　古い家いえ柄がらの箱はこ入いり娘むすめだった彼女は、異能の力をもつ鬼おに子ごをずっと受け入れられずにいるのだった。産んでしまったことに強い罪悪感を抱いだき続けているのである。憎にくまれたり、虐ぎやく待たいされているわけではない。ただ、愛してもらえないだけ。

　母からの優しい言葉、親愛の情──そういうものを期待しなくなってから、もうずいぶん経たつ。

　月子は兄の言葉に込められたメッセージを正確に読み取った。無理に顔を見せるのはお互たがいにとって良くないだろう。この種の拒絶は過去に何度も経験した。もう慣れている。

　月子は小さく息をついて父の書斎に向かった。

「失礼します。月子です」

　応こたえを待って、障子を開ける。

　着物を着た男がゆっくりとこちらを向いた。

　雛咲拓たく馬ま。与党所属の代議士。四〇代にして次代の閣かく僚りよう入りは間ま違ちがいないと言われている有力な政治家であり──月子の父親である。

「久しいな。変わりないか」

「は、はい」

　冷れい徹てつで、感情の読めない顔。月子は足がかすかに震えるのを自覚した。父と向き合うたび、圧あつ倒とうされるような思いがする。

「育成校はどうだ？」

　楽しいです、と言いかけて気付く。この人が求めているのはそういう答えではないのだと。

「順調です」

　月子の言葉に、雛咲は小さく肯いた。

「そのようだな。そう報告を受けている。引き続き励はげみなさい」

「はい。ありがとうございます」

　短い対面を終え月子が部屋を出ようとしたとき、雛咲は思い出したように声を掛けた。

「ああ、もう一つ。年末年始にかけて、ほぼ毎日会食の予定が入っている。この家の一員としてお前にも出てもらうので、心積もりをしておくように」

「わかりました」

　雛咲家は一〇〇年近くこの国の政治に関かかわり続けている一族だ。財産として受うけ継つがれてきた、そして受け継いでいくべき人との繋つながりが存在している。「雛咲である」というのは、すなわちそれを保ち次代に受け渡わたす義務を負っているということだった。

　と、そのとき、月子は友人たちとの約束を思い出した。

「あの、お父様。クリスマスの日にも予定が入っているのでしょうか？　できれば──」

　雛咲の目がすっと細められた。月子は本能的な恐怖を感じ、思わず口ごもりそうになる。

「できれば？」

「あ、あの、できれば、その日だけ、外出を許していただけませんか？」

「理由は？」

「友人と約束が、あって……」

「お前が断わりを入れれば済む話だな」

「そ、それは……」

　月子はごくりと唾つばを飲んで、全身の勇気を総動員した。

「それは、避さけたいと思っています」

「なぜだ？」

「大切な友人たちとの、大切な約束だからです。守れないというのは、恥はずかしいことではないでしょうか？」

「守れぬ約束をしたお前の責任だ」

　切り捨てるような口調に、月子は言葉を失った。

「そもそも、『大切な友人』とは何だ？　お前は飛とび抜ぬけた成績を修めていると聞いている。つまり、育成校の他ほかの生徒はお前に劣おとる能力しか持っていないわけだ。それを『大切な友人』とする意味は、あるいは価値はどこにあるのだ？」

　表情も口調も変わらない。しかし、月子は息苦しくなるほどの威い圧あつ感を覚えた。

「そ、それは……あの……」

「答えを持たないのなら、無む駄だに口を開くな」

　娘を黙だまらせ、雛咲は続ける。

「物事の軽重を理解するべきだ、お前は。雛咲の名前は、お前の個人的楽しみや下らぬ交友に優先する」

「く──」

　月子は思わず声を上げた。

「下らなくなどありません！」

　しかし、やはり雛咲は眉まゆ一つ動かさなかった。

「住む世界の違う子どもたちと友人ごっこをしているような暇ひまが、お前にあると思っているのか？　お前が育成校で学んできたのは、そのようなことなのか？　少なくともそれは、私の期待しているものとは違うな」

「わ、私は……」

「今一度問おう。お前は雛咲の行事を欠席して自分のことを優先する、正当な理由を持っているのか？」

「…………」

「答えろ、月子」

「……う…………」

　言葉が出てこなかった。

　月子は、何も言えないまま、父に背を向けて部屋を飛び出した。



「……はあ」

　月子は家から少し離れたバス停のベンチに座すわり、赤く腫はれた瞼まぶたを閉じる。

　やってしまった。

　物心ついてから父親に逆らったのは初めてのことだった。ただ従うことが責務だと思っていた今までの自分なら、ありえないことである。

　怒いかりは正当なものだったと思う。友人たちを、そして育成校で得たものを否定されてなお従順な笑顔を浮うかべていることはできなかった。

　ただ──何一つ反論らしい反論ができなったのが悔くやしい。育成校で色々なことを経験して、少しは成長したと思っていた。だが、実際に父と向き合ってみると、圧倒されただけだった。言いたいことを伝えることすらできなかった。

「……冬休み、長いなあ」

　出だしからつまずいてしまった。

　もう一度大きなため息をついた月子の頬に、水すい滴てきが当たった。雨が降り出したようだ。薄うす着ぎのまま家を飛び出してきてしまったので、少々体も冷えてきた。

（これからどうしよう）

　いずれにしても、父親とはもう一度話さなければならない。感情を抑おさえ、これまでのように従順に頭を下げるべきだろうか。

　──いや。

　本心を偽いつわる“〝仮面”〟に頼たよるのは、もう止やめると決めたのだ。なら、自分のままで乗のり越こえなければならない。これは絶対だ。

　ただ──ただ、今は少しだけ心の拠より所どころが欲しかった。

　月子は携帯を取り出だす。

　そして、少し悩なやんでからボタンを押おした。



　　　　　＊　＊　＊



「フライドチキンを召めし上あがったことは、おありですか？　鶏とりの骨付き腿もも肉にくなんかでもいいですが。ああ、そういえばちょうどそういう季節ですか。あと何日かすれば聖なる夜、街も飾かざり立たてられていて、賑にぎやかで、心が浮き立ちますよねえ」

　クリスマスソングをハミングする能の勢せ。

　パキッと乾いた音。同時に押し殺ころした呻うめき声ごえ。

「おっといけない、話を戻しますね。──さて、食べ終えた後の骨を考えてもらえればわかりやすいと思うんですが、骨格と言うのは小さなパーツの組み合わせです。当然、そのつなぎ目は外れやすくなっている。可動部、つまり関節なんかではとくにその傾けい向こうが顕けん著ちよです。壊こわすなら骨そのものを破壊するより、パーツ毎にバラバラにする方が遙はるかに容易なわけですね」

　また乾いた音。組くみ敷しかれている男が、今度ははっきりとした苦痛の声を上げた。

「お、お前ら、こんな真ま似ねして……ゆ、指が、俺おれの、指が折れ……」

「違いますよ。今説明したでしょう？　関節の部分で骨を脱だつ臼きゆうさせたのであって、折ったわけではありません。まあ、通常とは逆の方向に曲がっていますから、視覚的な意味では折れたと言っても良いかもしれませんが……」

　三度目の音、そして悲鳴。今度は泣き声が混ざっている。

「い、いてえっ！　クソ、畜ちく生しよう！　いいのかよ、せ、政府の犬が、拷ごう問もんなんて──」

「拷問？　人聞きの悪い」

　能勢はくすくすと笑う。

「ここで戦せん闘とうが起こっただけですよ。その結果、魔ま法ほう士に対して勇ゆう敢かんに立ち向かったヤクザ屋さんの指の骨がバラバラになったのです。だいたい武ぶ闘とう派はで鳴らす若頭さんが、地面を舐なめながら拷問されて情けない悲鳴を上げるなんて、そんな事態が起こるはずないじゃないですか」

　尋じん問もんを能勢に任せ、白黒二匹ひきのハムスター──ゴマイチローとフクジローをもてあそんでいた十郎は、そこでようやく口を挟はさんだ。

「あー、そろそろ素す直なおに吐はいた方が良いと思うぞ。お前が久ひさ井いの居場所を知ってるってことは、もう割れてんだ」

　良い警官グツドコツプ、悪い警官バツドコツプと呼ばれる広く知られた尋問法がある。一人が脅おどし役、もう一人が宥なだめ役を務め、対象を精神的に揺ゆさぶるというものだ。事前に打ち合わせをしたわけではないが、能勢と組むと期せずしてそういう形になることが多い。

　二人は暴力団に雇やとわれ用心棒紛まがいのことをしている魔法士を追っていた。今組み敷かれているのは、その世話役を務めている構成員である。貴重な手がかりというわけだ。

　繁はん華か街がいの路地裏。喧けん嘩か、揉もめ事ごとは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。よってこの捕とり物ものに注意を向ける人間はほとんど居ない。

「お前の両手の指のためにも、早く白状したほうが……」



    

  
    
      　その瞬しゆん間かん、十郎は背後に殺気を感じた。

　振ふり向むくと同時に《魔ま弾だん》が飛んでくる。が、直ちよく撃げきすれば人一人を殺しかねない魔法の光弾は、あっさりと能勢の張った《障しよう壁へき》に阻はばまれた。

　同時に十郎は走り出す。

　二撃目の《魔ま弾だん》を起動前に壊呪デイスペル。破は壊かいされ四散する魔法回路。驚きに目を見張る相手を殴なぐり倒たおして、腕うでを捻ひねり上げる。

「久井亮りよう太た郎ろう、確保っと。目え閉じて力ちから抜ぬけ。一応言っとくが、以降魔法使用したら即そく殺すからな」

「あ、僕ぼくが処置します。十郎さんはあっちを」

　抵てい抗こうの意思を失った最初のヤクザを十郎に任せ、能勢が進み出る。額に手をかざすと久井が悲鳴を上げた。

「目！　俺の目があ！　な、何をしやがった！」

「魔法で視神経をマヒさせただけですよ。おとなしくしていれば、そのうち治りますから大おお騒さわぎしないように」

　魔法の行使は視覚による認識に負う部分が大きい。魔法士を無力化する際、視力を奪うばうのはそのためである。

　能勢が使ったのは《盲もう目もく》と呼ばれる魔法。他人の体内に干かん渉しようするには極めて高い能力が必要とされるが、医い療りよう魔ま法ほう士でもないのに一いつ瞬しゆんでそれをやってのけるのは、この男が十郎より数段上のスペックを持っていることの証明だった。

「計二人逮たい捕ほ。お仕事終しゆう了りよう、と。じゃ、警察さんに取りにきてもらいますか」

　のんびりと能勢が言った。

　普ふ段だん、初等育成校の教官を勤めている椎葉十郎は、学校が冬期休業中、本来の勤務部署に戻もどっている。

　特別対策局。警察や自衛隊の手に負えないような重大な事件に介かい入にゆう対処する、きわめて高いレベルの遊ゆう撃げき集団だ。構成員のほとんどは特とく殊しゆ執しつ行こう官かん、つまり魔法士で、他の魔法士が起こす犯罪に対処することもその任務に含まれる。

　魔法士は単位時間当たりのマナ処理能力によってＡからＥの五段階にランク分けされる。Ｅランクはマナを認識できるのみで魔法の使用はできない者、Ｄからランクが上がるにつれ、短い時間で強力な魔法を施呪キヤステイングできる者ということになっている。

　先ほど逮捕した久井はＣランク。魔法士としては並だが、それでも一いつ般ぱん人じんにとって十分な脅きよう威いであるのは間違いない。魔法の才能を持つ者は、その力を社会に役立てるという前提で国に保護されている。その能力を濫らん用よう、悪用することは許されない。ヤクザの縄なわ張ばり争いごときに魔法を乱発され、しかも巻まき添ぞえで死者も出ているとなれば、放置しておけるわけではなかった。

　当然ながら攻こう性せい魔法の施呪キヤステイングには厳しい制限が掛かけられているのだが、報ほう酬しゆうと引ひき換かえに戦闘能力を提供しようとする魔法士は少なくない。そのような輩やからを逮捕する必要が生じた場合、圧あつ倒とう的てきな能力を誇ほこる能勢や、Ｄランクながら魔法回路を破壊し無効化する技術──壊呪デイスペルに長たけ、対魔法士戦闘を専門とする十郎に仕事が回ってくるわけである。

「悪いな。結局、魔法士は俺が倒しちまった」

「いいですよ。獲え物ものとしては大して美お味いしくもなさそうだ」

　能勢は小さく肩かたをすくめた。

　待機していた警察が容疑者たちを護送していくのを見送り、十郎は一つあくびをする。

「んじゃ、局長に連れん絡らく入れて帰るか。やっと休める」

　携けい帯たい電話を取り出し──と、そこに見覚えのない番号から着信があるのを見つけた。

「……あん？　なんだこれ」

「どうかしました？」

「いや、何でもねえ」

　十郎は対策局の番号を呼び出し、通話ボタンを押した。



　日にち没ぼつからは結構な時間が経過していたが、特別対策局のオフィスにはまだ煌こう々こうと明かりが灯ともっていた。

「よ、あっさり捕つかまえたようだな。さすがさすが」

　局長席から掛けられた陽気な声に、十郎は不ふ機き嫌げんな視線を向ける。

「ガキのお守もりから解放されたと思ったら、休む間もなくこれだ。都合よく呼よび戻されてえらい迷めい惑わくなんですがね」

「仕事があるというのは、力が評価されているってこった。むしろ光栄に思ってもらいたいところだね」

　悪びれずに局長の淵ふち上がみ竜りゆう生せいは笑う。

「まあ、なんにせよ一区切りだ。お疲つかれさん。明日は自宅待機にしといてやろう。ゆっくり家で報告書でも纏まとめてるといい」

「どうも」

　犯人の確保自体は一瞬だったが、それに先立って数日間の張り込みを行っている。疲ひ労ろうがかなり蓄ちく積せきされていた。早く帰って一ひと眠ねむりしたい気分だ。

「あ、そうそう。ついでに相談なんだが……どうせなら二区切りか三区切りするまで、こっちで働いていってくれんかね？」

「…………」

　十郎の眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。二匹のハムスターが、主人を宥めるようにチチッと鳴いた。

「いいじゃないですか。先生稼か業ぎようはお休みでしょうし、気分転てん換かんになるでしょう？　では、お先に失礼します」

　仕事量では十郎以上のはずながら、その秀しゆう麗れいな顔に疲労の色一つ浮かべていない能勢が声を掛けて部屋を出て行った。

「事件にも冬休みがあればよかったんだがなあ」

　淵上は笑い、そして十郎を手招きすると声を落とした。

「実はな、『大おお祓はらえ』がまたきな臭くさい動きを見せているらしい」

　魔法士が社会に組み入れられたのはここ五〇年ほどのことだ。超ちよう常じよう的な力に対する不ふ信しん、不安や偏へん見けんはまだまだ根強く、強きよう硬こうに魔法士排はい除じよを唱える団体も世界中に存在する。

『大祓』とは、国内最大かつもっとも過激な反魔法テロ組織である。十郎も以前にやり合った経験がある。

「あと、ＰＭ社の氷ひ見み谷やが来日しているという話もある。一応目を光らせとかんとな。そんなわけで、人手はいくらあっても足りん状じよう況きようなんだよ」

　世界最大級の軍ぐん需じゆ企き業ぎようにして、各国の政治にすら介入可能と言われるほどの権勢を誇る巨きよ大だい組織、プロジェクト・マクスウェル社。氷見谷はそこに所属する魔法士で、会社の非合法な部分を主に担当していると噂うわさされている。本名は葛かつら城ぎ功こう哉や。かつてこの特別対策局に在ざい籍せきしていた特殊執行官だ。

　過去に十郎の姉を含む八人の特級特殊執行官が中東のとある小国に派は遣けんされ、消息を絶つという事件があった。内戦に巻き込まれ命を落としたと言われていたのだが、十郎はごく最近、それが自発的に仕組まれた失しつ踪そうであるという情報を得た。

　国際貢献に名を借りた魔法士派遣は、実は現地の反政府勢力を女子どもに至るまで皆みな殺ごろしにするという作戦の一環だった。協力を強しいられていた彼かれらはある日、死亡を装よそおって全員姿を消した。そのことを知って以来、十郎は姉の行方ゆくえを追い続けている。

　氷見谷はその行方をくらませた魔法士たちの一人。十郎にとっては、何としても捕ほ捉そくし、接せつ触しよくすべき人物だった。

「さっさと捕まえればいいでしょうに」

「どういう理由で？」

「何年か前、任務を放ほう棄きして姿を消しているんでしょう？　明らかな服務規程違い反はんだ」

「残念ながら──」

　淵上は小さく息を吐いた。

「特別対策局に氷見谷晃こうという人間が在籍していた事実はない。過去に失踪した葛城という特殊執行官はいたかもしれん。だが、あの男はあくまで氷見谷晃、だ。チェスター・マクスウェルの腹心のな。である以上、拘こう束そくする理由にはならん。それに、そもそもＰＭ社を刺し激げきすることを、お偉えら方がたは望んでいない」

　だからあの男は堂々と、まるで自分たちを酷こく使しし地じ獄ごくに追いやった特別対策局を挑ちよう発はつするかのように動き回っているということか。

　姉と一いつ緒しよに消息不明となった魔法士のうち、少なくとも何人かは彼のように今も生きている。政府はそのことを知っているわけだ。

「……他の奴やつらはどこで何をしている？　あんたは、どの程度把は握あくしているんだ？」

　淵上が局長の座に就ついたのは、五年前、特級特殊執行官八名の『殉じゆん職しよく』の責を取って前任者が辞職してからのことである。失踪した魔法士たちに関して何らかの情報が存在するなら、当然この男もそれを手の内に握にぎっているはずだ。

「それはお前が首を突っ込むべきことじゃないな」

「俺の身内も関わっていることだ。俺には聞く権利があるとは思いませんかね？」

「思わんねえ。国家公務員である以上、秘ひ匿とく事じ項こうをほじくり出す権利はお前にはないからなあ」

　のんびりとした口調ながら、それははっきりとした拒絶だった。交こう渉しようの余地なし。わかっていたのでさほど失望もしなかったが。

　十郎はため息をついて、話を打ち切った。

「……帰って寝ねます」

「おう、おつかれ」

　淵上の声を背にオフィスを出、車に乗ろうとしたとき、十郎は携帯電話に掛かってきていた見知らぬ番号のことを思い出した。

　取り出して確かく認にんしてみる。時刻はちょうど容疑者と格かく闘とうしていたころ。振しん動どうに気付かなかったわけだ。呼び出し時間、四六秒。いわゆるワン切りでもなさそうである。

　少し悩んでから、掛けてみることにした。

　すぐに相手が出た。

『……先生？』

　かすれた、だが聞き覚えのある声が聞こえてきた。



「ほれ、持ってろ」

「あ、ありがと──あつっ」

　助手席の月子は渡されたホットココアの缶かんを取り落とした。

「素す手でで掴つかむからだ。いいか、まず手を袖そでの中に引っ込める」

「う、うん」

「その状態でこれを持つ」

　十郎は足元から缶を拾い上げ、月子にもう一度手て渡わたした。

「で、腹なり胸なりに押し当あてる。適当に体が暖まったら飲んじまえばいい」

　言われた通りにした月子は、あったかい、と大きく息をつく。それを確認し、十郎はゆっくりと車を発進させた。

「で、いったい何やってたんだ、お前」

　電話の声に何となく引っかかるものを感じた十郎は、月子の今居る場所を聞き出した。で、そこへ車を走らせて、みぞれの降ふる中、寒さに凍こごえている少女を発見したというわけである。

「え、えっと、冬休みで寮りようを出たから携帯が使えるようになったの。つながるかな、と思って、試ためしにかけてみようかなー、なんて」

　一見屈くつ託たくのなさそうな笑えみを浮かべる月子に、十郎は眉をひそめた。この少女は他人に知られたくない内面の動きを、笑え顔がおで誤ご魔ま化かそうとすることがある。このところはその癖くせも影かげをひそめていたはずなのだが……

　育成校教官の連れん絡らく先さきは生徒たちに公開されている。なので、電話が掛かってくること自体は特に不思議でもない。しかし、少々様子がおかしいように思われた。服はほとんど着の身着のまま、この天候の下で何時間座っていたのか、唇くちびるも真っ青になっている。

「先生、お仕事はいいの？」

「今日は終わりだ。だから送っていくくらいの時間はある。お前、家はどっちだ？」

　一瞬、月子は言葉に詰つまった。

「……え、えっと、あの……道に迷って……その……」

　作りきれていない笑顔と、しどろもどろな弁解。

　その様子をしばらく眺ながめ、十郎は一つため息をついた。

　最初に会ったころに比べ、自分を偽ること、嘘うそをつくことがずいぶんと下手になったものだ。もちろん、その逆であるよりずっと真っ当で好ましいことではあるが。

（まあ、放ほうり出すわけにもいかねえか）

　内心で呟つぶやいて、愛車のアクセルを踏ふんだ。



　　　　　＊　＊　＊



「……おじゃま、します」

　月子は遠えん慮りよがちに言った。

　玄げん関かんから廊ろう下かが延びており、その奥おくに幾いくつか部屋が見える。

　育成校に居る間は職しよく員いん寮りようで寝ね起おきしている十郎だが、自宅は別に持っている。それが特別対策局のオフィスまで車で数十分のこのマンションの部屋だということだった。

「頭拭ふけ」

　言葉と同時に、大きなバスタオルが飛んできた。

　ホットココアとカーエアコンの効能で忘れていたが、そういえば自分はみぞれ混じりの雨に打たれてひどい状態になっていたはずだ。改めて意識すると、髪かみも服も水を吸ってずしりと重くなっていることに気が付いた。

「それからそっちの部屋で、着き替がえてこい。」

「う、うん」

　月子は髪を拭きながら、素直に示された部屋に向かった。

　どうやら誰だれかの寝しん室しつのようだ。ただ、しばらく使われていないのか、柔やわらかそうなベッドを覆おおうようにカバーが掛けられている。

（……女の人の部屋かな？）

　壁かべ紙がみ、カーペットの色合いや、家具の趣しゆ味みからそんなことを考える。女性だとして、十郎とどういう関係の人なのだろうか。少し気になったが、今は服をどうにかするのが先決だと思い直す。

　ベッドの上にたたまれていた部屋着を手に取る。十郎のものかと思ったが、それにしてはサイズが小さいようだった。何となく残念。

　体を拭いて濡ぬれた服を替える。乾いたスウェットの感かん触しよくが肌はだに心地ここちよく、少しずつ体温が戻ってくる気がした。下着も少し湿しめっているようだが、我が慢まんできないほどではない。

「そっちで待ってろ」

　部屋を出ると、そう指示された。

　言われた通りリビングの厚いカーペットの上に腰こしを下ろす。テーブルの上に、白黒二匹のハムスターがちょこんと座っていた。

「……この子たち、やっぱり二匹だけなの？　お家にはもっとたくさん居るとかいうことは、ないのかな？」

「持ち歩かねえなら、作る意味ないだろうが」

　キッチンから十郎の返答が聞こえた。

　黒い方がゴマイチロー、白い方がフクジロー。生きたハムスターに見えるが、いずれも十郎が魔法によって作り上げた擬ぎ似じ生物だ。魔法士としての能力が高くない彼は、この二匹に自分を補助する機能を持たせ、携帯しているのである。

「大体これ以上持ち歩いてたら、目立って仕方ねえだろ。ハムスターフェチの変人になっちまう」

「はあ」

　それは今でも大して変わらない気がするが。

「まあ、根本的な問題として、構築にも維い持じにも結構神経遣つかうしな。それに──俺にとっちゃ、この二匹じゃないと意味がないんだ」

　最後の一言は独白のようだった。その意味を尋たずねてもいいものかどうか迷っていると、キッチンから十郎がマグカップを持って姿を現した。

「ホットミルク。牛乳飲めるよな？」

「あ、うん。ありがとう」

　礼を言って一口飲み、月子は目を瞬まばたかせる。

「あれ……」

　下の上に予想外の、しかし心地よいほのかな甘あまみが広がる。一口ごとに、強こわ張ばっていた体の芯しんが溶とけてほぐれていくようだった。

「砂糖入れただけだ。不ま味ずいか？」

「ううん、美お味いしい」

　頬ほおが緩ゆるむ。小さな心遣いがうれしかった。

　とたとたとテーブルを走り回るゴマとフクを眺めながらミルクを飲み終えるころには、落ち着いて周囲を見回す余よ裕ゆうが戻ってきた。

　十数畳じようはありそうなリビング、その向こうにはダイニングと立派なシステムキッチン。　４ＬＤＫというところだろうか。マンションの一室にしては相当な広さだ。しかしその割に内装はシンプルである。ものが少なく、ほとんど生活臭しゆうを感じさせない。

「広いんだね、先生のお家」

「お前の家も金持ちだろうが。驚おどろくほどのもんか？」

「私はずっと育成校の寮暮らしだから……」

　一いつ般ぱん的てきな基準で言えば、雛咲家は十分に大だい邸てい宅たくと呼んで差さし支つかえない広さだろう。しかし、月子にはそこで寝起きした記き憶おくがほとんどない。『自分の家』というにはほど遠い存在だった。

「もともと一いち花か──姉と二人で住んでいた部屋なんだよ。その服も一花のだ」

「あ、じゃああそこ、お姉さんの寝室なんだ」

　月子はほっとする。過去に恋こい人びとと同どう棲せいしていたとか結けつ婚こんしていたとか言われたら、大きなダメージを受けていただろう。もちろん、そうであっても十郎のことを諦あきらめたりするつもりはまったくないのだけど。

「今は一人暮らしなんだね。──思ったより、きれい」

「思ったよりって、どんなイメージだったんだよ」

　十郎は渋しぶい顔で言った。

「え？　えっと、男の人の一人暮らしって、なんか、部屋の中に酒さか瓶びんとかビールの缶がいっぱい転がっててみたいな……」

　菜々香が読んでいた雑誌に『彼の部屋が汚きたなくて……。どうすればだらしない所を直してくれるでしょうか』みたいな相談記事が載のっていた気がする。その印象が強かったのだろうか。

「普ふ通つうに掃そう除じくらいするってえの。あと俺おれは酒飲まねえよ」

「そ、そうなの？　大人の男の人はみんな飲むものだと思ってたけど」

「体質ってもんがあってだな。前にウイスキー一いつ杯ぱい飲んだらひでえことに──いや、それはどうでもいい」

　十郎の視線が月子を見み据すえた。遊んでいた二匹ひきのハムスターも、空気が変わったことを察したように動きを止める。

「で、何があったんだ？」

「…………」

　月子は口ごもった。

　家を飛び出した原因は父親との諍いさかいだ。ただ、あの感情、自分の大切なものを否定された怒いかりをうまく言葉にする自信はなかった。

　なんだその程度のことで──十郎にそう思われるのは、辛つらい。

　だから月子は笑って見せた。

「何でもないよ、本当に大したことじゃないから」

　が、十郎は面おも白しろくもなさそうな顔で口を開く。

「んな弁解が通用するか。大したことないならお前がそんな顔して誤魔化すかよ。喋しやべる気ねえんなら、服が乾き次し第だい叩たたき出だすぞ」

「う……」

　見み抜ぬかれていた。しかし、なぜかそのことに少しほっとしている自分が居ることを、月子は感じていた。

「あの……ちょっと、父と、意見の相そう違いがあって」

「意見の相違？」

　いきさつを説明する。できるだけ客観的に。

　時間が経たって感情が落ち着いた分、整理して話すことができたと思う。

　話を聞いている間、十郎の表情はほとんど変わらなかった。

「──で、思わず家を飛び出してしまって……なんだが、気持ちがもやもやして、家に戻らないといけないんだけど、勇気が出なくて……それで、先生に電話したの」

「電話はいいとして、何であんな寒いところでじっと座すわってんだよ」

「……なんとなく、動いちゃったら、先生からの電話が来ない気がして」

　帰宅を遅おくらせる言い訳が欲ほしかったのかもしれない。あるいは、ただただ声が聞きたくて冷静になれなかったのかも。

「五分だけ待って掛かってこなかったら、帰ろう。あともう五分だけ待って掛かってこなかったら帰ろう──って携帯をじっと見てたら、いつの間にか暗くなってて……」

「アホか、お前は」

「で、でも、ちゃんと先生、電話掛けてくれたし、迎むかえにも来てくれたし……」

「……アホか、お前は」

　十郎は呆あきれたようにもう一度繰くり返かえした。月子は幾いく分ぶんむっとする。

　確かに否定はできません。でも私がこんなになっちゃったのは、半分くらいは先生のせいです。──そんなことを思う。口には出さなかったが。

「ま、大体のところはわかった。親父おやじと喧けん嘩かしたんだな、要は」

「……私、間ま違ちがってるのかな。たかが親子喧嘩で、こんな……」

「さて」

　十郎が小さく首を傾かしげた。

「どうかな。俺にはそのたかが親子喧嘩の経験がねえからな」

「あ……」

　月子は十郎が施し設せつの出身だと言っていたことを思い出した。後こう悔かいの念が湧わき起おこる。

「あ、あの……わ、私……………………あう」

　言葉を見つけられないでいると、指で軽く額を弾はじかれた。

「いちいち泣きそうな顔すんな。経験なくてもわかる。──『特別』だったんだろうさ」

「え？」

「お前、これまでに親父さんと喧嘩したことはあるか？」

「え……いえ……」

　偉い大だいな存在であり、畏い怖ふの対象である。逆らうことなど、思いもよらなかった。

「だったら、お前にとって学校や友だちはそれだけ『特別な意味』を持ってたんだろ」

「でも……これまでにだって、似たようなことを言われたことはあったんだよ。付き合う人間、傍そばに置く人間は良く選べと、小さいころから厳しく教えられてきたし」

　なのに、今回だけは素す直なおに聞き分けることができなかった。なぜか猛もう烈れつに腹が立ったのだ。

「じゃ、お前の中身が変わったんだろう。そういうものの存在が大きくなって、お前にとっての意味が変化したんだ。別に特別な話じゃねえよ」

「そう、かな？」

　──そうなのかもしれない。

　確かに育成校での日々は、以前よりずっと楽しく感じる。多分、春のあの事件を経て、“〝仮面”〟に頼たよるのを止やめてからだ。

「で、でも、それは、そう思うのは、正しいことなのかな。お父様はお父様自身の言うように生きてきて、今、立派な人になっていて……」

　相反する二つの意見が存在するなら、そのどちらかが間違っているということにならないだろうか。

　だが、十郎はあっさりと言った。

「簡単なことだろ。お前が正しい。少なくともお前にとっちゃな」

　そして続ける。

「同じように、親父さんにとっちゃ親父さんが正しい。結局、お互たがいどう折り合いをつけるかって問題だろ。どっちが正しいとか言ってるから揉もめんだよ」

「え……」

　それは今までの月子にはない考え方だった。これまで正しいこととは、すなわち雛咲の名前を汚けがさないことであり、父や祖父の言葉に従うことだったからだ。

「つっても、まあ、これは受け売りだけどな」

「受け売り？」

「姉貴の。子どものころ、喧嘩して帰ってきたらよくそんな感じで説教された。で、『だからまず話し合って相手の考えを聞きなさい』と続くんだ」

　話し合い、と月子は呟く。

　良く考えてみると、今までほとんど経験はなかった。家では親に恭きよう順じゆんし、学校においては争いと衝しよ突うとつを避さけ──笑顔を張はり付つけながら、そのような生き方をしてきたからだ。

「親子でも兄弟でも友人でも、普通に生きてりゃ絶対どっかで意見がぶつかるんだ。練習だと思って腹決めてやりあってこいよ。案外すっきりするかもしれん」

「そう、だね」

　一時の怒りが落ち着いた今は、父の顔を思おもい浮うかべるだけで体が震ふるえる。心が折れそうになる。でも、やはり向き合わなければならないのだろう。意見が衝突したら話し合う──多分、当たり前のことなのだ。

　いつのまにか、気持ちがずいぶんと楽になっていた。

　本当に、話してよかった。十郎は十分なことを自分にしてくれた。心からそう思った。

「…………」

「？　どうした？」

　ただ──

　ただ、不安が収まると、少しばかり欲が顔を覗のぞかせる。

　これ以上を求めるのは、贅ぜい沢たくかもしれない。でも、できれば、もう少しだけ、力が欲しい。

「あ、あの……先生。一つだけ、お願いがあるんだけど……」

「あん？」

「正直に言うと、わ、私ね、今日は家に帰りたくない」

　一いつ瞬しゆん、十郎がものすごく酸すっぱいものを丸まる呑のみしたような、形容しがたい顔をした。気のせいだろうか。

「……それで？」

「う、うん。今日なら確実に家に居るはずだから、言われた通り話し合うつもりだけど、でも……私、お父様がすごく怖こわい。だから、あの人と向き合うための、勇気が欲しい。そのために、先生に一つ、や、約束してほしいの」

「約束？」

「私がちゃんと、話し合って、全部終わったら、その後で──」

　月子は、その願いを口にする。

「わ、私のこと──褒ほめて。良く頑がん張ばったって、頭を撫なでて！」



　月子は大きく息をついて、厚手のカーペットの上に寝ね転ころがった。

　十郎は夕食を買いに出て行った。一緒に外で食うかと尋ねられたのだが、ほとんど食欲のなかった月子が食事はいらないと言ったため、彼が自分の分を調達しに行ったのだ。

　食材とか常備してなさそうだしなあ、と月子は部屋を見み渡わたして思った。まあ仮にあったところで、月子には料理を作って供する技術など無いわけだが。

　先ほどのことを思い出し、クッションを抱かかえたまま寝ね返がえりを打つ。

　月子の願いを、十郎は苦く笑しよう気味の表情で承しよう諾だくした。よかった、と思う。ご褒ほう美びが待っていると思えば、父親に挑いどむ勇気が出る。頑張れる。

（でも……うーん、ちょっと子どもっぽかったかなあ……）

「褒めて欲しい」などというのは、まるで幼児のようだったかもしれない。どうせなら、違ちがうことをお願いすればよかっただろうか。そう、もっと大人っぽいおねだりを──

「────────っ！」

『大人っぽい』の具体例を頭の中に思い浮かべた月子は一瞬で顔を真っ赤にし、ゴロゴロと床ゆかを転がる。だめ、いけない、こんな、はしたない、不道徳なことを考えてはいけない。胸のクッションをぎゅっと抱だきしめて心を落ち着かせる。

（──確かに、私は変わったのかもしれないなあ）

　ふと、そんなことを思った。

　春までの自分は、こうではなかった。誰かの仕草一つで不安定に心が揺ゆれたり、誰かの笑顔一つで温かいようなくすぐったいような気分になったりすることがあるなんて、知らなかったのだ。

「……早く帰ってこないかな」



    

  
    
      　小さく呟きながら、玄関の方を見る。

　十郎の夕食が終われば、自分は家に送り返される。でも、それまではあの人の顔を見ていられるだろう。そう、誰にも邪じや魔まされず──

　とそのとき、月子はその言葉の意味に気が付いた。邪魔が入らない──それはつまり、この密室の中で自分と十郎が二人きりだということである。

　ずっとその状態だったはずだが、さっきまではそんなことを気にしている余裕はなかったのだ。意識したとたん、頬が熱くなるのを感じる。

（うわ、うわうわあ……）

　クッションに顔を埋うずめて、足をばたばたさせる。

　なんだか、頬だけでなく体全体がぽかぽかと熱い。ふわふわと雲の上を飛んでいるような、ぐるぐると宙に浮いたまま回っているような、頭がぼーっとするような不思議な気分がした。



　　　　　＊　＊　＊



　十郎がコンビニの袋ふくろを提さげて部屋に戻もどってくると、月子はクッションを枕まくらにし安らかな寝ね息いきを立てていた。

　声を掛かけたものかどうか少し考え、結局口を噤つぐむ。そして一花のベッドを整えると、十郎は月子を抱えてそこに横たえた。

　運んでいる間に目を覚ます様子は無く、良く眠ねむっているようだった。ずっと気を張っていて疲つかれたのだろう。おそらく、実家は彼かの女じよにとって心安らぐ場所ではないのだ。

　マナを操あやつる能力は、現行基準のＡランクを遙はるかに凌りよう駕がしている。しかも、複数同時に魔ま法ほうを施呪キヤステイングする能力を持った天才。しかし、中身は一二歳さいの幼い少女でしかない。

「……信しん頼らいされたもんだな、この俺が」

　月子が自分に好意を寄せていることは知っている。それが憧あこがれなのか、恋れん愛あい感情なのか、それともほかの種類のものなのかはわからないが──少なくとも不快でないのは確かだ。まったく、ひねくれていて喧嘩に明け暮れ、人を寄せ付けなかったころの自分しか知らない一花が見れば、何と言うだろう。

　家に帰れば、月子はまた戦わなければならない。

　弁当を食ったらすぐに自宅まで送り届けるつもりだったが──もう少し、ゆっくり休ませてやりたいと、そう思った。



    

  
    
      二章　　同居人×２





　目を開けると、窓の外がほの明るくなっていた。

「ん……」

　十じゆ郎うろうは目をこする。

　テーブルの上にコンビニの弁当の残ざん骸がいが残っていた。どうやら、飯を食べ終わった後、そのまま机に突つっ伏ぷして寝ねてしまったようだ。忘れていたが、そういえば数日間の張り込み明けだった。体が睡すい眠みんを欲ほつしていても無理はない。

　切り忘れた暖だん房ぼうと厚着のおかげで、風か邪ぜは引かずに済んだようだ。

　時計を確認。午前六時三〇分。

　今日は自宅待機だ。寝直して──とそこで気づく。

「やべ、雛ひな咲さき……」

　早足で一いち花かの部屋に行き、静かに扉とびらを開ける。薄うす明あかりの中、月つき子こが昨夜寝かせたときと同じように眠っていた。

　既き視し感かんを覚える。

　姉の一花は朝が苦手だった。目覚ましを幾つ掛けてもベッドからなかなか出られないので、頃ころ合あいを見て起こしに行くのが十郎の日課となっていた。よく『あと一〇秒だけ～』などと往おう生じよう際ぎわ悪くぐずっていたものだ。

　そういえば、彼女が居なくなってからの五年、この家で十郎以外の人間が眠ることなど一度もなかったのだ。ふっと頬が緩むような、面おも映はゆいような、不思議な気分になる。

　外がい泊はくさせてしまったことの対応策は後で考えるとして、とりあえず月子をどうするべきか。少々早いが、起こして着替えさせた方がいいだろうか。

「おい、雛咲……？」

　とそのとき、十郎は彼女の様子が少しおかしいことに気付いた。

　呼吸が妙みように浅く、速い。苦痛に耐えるように、眉根が寄せられている。

　声を掛けながら体を二、三度揺ゆすってみるが、目を覚ます気配は無い。

　嫌いやな予感を覚えた十郎は、額に手を置いた。同時に眉まゆをひそめる。ひどい熱だ。おそらく昨日、悪天候の中、外に長時間居たせいだろう。

（どうする？）

　薬は常備していない。病院は少し遠い。そもそも動かして構わない状態なのだろうか。救急車を呼ぶべきか？　どうすれば──

　みっともなく混乱する。だが、そのときふと光明が見えた。

　判断できないなら、誰かに尋ねれば良いのだ。

　ちょうど知人に専門家が居るではないか。



「──風邪でしょうね。現時点の検査では陰いん性せいでしたが、インフルエンザの可能性も無くはないので点てん滴てきして少し様子を見ます」

　診しん察さつを終えて部屋から出てきた信し乃のはそう言った。

「インフルエンザ？」

「感かん染せん初期だと検査には引っかからないことがありますから、念のためです。おそらく問題ないのではないかとは思いますが」

　油断はできないが、どうやらさほど重じゆう症しようではなさそうだ。十郎は安あん堵どの息をつく。

　信乃は唯ゆい里りに視線を移し声を掛けた。

「卯う滝たきさん、しばらく雛咲さんを看みていてください。少し椎しい葉ば先生と話をしてきます」

「は、はい」

　返事を確かく認にんし、信乃は十郎を伴ともなってリビングに向かった。

　携けい帯たいで連れん絡らくすると、彼女は一時間ほどでそちらへ向かうと言い、そして唯里を伴ってきっかり一時間後に現れたのだった。

「事情を」

　信乃は感情の読めない表情で、短く言った。

　小こ柄がらな体たい躯く。短い髪。どちらかと言えば幼い顔立ちと声。

　守もりヶが丘おか初等育成校主任教官。十郎の上司。そして二〇代前半の若さでありながら世界屈くつ指しの医い療りよう魔ま法ほう士でもある。

　腕うでは間違いなく信用できる。が、十郎はどうにもこの女性が苦手だった。生き真ま面じ目めで口うるさく、普段から何かと衝突しがちなのだ。

　とはいえ、今は逆らって口論をふっかけるような場合ではなく、おとなしく経けい緯いを説明する。眉一つ動かさずに聞き終えたあと、信乃は口を開いた。

「こういう場合、まず最初に、保護者の方に連絡を入れるのが標準的な対応です」

「……悪かったな、標準的じゃなくて」

「ただ──」

　信乃は取り合わず続けた。

「標準が常に正解だとは限りません。雛咲さんの家庭事情は少々特とく殊しゆですから。おそらく意識があったとしても、彼女は家への連絡は望まなかったでしょうね。あなたもそう思ったのではありませんか？」

「…………」

　その通りだった。この状態で帰れば、月子の立場はますます悪くなる。彼女の実家が心穏おだやかに養生できる環かん境きようとも思えない。だから、あえて連絡は後回しにしたのだ。

「信頼関係を重視するなら、あなたの選せん択たくも理解できなくはありません。彼女の家には私からうまく伝えておきましょう」

「珍めずらしく、甘いんだな」

　意外な思いがした。

　もう少し杓しやく子し定じよう規ぎな対応をする人間だという印象を持っていた。冷ややかな声で詰なじられることを想定し、心の準備をしていたのだが。

「甘いのではなく、それがベターだと判断したまでです」

　信乃はそう言うと、少し考え、静かな口調で続けた。

「……昔、先せん輩ぱいにこんなことを言われたことがあります。『医者の仕事は患かん者じやを治すことじゃない。生かすことだ』と。治せばそれで良しなのではなく、その後によりよく生きられるようにすることこそが大事なのだ──そういう意味です。幸い彼女の病状はそれほど深刻ではありません。おそらく、十分な休息を取ればそれだけで快復するでしょう。ただ──今、雛咲さんにとって、椎葉先生という存在が必要なのだと私は判断しました」

「俺、が？」

「問題が起きて、行いき詰づまって、真っ先にあなたを頼ったということは、あなたがそれだけ彼女の信頼を得ているということです。くれぐれもそれを裏切らないようにお願いします」

「あんたはどうなんだよ。俺を信用して任せても良いと思ってんのか？」

「……あなたが赴ふ任にんしてきたころなら、とてもそうは思わなかったでしょうけどね」

　幾分ひねくれた表現ながら、信乃は十郎の言葉を肯こう定ていした。

　そういえば第一印象はお互い最悪だった。信乃の方も、当時に比べて少々柔やわらかくなっている気がする。いちいち口に出して言おうとは思わないが。

　と、そのとき、ドアが開いて唯里が顔を出した。

「あの、出雲いずも井い先生、点滴終わりました」

　わかりました、と答えて信乃は立ち上がる。

「では私は失礼します。おそらく大だい丈じよう夫ぶだとは思いますが、一日二日様子を見て、熱が下がらないようだったらまた連絡してください」

「あ、ああ。助かった。──すまん」

「医者としても教官としても当然のことをしたまでです」

　そして付け加える。

「ああ、あと卯滝さんにはここに残ってもらいますので、よろしく」

「卯滝が？　どうして？」

　意外な言葉に目を瞬まばたかせる十郎。信乃はため息をつきたげな視線を向けた。

「患者は女の子ですから。あなた、何もかも全部自分一人で世話するつもりだったのですか？」

「う……」

　確かにそうだ。反論のしようがない。

「できるだけどちらかが雛咲さんの傍に付いているように。では、私はこれから大学病院で手術が入っていますので」

　信乃を見送って部屋の中に向き直ると、唯里と目が合った。

「よ、よろしくお願いします」

　少し腰の引けた様子で頭を下げる。

　卯滝唯里、一五歳。三級特とく殊しゆ執しつ行こう官かん。特別中等育成校在ざい籍せき中なのだが、能力の優ゆう秀しゆうさが認められ、現在、守ヶ丘育成校に教官見習いとして配はい属ぞくされている。

　歳の割に発育の良い体と、整っていながら愛あい嬌きようのある顔立ち。

　常に快活な笑え顔がおを浮かべ、人見知りしない少女であるが、十郎に対してだけは隔かく意いを見せる。かつて十郎のミスから危険な目に遭あわせてしまったことがあり、それ以来距きよ離りを置かれているようだった。

「ああ、すまねえな。こちらこそよろしく頼たのむ。──で、看病って、どうすればいいんだ？」

「あ、そ、そうですね。とりあえず、着き替がえとかご飯とか、必要かと思うんです。そろそろお店が開く時間ですし、私、買ってきます。先生はその間、月子ちゃんをお願いします」

「ああ」

　唯里に金とキー（無いと帰ってきたときにエントランスが通過できないからである）を渡わたし送り出す。

　そして十郎はベッドの傍に跪ひざまずいた。

　まだ意識は戻らない。呼吸が苦しそうだった。

（もう少し早く拾ってやれてたらな）

　悔かい恨こんがちくりと胸を刺さす。

　最初の着信に気付いた時点でかけ直していれば、ここまで具合を悪くすることはなかっただろう。少しばかり責任を感じる。

「……ん…………」

　月子が身じろぎする。布ふ団とんから小さな手がはみ出した。そっと戻してやろうとしたとき、おそらくは無意識にだろう、その指がぎゅっと十郎の手を掴つかんだ。

「……がんばれよ」

　十郎は布団の中でしばらく月子の手を握にぎりしめていた。

　

　──と、そのとき、ポケットの携帯が小さく振しん動どうした。
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　十郎のマンションから歩いて数分の場所に、大きなスーパーマーケットがある。

　唯里は買い物カゴを片手に、棚たなの商品を物色していた。

　必要なもの。まず、下着含ふくむ月子の着替え。これはさすがに十郎に任せるわけにはいかない。医薬品の類たぐいは一通り信乃から渡されているから多分大丈夫だろう。後は食料と食器。料理はレトルトや出来合いのものでもいいといえばいいのだが、せっかく立派なキッチンがあるのだ。活用したいところである。

「おいしいもの作ろうっと」

　まるで奥おくさんみたいだなあ、と一瞬鼻歌でも歌いたい気分になるが、すぐにため息へと変わる。どうせ十郎の前に出ると、夫婦ふうふ気取りどころか緊きん張ちようしてろくに話せもしないのだ。

　そもそも自分があの部屋に居るのは看病のためなのだし──他人の不幸に便乗しようというのは、あまり褒められた考えではないだろう。多分。

「月子ちゃんは当分病人食だよね。お粥かゆに果物に生しよう姜が湯……あ、先生の家、お鍋なべ置いてあったかなー」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら三〇分ほどで買い物を終え、マンションに戻る。

「た、ただいまー」

　言いながらドアを開ける。十郎の家だと思うと、声が少し上ずった。

　と、ちょうどその十郎が渋しぶい顔をしながら外出しようとしているところだった。

「悪い。ちょっと局に呼び出されたんで、行ってくる。雛咲を看ててやってくれ。帰りは遅おそくなるかもしれんから適当に飯食ってろ。なんかあったら携帯に連絡を」

「は、はい。お気を付けて」

　唯里は十郎を見送り、わずかに肩かたを落とした。

　気を取り直し、買ってきたものを整理。そして月子の様子を見に行く。熱は相変わらず高いが、心なしか少し呼吸が落ち着いたようにも見える。

　額の冷れい却きやくシートを貼はり替かえ、唯里はため息をついた。

「……私は月子ちゃんが羨うらやましいなー」

　彼女と十郎との間には、ある種の絆きずなが感じられる。距離を縮める手がかりすらつかめず、右往左往している自分とは大おお違ちがいだ。せめて会話くらい普ふ通つうにできるようになりたいのだけれど。

　特別対策局に入ることを、ずっと目標にしてきた。だから育成校に研修に行くことになったとき、同じ職場に局員でもある十郎が居たことは幸運だと思った。色々勉強させてもらうつもりだった。物もの怖おじしない自分の性格には自信があったし、事実、最初のうちは気軽に話しかけることができたのだ。

「それがなんでこうなっちゃうかなあ」

　ため息を一つ。

　彼かれの顔を見るたび、心臓が跳はね上あがって、自分が赤面するのがわかる。胸がいっぱいで何も言えなくなる。こんな経験は今までになかった。

　それでも、傍そばに居られないよりは、居られる方が幸せなのは確かなのだが。

　まあ、悩なやんでいても仕方が無い。元来あれこれ考えるより、体を動かす方が好きなのだ。唯里はひとまず懊おう悩のうを打ち切って立ち上がった。

「んー、とりあえず先生が居ない間に、月子ちゃんの着替えを済ませちゃうか。そして洗濯、ご飯の支し度たく、っと」
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　厳いかめしい祖父の顔。

　冷れい徹てつな父の顔。

　嫌けん悪おを隠かくせない母の顔。

　怯おびえと忌き避ひ感に彩いろどられた兄と姉の顔。

　──月子にとって雛咲の家のイメージというのは、彼らのそんな表情だ。

　本来、あの家に自分の居場所など無い。

　だから、置いていただけるだけで感謝しなければならなかった。

　望まれる役割を果たさなければならなかった。

　誰だれの邪魔になってもいけなかった。

　誰の気分を害してもいけなかった。

　そうすることによってのみ『雛咲』であることを許される──そう信じていたのだ。



　目を覚ますと、知らない天てん井じようが見えた。

（……ああ、今、冬休みだっけ。寮りようじゃないんだよね）

　ぼんやりと思う。

　しかし、この景色は実家のものとも違うようだ。いったいどこの──と考えかけて、そこでようやく昨日の記き憶おくがおぼろげに戻ってきた。

　父と喧けん嘩かし、家を飛び出し、雨に打たれ、十郎に拾われて、彼の家に連れてこられて、うとうとしてしまって……

　そして、どうしたのだろう？　

　窓から明るい光が差し込んできている。ちょうどお昼くらいだろうか。と、いうことは寝ね坊ぼうした？　妙に頭がぼーっとしていて、うまく思考がまとまらない。

　体を動かそうとして、月子は違い和わ感かんを覚える。

（……あれ？）

　着ている服が寝る前と違う。服が濡ぬれて、十郎の姉のを借してもらって──そのときは確かイエローのスウェットだった。今は薄うすいブルーのだ。寝ている間に十郎が着替えさせたのだろうか？　どうして──

　と、そこでふと思い立って服の中を覗いてみる。

　下着も替わっていた。

（え、ええええ……？）

　混乱する。

　着替えているということは一度全部脱ぬがされたと言うことで、全部脱がされたということは、つまり──

　見られた？

（ど、どうしよ、どうしよう、そんな、心の準備が──）

　と、そのとき、部屋の扉が開いた。

「あ、月子ちゃん、起きたんだー」

　聞き覚えのある声。エプロンを付けた唯里がぱたぱたとやってきて、月子の顔をのぞき込む。

「具合どう？　熱はまだ下がってないから、しばらく動かないほうがいいよー」

「…………」

「月子ちゃん？」

　月子は改めて状じよう況きようを整理しようと試みる。

　ここは十郎の家だ。それは間ま違ちがいない。

　自分が今寝ているのは、昨日通された一花の部屋だ。見覚えがある。

　……なら、なぜ唯里が居るのだろう？

「卯滝先生──？」

　どうして、ここに？　と言おうとして、声がひどくかすれていることに気付いた。

　唯里は慌あわてたように手を振ふった。

「あー、ダメダメ、無理して喋しやべっちゃ。落ち着いて落ち着いて」

　月子が諦あきらめて口を噤んだのを確認し、続ける。

「月子ちゃん、昨夜ゆうべ、熱出して倒たおれちゃったの。覚えてる？」

「…………」

　月子は少し考えてから肯うなずいた。記憶ははっきりしないが、状況的にそうであることは理解できる。

「椎葉先生ならさっき仕事に行ったよ。で、その間は私が看病。よく看ててやってくれって頼まれてるから、安心してねー」



    

  
    
      　十郎が唯里を家に上げ、留守を預け、自分の看護を任せた──？

　月子は愕がく然ぜんとした。何という、何という親密さだろう。もしかして、知らない間に先を行かれていた？

「……い、いつから」

「ん？」

「いつから、いえ、いつの間に……そ、そんな関係に？」
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　特別対策局のオフィス内。いつも通りの活気と喧けん噪そうに満ちている。

　局長の淵ふち上がみは電話をしたり書類を確認したりと、相変わらず忙いそがしそうに働いていた。

　そういえば、この男はいつ休んでいるのだろう。常に誰よりも早く出勤し、常に誰よりも遅く帰っている気がする。昼休みに休きゆう憩けいしているところも見たことがない。自分自身がワーカーホリックだから、他人をこき使っても罪悪感を覚えないのかもしれない。

「お、椎葉、来たか。悪いな、呼びつけて。──なんだ、機嫌悪そうだな。デートの邪魔でもしちまったか？」

「……用件は？」

「仕事。それ以外に無いだろう」

　淵上は楽しそうに笑う。

「とある代議士先生に脅きよう迫はく状じようが届いたんだ。『議員を辞職しろ。以降一いつ切さいの政治活動から手を引け。さもないと──』ってな。しばらく彼の護衛をやってもらいたい」

「護衛？」

　十郎は眉を寄せる。

　珍しいことである。対魔法士戦せん闘とうに特化している一方、純じゆん粋すいな魔法士としての能力の高くない十郎は、基本的に犯罪魔法士の逮たい捕ほ、拘こう束そくという案件を任されることが多い。いわば、ターゲットの限定された攻せめの駒こまなのである。護衛なら他に適任の特殊執行官が居るはずだ。

「どうも『大おお祓はらえ』の仕し業わざって可能性が高くてな。覚えてるか？　春のこと」

「もちろん」

　忘れるはずがない。『大祓』が育成校を占せん拠きよし、教官として赴任したばかりだった十郎も巻き込まれる羽目になった、あの事件だ。

「あのとき、奴やつらの中に魔法士が居ただろう？」

「……石いし暮ぐれですか？」

「身元不明の魔法士、だ。公的にはな」

　テロにはかつての特殊執行官、石いし暮ぐれ陸りく人とが加わっていた。五年前に行方ゆくえ不明になった魔法士たちの一人である。

　もっともその事実は一般には伏ふせられていた。魔法士たちの集団逃とう亡ぼうを公おおやけにするわけにはいかず、行方不明時に殉じゆん職しよくとして処理されているからだ。

「で、前例がある以上、『大祓』に魔法士が与くみしている可能性を無視するわけにはいかない。そこでお前をこの仕事に振り分わけることにした。基本的にはＳＰがガード、うちから出だす魔法士は、数人で交代しつつ二四時間常に誰かが対象の傍そばについているという形になる。これから第二会議室でミーティング、その後、すぐ任務だ」

「わかりました」

　そういうことならば仕方がない。

「資料はお前の携帯Ｐ情報Ｄ端末Ａに送っておいた。目を通しといてくれ」

　魔法士だけではなく、政治家が反魔法テロの標的にされるケースも少なくはない。政治的主張や立場によっては、『一いつ般ぱん人じんであるにも拘かかわらず魔法士の意見を代弁し、その便べん宜ぎをはかる者』とみなされることがあるからだ。

　十郎は歩きながら携帯Ｐ情報Ｄ端末Ａを起動、確認する。護衛対象の名前を目にし──そして、思わず眉をひそめた。

　そこには『衆議院議員・雛咲拓たく馬ま』という名前が記されていた。
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「あの……じゃあ、服は、卯滝先生ですか？」

「うん。病気のときは、こまめに着替えた方が良いからね。えっと……三八度ちょうど」

　唯里は体温計を確認する。

「大分下がったねー。よかった。インフルエンザの心配はなさそうだ」

「…………」

　月子は布団に潜もぐり込んだ。

　説明を受け、状況は大体把は握あくできた。

　つまり、十郎をはじめ大勢の人に迷めい惑わくをかけたうえ、つまらない勘かん違ちがいで独ひとり相撲ずもうを取り、恥はじをさらしたわけだ。消えてしまいたい。

「お水ここに置いておくから、適当に飲んでね。──さて、夕食はどうしようかな。月子ちゃん、お腹なかの調子は？」

「……食欲は、あんまり」

「といっても、体力付けないと治るものも治らないしねー。お粥くらいだったらどう？」

「……それなら、多分、何とか」

「おっけー。じゃあ、月子ちゃんはお粥ね。出来たらここまで持ってきたげるから。さて、私と先生は何にしようかなー」

　その『私と先生』という言葉に、月子の深く落ち込んでいた意識が反応した。

「あ、あの、ちょっと待って下さい」

　慌てて声を上げ、キッチンに向かい掛けた唯里を呼び止める。

「どしたの？」

「わ、私も、お腹減ってて、普通のご飯食べられそうな気分になってきたんですけど」

　自分だけが仲間外れで、十郎と彼女は一つの卓たくで同じものを食べるのだということに、今さらながら気が付いたのだ。

「ダメだよ。自覚無くても胃腸弱ってるから」

　が、あっさりそう言われ、月子はうなだれた。

「ご飯と味み噌そ汁しるは確定。あとは煮に物もの、焼物──。先生どんなのが好きかなー。何でもおいしく作っちゃうよ～♪」

　唯里の独り言、というか調子外れの歌声が開いたドアから聞こえてくる。

　何となく面おも白しろくないような、むっとするような、妙な対たい抗こう意識に駆かられた。料理こそできないが、自分の方が十郎と一いつ緒しよに過ごした時間が長い。唯里よりずっと色々なことを知っているのだ。

「先生は、野菜が嫌きらいなんですよ」

　大きな声で言った。と同時に、げほげほと咳せきが出た。

「そうなんだ、ありがとねー。でも、そんな大声で喋ったら駄だ目めだよー。喉のど、腫はれてるんだから」

　部屋の入口から顔を覗のぞかせ屈くつ託たく無く言う唯里。優ゆう越えつ感かんは音を立てて萎しぼみ、代わりに自己嫌悪が湧わき上がる。これでは敵に塩を送ったうえ、自分で自分を惨みじめな気分にしているだけだ。ため息。

　気を紛まぎらせるために、月子は部屋の中を見回してみた。

　ベッドの他には衣装箪だん笥す、小物が飾かざられている木製のラック、小説と聖書が入れられた小さな本ほん棚だな。

　いずれもきれいに掃そう除じされている。一花が居なくなったのは五、六年前と聞いているから、その間十郎が手入れをしていたということだ。おそらく、失しつ踪そう当時の状態のままに保たれているのだろう。

（お姉さんのこと、すごく大事だったんだなあ……）

　感かん慨がいと同時に微かすかな嫉しつ妬とを覚える。

　自分は──どうなのだろう。あの人の心の中のどのくらいを占しめる存在なのだろう。

　何となくもやもやとした気分になって視線を落とすと、ベッドの脇わきの携帯電話が目に入った。

　開くと、菜な々な香かと紗さ弓ゆみからメールが届いていた。そういえば、昨日の菜々香のメールに返事を出していなかったな、と思いつつ、月子は風か邪ぜで寝ね込こんでいることを書いて二人に送信した。

　すぐに返信が届く。お見み舞まい行こうか？　と二通。

　月子は思案した。

（気持ちは嬉うれしいけど……どうなのかなあ）

　ここへ呼ぶのはさすがに十郎の迷惑になる気もする。家主の意向を聞いておくべきだろう。

　と、そのとき、玄げん関かんのドアが開く音がした。

「あ、お、おかえりなさーい」

　エプロン姿の唯里がぱたぱたと出で迎むかえに行く。まるで新しん婚こんさんのようだ、と思い、そしてなんだか負けたような気になって少し落ち込んだ。どうも今日は沈しずんでばかりだ。

「……よお、起きたか」

　十郎が部屋を覗き込んだ。

「あ、はい」

　いつも通りの無ぶ愛あい想そな表情の中に、安堵の色があった。月子は嬉しさと申し訳なさを感じつつ、体を起こす。

「すみません。ご迷惑をお掛かけしました」

　甘あまえたくなる衝しよう動どうをこらえて、静かに頭を下げた。傍に第三者が居るときは、どうしても敬語に戻もどってしまう。

「気にすんな。寝とけ」

「はいはい、じゃ、先生は着替えてきて下さい。ご飯にしましょー」

　唯里が明るく言った。

　ベッドまで持って行くと言われたが、月子は食しよく卓たくで食べると言い張った。疎そ外がい感かんを味わうのが嫌いやだったし、何より十郎の傍にいたかったのだ。

　少しふらつきながらも、なんとかダイニングに辿たどり着つく。

　月子の食事は薄い粥。食欲はなかったが、これなら何とか口に入れられそうだった。

　食卓にはご飯に味噌汁、鶏とり肉にくのソテー、フルーツサラダ、その他ほか小こ鉢ばちが幾いくつか並んでいた。月子に料理の心得はないが、いずれもきれいに盛りつけられ良い香かおりを放っており、素人しろうとのお遊び程度の腕で作られたものでないことはわかる。

「大したもんだな」

　十郎が感かん嘆たんの表情で言った。

「特別育成校では飯の作り方も習うのか？」

「い、いえ」

　話掛けられ、唯里の声が裏返る。

「こ、これは、単に私の趣しゆ味みです、はい」

「炊すい飯はん器き、壊こわれてたはずだが、飯はどうやったんだ？」

「あ、その、ご飯は普通にお鍋で炊たけるものなんです。火加減に注意しないといけないですけど……おかわりもたくさんありますからどうぞ」

　会話を聞いていると、微び妙みように面白くない気分になる。月子は口を挟はさんだ。

「あの、菜々香さんと紗弓さんがお見舞いに行ってもいいかと仰おつしやってるのですけど、来てもらってかまいませんか？」

「別に構わねえよ。──ああ、ついでに言っとく。明日からなんだが、一つ護衛任務が入ったんで、日中は家を空けることになる。交こう替たい制だから、夜には帰ってくるがな。雛咲も卯滝も、この部屋は自由に使ってくれていい」

　そして十郎は一いつ瞬しゆん何か迷うような表情を見せたあと、再び口を開いた。

「あと、雛咲、もし熱が下がって動けるようになっても、勝手に実家には近付くな」

「え？」

「お前の親父おやじに脅迫状が届いている。しばらくは危険だ」
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　湾わん岸がん倉庫の一角。数人の人ひと影かげが輪になっている。

「……結構。間違いなく揃そろっている」

　カゲモリはそう言った。

　あちこちから資金援えん助じよを取り付け組織を育ててきた実績を誇ほこる、『大祓』実質上のトップを務める人物である。めったに表に出てくることはなく、マキヤも面識はあるものの、その素す性じようやそもそもカゲモリというのが本名なのかどうかすら知らない。

「では、これにてお取引は無事完かん了りようということで」

　人ひと垣がきの中心にいた、若い女が言った。

　積まれたコンテナの中身は高性能の銃じゆう器き類。それを密輸してきたのが、目の前のＰＭ社の社員、アデル・クァンである。きわめて有利な条件での大口の取引がＰＭ社から持ちかけられ、『大祓』はそれに飛びついたのだった。

「しかし、ずいぶんと安く売ってもらったな。構わないのかね？」

「もともと他の方に売るつもりだったのですが、取引が潰つぶれて品が宙に浮ういてしまいまして。引き取っていただけるだけでこちらとしては大助かりですわ」

　愛想良くアデルは応じる。少女のような幼い顔には、悪意の欠片かけらもなさそうな笑えみが浮かんでいる。

　嫌な感じだな、とマキヤは思った。商人の笑顔ほど信ずるに値あたいしないものはない。

「わが社の商品がお役に立てることを願っております。それでは」

　和なごやかな挨あい拶さつを残しアデルが引ひき揚あげると、荷の移動が開始された。

　これからこの銃じゆう器きはトラックで幾つかある拠きよ点てんに運うん搬ぱんされ、実働部隊のメンバーに支給される。

　そして──かつてない規模の作戦行動が開始されることになる。

「さて、同志諸君」

　カゲモリはマキヤたちを見回して言った。

「今回、望外の幸運に恵めぐまれたことにより、この作戦の時期を早めることが可能となった。おそらくわれわれの活動としては過去最大の、成功すればおそらく革命とも呼べるレベルのものになるはずだ。我々の主張、及およびその正当性を世に知らしめる最高の機会と言えるだろう」

　声に力がこもる。

「そう、我々『大祓』は力と恐怖きようふを以もつて、この国を変える。魔ま法ほうなどという力に信を置く者、そして魔法士どもを排はい除じよし、この歪ゆがんだ現在を正しき姿へと立ち返らせる！　もちろん物事に絶対は無い。万ばん全ぜんの準備を整えて事に臨のぞむつもりではあるが、それでも力及ばず敗北するかもしれない。だが──」

　強調するように間を置く。そして、さらに力強い口調。

「我々の理念は、魂たましいは、世に示すことができる。必ずや歴史に刻まれ、後世の同志へのしるべとなることだろう」

　カゲモリの周囲には十人弱の人間が立っている。顔を紅潮させて肯く者、目を潤うるませて感じ入る者──いずれも『大祓』の中で指導的立場にある者たちだ。

　その中で一人、マキヤは醒さめた思いで演説を聴きいていた。

　魔法という特とく殊しゆかつ強力な力に対する反発は世界に遍あまねく存在する。

　使用に制限をという程度のものから例外無く排除すべしという強きよう硬こうなものまで、その主張は様々だ。『大祓』は主張、活動の両面で、最も過激な部類に属している。魔法士という存在の完全排はい斥せきを掲かかげており、そのためには無差別テロをも厭いとわない。

　マキヤは実戦部隊のリーダー格であり、戦闘能力、指揮能力に一目置かれる存在だった。しかし、この春に行われた魔法士育成校の占拠計画に失敗して以降、発言力が低下している。最前線での指揮を任されることは無くなり、代わりに雑用が増えた。

　一歩離はなれて見るようになると、組織の危あやうさが目に付くようになった。

　マキヤの見るところ、このところの『大祓』は徐じよ々じよにコントロールを失い、暴走しかけているように感じられる。社会を変えることではなく、力を誇こ示じすることそのものが目的化しているように思われてならなかった。

　組織に飛び込んで以来、そのような不安を感じたことはなかった。戦い、破は壊かいし、打だ倒とうすることで、何かを証明できると信じ、ただ走り続けていたのだ。

　ものの見方が変化したのは、やはりあの事件──敵として、そして味方として魔法士と直接的に関かかわった、あの学校占拠からだろうか。

「成功の見込みというのは、どの程度ですかね？」

　マキヤは意見を述べてみた。

「正直、現場の人間としては危うさを感じているのですが」

　盛り上がりに水を差された面々は不ふ機き嫌げんな顔になる。

「慎しん重ちようだな、お前は。いや、臆おく病びようというのか。だから失敗するのではないか？」

　一人が皮肉を込めて言った。同調するように肯く者、数人。

「失敗を恐おそれていては何を成すこともできないよ、マキヤ君」

　カゲモリは諭すように口を開いた。

「私は失敗に終わっても歴史には残ると言ったはずだ。行動することそのものに意味がある」

「…………」

「それに、今回、君は前線の人数に入っていないのだよ。『現場の人間』とやらの立場で心配してくれるには及ばない」

　幾いく人にんかの失しつ笑しようが聞こえた。

「後方で連れん絡らく、調整役だけをこなしてくれればいい。さしあたっては荷物運びをしっかりやってもらうことと、あと九く曜よう先生のご機き嫌げんを損そこねないようにな」

　感情を消し、わかりました、と短くマキヤは答えた。

　結局、自分が何を言っても無む駄だなのだろう。『大祓』はもう止まらない。

　しかし──なら、自分がここにいる意味はあるのだろうか。



    

  
    
      三章　　背中までの距離





「……こんなとこで育ったのか、あいつ」

　十じゆう郎ろうは庭から雛ひな咲さき家の豪ごう邸ていを見上げ、教え子の顔を思おもい浮かべた。

　歴史と格式を感じさせる門もん扉ぴ。威い風ふう堂どう々どうとした日本家屋。剪せん定ていに庭師の一小隊が必要になりそうな庭園。

　そしてとにかく広い。敷しき地ち内ないにサッカーコートが何面取れるだろうか。

　雛咲拓たく馬まの護衛に当たるのは警視庁から派は遣けんされたＳＰ、そして特別対策局から選せん抜ばつされた数名の特殊執行官である。警護の中ちゆう核かくを担になうのはＳＰであり、十郎たちは遊ゆう撃げきとして交こう替たいで常時一人が雛咲の傍そばに付くという形を取る。

　特別対策局チームはひとまず全員で雛咲への面通しを済ませた後、十郎が夕方まで警護を担当することになった。

（にしても……）

　十郎は雛咲拓馬の冷徹な顔を思い出す。

　家族や使用人はホテルへと避ひ難なんさせたものの、彼自身と秘書を務める長男とは移動を拒きよ否ひし、今まで通りの生活をすることを宣言したのだった。

「脅きよう迫はくによって何かを成なし遂とげうる、とテロリストが錯さつ覚かくするようなことがあってはならない。よって私は何も変えるつもりはない。テロリストが動きやすくなるというのであれば、それは君たちにとって好機だと考えてもらいたい。無法者を捕ほ縛ばくできる可能性が大きくなるということだからな」

　雛咲は顔の筋一つ動かさず言った。つまり、自分を囮おとりにして構わない、ということである。はたして豪ごう胆たんと言うべきか、無む謀ぼうと言うべきか。

「ああ、椎しい葉ばさん、こちらでしたか」

　穏おだやかな声が聞こえた。振り向むくと人の良さそうな中年男が笑っていた。

　ＳＰ側の責任者にして唯ゆい一いつの魔法士だ。名前は確か──

「尾お木ぎさん、だっけか？」

「はい、よろしく。──見回りですか？」

「ただの散歩だよ」

　今のところ、特に危険な気配はない。周囲はのどかな住宅街である。

「必要な場合は、ちゃんと働くつもりだ。あんたらはあんたらの仕事に集中しててくれればいい」

「ああ、いえ、別に咎とがめようというつもりではないんですけどね」

　十郎の肩で戯たわむれている二匹ひきのハムスターに視線を送り、尾木は曖あい昧まいな微び笑しようを浮かべる。

「今──少しお時間、いいですか？」

「あん？」

　その瞬しゆん間かん──マナが動いた。

　一いち刹せつ那なで魔法回路が構築される。

「──っ！」

　だが十郎は《魔ま弾だん》が起動される前に壊呪デイスペル。

　砕くだけ散ちる魔法回路には目もくれず、踏ふみ込んでナイフを抜ぬき放つ。

「いや、待った待った！　私の負けです！」

　その瞬間、あっさりと尾木は言った。後ろに下がりながら大きく両手を振る。

「……なんの真ま似ねだよ」

「すみません、テストと言いますか……あ、いや失礼なのは重々承知なんですが」

　彼は申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「そちらさんの資料を拝見したとき、椎葉さんだけ素質判定Ｄランクだったんですね。ですから、実力的にどうなのかな、と思いまして。私、一応責任者ですし、確かく認にんしておきたいなと。これなら安心です、うん」

「…………」

　いや、本当に失礼しました、と尾木は頭を下げた。

　魔法回路の構築速度を見るにおそらくＢランク、十郎のナイフに反応してのけたことを考えれば、体術の方も相当なものだろう。負けは認めたものの、実力の十分の一も出してはいまい。

　今の勝負に注目してたのだろう、ＳＰたち幾人かの視線を感じる。

　ほぼ全員が魔法士であり、そしてどんな事件にでも介かい入にゆう可能な権力を持っているため、特別対策局員は他ほかの部署から良い印象を持たれていない。加えて十郎の協調性のなさは折り紙つきだ。

（だから、こうしてリーダー自らが認めてみせる必要があるってわけか）

　育成校の教官を務め、自身も集団に目を配る立場であるがゆえに、そのことが理解できる。

　十郎は舌打ちしたくなった。

　教官になる前だったならこんなことには気付きもしなかったのだろうが……気が付けば付いたで、苛いら立だたしさを覚える話である。自分の至らなさ、足りない部分を自覚せざるをえないからだ。尾木がチームをまとめることに関して優ゆう秀しゆうな指揮官であることは、間違いないのだろうが。

「雛咲先生ですが、今日は夜まで打ち合わせや会議がびっしり入っています。そろそろ出掛けられるようですよ」

「わかった」

　尾木に並んで歩く。

　十郎は少し迷ってから口を開いた。

「あんた……前にも雛咲代議士の警護に付いたことがあるのか？」

「ええ、あの人、ちょくちょく脅迫状送られたりしてますから。それがどうかしましたか？」

「どんな人間なんだ？」

「どんな？」

　不意の問いに目を瞬まばたかせながらも、尾木は答えた。

「どんな、どんな……うーん、そうですね。徹てつ底ていして公平な人、かな」

「公平？」

「あの人のお子さんの一人が魔法士なのは、ご存じですか？」

「ああ」

　十郎は肯く。もちろんよく知っている。

「それでいて魔法関連の法案、政策の整備の担当として認められてるんですよねえ。どこからも私利私欲を指し摘てきし、非難する声が出てこない。これはかなりすごいことなんじゃないかと思うんです」

　年下の十郎にも丁てい寧ねいな物もの腰ごしを崩くずさず、尾木は続ける。

「多分、自分に厳しく、理想が高いんだと思います。だから道を過あやまたず、少々のことでは揺ゆるがない。対立する議員さんなんかには、煙けむたがられてるようですけどね」

　理想、と、十郎は口の中で呟つぶやく。

　話を聞く限り、確かに立派な人物と評価されてはいるのだろう。

　だが十郎は雛咲から感情の動き、あるいは人間味というものをまったく感じ取ることができなかった。

　徹底して公平、揺るがない──だがそれは、他人の弱さに対して無む頓とん着ちやくであることを意味しないだろうか。だから、その理想とやらを月つき子こに押おし付つけ、負担を強しいることとなったのではないだろうか。無論、断言できるほどの根こん拠きよがあるわけでもないが。

（もう少し観察したいところだな）

　十郎はそんなことを考えた。
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　車を降りると、暖かな午後の日差しが体を包つつみ込んだ。ここ二日ほどは穏やかな日和ひよりが続いている。

　特別対策局の駐ちゆう車しや場じように車はほとんど駐とまっていない。局員のほとんどは出で払はらっているらしい。

　能の勢せも暴力団組事務所への手入れという退たい屈くつな仕事を終えて戻ってきたところである。

　揉もめ事ごとの起こりそうな現場に出向き、捜そう査さ員いんたちを護衛するというのも特別対策局員の任務の一つである。とはいえ、魔法士が一人いるというだけで相手の抵てい抗こうの意志が挫くじかれてしまうことも多く、大たい抵ていの場合は単なる立ち会いだけで終わってしまうのだが。

　今回も多数例に漏もれず、能勢は無む為いな時間を過ごしたという徒労感、そして幾いく許ばくかの欲求不満を覚えていた。

（……こんなことなら、十郎さんに譲ゆずって貰もらえばよかったですね）

　数日前の雨の日、十郎と組んで魔法士を捕とらえたのが最後の荒あら事ごとの記き憶おくだ。ささやかとはいえ、力を振るう機会を逃のがすべきではなかったかもしれない。

　あれ以降は、高速道路で事故を起こしたトラックの片付けだの、待機当番だの、通とおり魔ま傷害事件を受けての警ら（犯人が自首したため、あっさり収束した）だの、どうでも良い仕事ばかりだった。

　多様な現場を任されるのは、局でも有数の魔法行使能力と対応力の高さを買われてのことだろう。が、自分好みの扱あつかいとは言い難がたい。

　もっと存分に、力を振るいたい。

（なかなかそうもいかないことは、わかっているのですけどね）

　ため息をついて歩き出し──能勢はすぐに足を止めた。

「や。お久しぶり、というべきかな。能勢君」

　目の前に男が立っていた。わざとらしい笑みに、大げさな身み振ぶり。

　見覚えがある。数ヶ月前にわずかながら手を合わせた相手──ＰＭ社の氷ひ見み谷や晃こう。

「今日は君に話があってやって来た。早さつ速そくだが、君は望むままの金、あるいは地位を手に入れたくはないか？」

「…………」

「我々にはそれを与あたえる用意がある。ＰＭ社に来れば──」

　尊大な様子で口を開きかけた氷見谷だったが、その瞬間、表情を凍こおらせて飛びすさる。



    

  
    
      　能勢の《大おお顎あぎと》が、彼かれの足元のアスファルトを大きく抉えぐっていた。

「わざわざ会いに来ていただいて、ありがとうございます。どんなご用件ですか、とは敢えて訊ききません。会いに来ていただいただけで、私の視界に入り、殺せる範はん囲いに現れてくれただけで、十分です。まったく、十分すぎる」

「お、おい、待て、今日は殺し合いに来たわけじゃない」

「それが何か？」

　満面の笑みで言う能勢に、氷見谷は言葉を失う。

「あなたの都合などどうでもいい。頑がん張ばって抵抗してください。先日、グレン・キングストンを殺害したあなたは、僕ぼくが全力で殺すに値あたいする不ふ審しん人物だ」

　同時に《魔ま弾だん》。

「普ふ通つうはまず逮捕だろうが！」

　氷見谷は舌打ちしながら《霜そう刃じん》で刀を生み出し切きり払はらう。

　能勢はさらに踏み込み、そして──

「──っ！」

　衝しよう撃げきに思わず息を詰つめた。

　気配も感じさせず現れた若い女が、能勢に蹴けりを叩たたき込んだのである。

（いつの間に……？）

　とっさに腹部を護まもったが、打だ撃げきを受けた腕うでがしびれている。

「……まあ、二対一でも一向に構いませんが。続けましょうか」

「残念ながら、こちらはそういうわけにはいかないのです。少しお話を聞いていただけませんか？──まずは、謝罪を。パートナーが失礼な上に交こう渉しよう下手で大変ご迷惑をお掛けしました、能勢和かず希き様」

「おい、アデル──」

　氷見谷の抗こう議ぎを無視し、アデルと呼ばれた少女は一礼する。

　殺気はないが、怯おびえている様子もない。つまりは、腕に自信があるということだ。

「私たちが本日伺うかがったのは、あなたを我わが社しやにお招きするためだったのですが──どうやら日を改めた方が良さそうですわね」

　敵意のなさを示すように両手を上げ、彼かの女じよは数歩下がった。

　特別対策局オフィスが近い。これ以上やり合えば、人が来るだろう。かといって、このままあっさり逃にがすのも業ごう腹はらだ。

　心ゆくまで戦闘を楽しめないのは残念だが──一気に潰すか。

　だが、距きよ離りを詰めようとした能勢の機先を制するように、アデルが口を開いた。

「ああ、そうそう、引き上げる前に、一つだけお伝えすることをお許し下さい」

　ゆっくりと、こちらの意識に浸しん透とうさせるように。

「私たちは、あなたの渇かわきを癒いやす術すべを持っています」

「…………」

　動きを止める。その言葉は、確かに能勢を呪じゆ縛ばくした。

　アデルはあどけない笑みを浮かべた。

「よろしければ、そのことを記憶に留め置き下さいませ。──それでは、失礼いたします」
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　冬の柔やわらかい陽光が窓から差し込んでくる、穏やかな昼下がり。

　昼食を食べ終え熱を計っていると、菜な々な香かと紗さ弓ゆみが見舞いに訪おとずれた。

「や、具合どう──って案外元気そうじゃん」

　ベッドに半身を起こしていた月子を見、菜々香が言った。

「ありがとうございます」

　月子は笑みを返す。

　紗弓が体温計を覗き込んだ。数字は三七度四分。

「……でもまだちょっと熱があるんだねえ。大だい丈じよ夫うぶ？」

「大丈夫ですよ、このくらい。昨日や一昨日に比べたら、大分楽になりました」

「初日は三九度超こえてたから、かなり良くなったんだよ。──あ、私、お茶入れてくるねー。おみやげ持ってきてもらったし」

「おみやげ？」

「はい、プリン」

　菜々香は有名洋よう菓が子し店の紙箱を掲げて見せた。

「病気と闘たたかう月子に差し入れね」

「わ、ありがとうございます」

　笑みがこぼれる。食欲も少しずつ回復してきている月子にとって、これは嬉しいプレゼントだった。

「ところで、『差し入れ』って、色気のある言葉だよねえ。そう思わない？」

　唯ゆい里りがお茶を入れるためキッチンに立つと、紗弓が少し声をひそめてそう言った。

「え？　どこがですか？」

「だってサしたりイれたり──」

「それ以上言ったらあんたプリン無し」

　紗弓は黙だまった。

　月子はきょとんと目を瞬かせる。

「あの、今のはどういう意味ですか……？」

「わからないままの月子で居て。ていうか、汚お染せんされてしまった自分が嫌だ……」

　菜々香は深々とため息をついた。

「汚染だなんてひどいなあ。色々教えてあげただけなのに」

「教えたって、何をですか？」

「んー……」

　紗弓は少し考え、可愛かわいらしく小首を傾かしげながら答えた。

「人体の仕組みとか人体の神秘、かな？」

「はあ」

　なぜそれで菜々香が嘆なげくのだろうか。

「楽しくて勉強になる本があるんだよ。あ、今度月ちゃんにも読ませてあげようか」

「月子に妙みようなこと吹ふき込むんじゃないあとあたしの純心を返せバカ。──それはそうと、どう？　病人生活は」

「あ、はい。多少退屈ですけど、ゆっくり休んでますよ。早く治さないといけませんしね。椎葉先生のご厚こう意いにいつまでも甘えるわけにもいきませんし」

「居い心地ごこち悪くない？　椎葉先生のお世話になるのって」

「ど、どうしてですか？」

「なんか、あんた、あの人と話してるとき、妙に緊きん張ちようしたり、変にテンションが上下して不安定になってたりするからさ。苦手なのかな、と思ってたんだけど。違ちがうの？」

「そ、そんなことは、ないですけど……」

「ゆいちゃんもそんな感じだねえ。なんか、椎葉先生と居ると落ち着きがなくなるみたい。月ちゃんといっしょ」

　月子は思わず紗弓の顔を見直した。いつもと変わりないおっとりとした微笑の中に、どこか面おも白しろがっているような色のある気がする。

「あ、少しほつれてるねえ、髪かみの毛け」

　紗弓は、ベッドに近付いて月子の髪を触さわった。

「せっかくきれいな髪質なのにもったいないなあ。シャンプーは無理でも、櫛くしでとかすくらいはした方がいいよお。──可愛く見せたいならね」

　月子は赤面した。そういえば、熱を出して倒たおれている間、シャワーも浴びていない。不潔──だろうか。着き替がえさせてもらったし、冬だからそれほど汗あせもかいていないと思うけれど。

「可愛く見せるって……ずっと病気で寝込んでるでしょ？　誰だれに見せるの？」

　菜々香が不思議そうに尋たずねた。



　プリンは美味だった。とろけるような舌した触ざわり、深い甘みが血液の循じゆん環かんにのって全身の隅すみ々ずみまで染しみ渡わたるようだ。そういえば、ここ数食は果物とお粥かゆしか口にしていなかったことを思い出す。

「美お味いしかったです。ありがとうございます」

「美味しいと感じられるようになったら、快復は近いね。うん」

　唯里が肯うなずいた。

「でも確かに美味しかった。私からもありがとー、菜々香ちゃん」

「どういたしまして。って言ってもお母さんのお金なんだけど」

「あ、じゃあお母様にもありがとうってお伝えしといてねー。……んー、節制しなきゃいけないのに、思わず全部食べてしまった。お菓か子しの誘ゆう惑わくって、逆らいがたいなあ」

　自分の体に視線を送る唯里。

　あなたの意志の問題ではないのか、と月子は思った。お菓子の誘惑などと言っているが、昨日の夕食時も十郎があきれるほどの量を胃い袋ぶくろに収めていたはずだ。

「ゆいちゃん、ダイエット中？」

「ん。ちょっとぷにぷに感が気になってきたから、なんとかしたいなー、ってねー」

「……贅ぜい沢たくです」

　月子はぼそりと呟いた。冬着の上からでもメリハリの利きいた凹おう凸とつがはっきりとわかるプロポーションを持ちながら、何を言うのか、この人は。いらないなら分けて欲ほしいくらいである。

　ちなみに発育の良さで言えば、唯里は別格として、紗弓が平均やや上、菜々香がほぼ平均、月子が平均遙はるか下というところである。月子と唯里の間には三歳さいの年の差があるが、三年後の自分がああなれるとは思えない。こういうのは最初から運命付けられているのだ。不公平だ。

　いや──それとも、唯里くらい食べれば、自分もあの域に近付くことができるのだろうか？　少なくとも今より貧相になるのは、絶対避さけたいわけだし……

「そういや、月子はちょっとやつれたかな？　ダイエット成功だよね」

　菜々香は悪気のない口調で言った。

「……まともに食べてませんでしたから」

　早く良くなりたい、と月子は心から思った。



　　　　　＊　＊　＊



　一年のうちでもっとも昼の時間が短い時節である。日にち没ぼつは早い。

　十郎が自宅に帰った午後六時には、既すでに日は暮れ周囲は闇やみに包まれていた。

（ん……卯う滝たきは出掛けてるのか？）

　玄げん関かんの鍵かぎが閉まっていた。解かい錠じようして中に入る。

　音を立てないように、姉の寝しん室しつ──月子の居る部屋を覗のぞく。少女は目を閉じ、規則正しい寝ね息いきを立てていた。

「そういえば見み舞まいが来るとか言ってたっけな」

　ベッド脇わきの小さなテーブルに、トレイと四人分のティーカップが置かれている。

　確か以前に一いち花かが気に入って買ってきたものだ。姉がここで暮らしていたころは、ほとんど彼女一人にしか使われることはなかったのだが。

　食しよく卓たくには夕食の用意が整っていた。ご飯と味み噌そ汁しるがあれば、すぐにでも食べ始められる状態である。

　なら、唯里はすぐに戻ってくるだろう。

　自室に戻り、服を着替える。

　手を洗おうと洗面所に向かい、ドアを開けた。

　裸ら体たいがあった。

「…………」

「…………え？」

　唯里はちょうど下着を脱ぬぎ終えたポーズで、止まっていた。

　このマンションは、洗面所が浴室と隣りん接せつしており脱だつ衣い所を兼かねた造りとなっている。状じよう況きようを見るに、彼女はシャワーを浴びようとしていたところだったのだろう。

　視線が絡からみ合あったまま、お互たがい硬こう直ちよくする。

　何か言わなければ、と十郎は思った。

「……風ふ呂ろ、湯を張ってもかまわねえぞ。シャワーは寒いだろう」

　冬は冷える。我ながら冷静な分ぶん析せきだ。

「…………」

「ん、何だ？」

「…………ば」

　唯里の顔が真っ赤になる。

　あ、まずい。他人事のように考える。

「ばかあぁぁ──────！　出てけえぇ──────！」
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（あああああああああああああああああ……）

　唯里は熱いシャワーに打たれながら、がっくりとうなだれていた。

　見られた。

　はっきりと。

　脇わき腹ばらとか下腹とか太ふと腿ももとかお尻しりとか、最近気になっている部分も全すべて。

　どうせなら、もう少し体たい脂し肪ぼう的な意味でコンディションの良いときに見てもらいたかったのに──いや、問題はそんなことではなく。

　嫌いやな感じ。違い和わ感かん。もどかしさ。イライラ。

　──どう表現すればいいのかわからないが、十郎と接しているときの自分には、ずっとずれのようなものを感じていた。本当はこんなはずじゃないのに、という。

　秋の事件以降だ。

　──あのときに唯里は恐怖を知った。

　殺すこと。殺されること。失敗すること。期待を裏切ること。嫌きらわれること──様々なことに対する恐怖の存在を。

　唯里にとって、それまでは世界は単純だった。思ったことがあれば口に出だせばいい。やりたいことがあればやればいい。力が足りなければ努力すればいい。

　だが、自分を縛しばる鎖くさりの存在を意識してから、全てが変わってしまった。

　行動してもしうまく行かなかったら？　望む結果が得られなかったら？

　それが怖こわいなら、何もしなければいい。結果は出ない。当然失敗することもない。そういう思考法が心に芽生え、根を下ろしてしまったのだ。

（──ああ、そうか）

　唯里は理解する。

　自分はそんな人間ではなかった。

　自分の思い描えがく自分になれなくなっていた。それがずれの正体だ。

「あー、だから、ちょっと気持ちよかったのかなあ……さっき怒ど鳴なっちゃったとき」

　呟いたとき、くちゅんっ、とくしゃみが出た。

　考えてみれば、裸はだかであれこれ思い悩なやむこともない気がする。とりあえず、体拭ふいてご飯にしよう。
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「……先生ぇ？　帰ってたの？」

　半分寝ねぼけた声で、月子は言った。

「さっき、おっきな声が聞こえたような気がしたけど……」

「何もない。何でもない」

　早口で言うと、十郎はベッドの傍そばに膝ひざをついた。

「──具合はどうだ？」

「あ、うん。大丈夫。熱も下がってきてる。昼間、菜々香さんと紗弓さんがお見舞いに来てくれたよ。ちょっと元気出た」

　月子は少し体を起こして笑った。確かに顔色は悪くない。表情にも少し力が戻ってきたように思う。

「明日には起きるよ。お姉さんのベッド、ずっと占せん領りようするのも悪いし」

「あー、気にすんな。困ってる奴やつが居れば、寝ね床どこどころか自分の家さえ明あけ渡しかねない奴だったからな、あいつは」

「優やさしい人だったんだね」

「優しいっつーか他人に異様に甘あまいんだな、あれは」

　自分に向けられる優しさを鬱うつ陶とうしく感じたこともあったが……思い出になってしまった今は、ただもの寂さびしい感傷が残るだけだ。

　しばらく沈ちん黙もくが場を支配する。

　やがて思い切ったように月子が口を開いた。

「あ、あの──」

「何もなかった。少なくとも今日のところはな」

　十郎は彼女の期待する答えを返した。もちろん、雛咲拓馬の護衛の話である。

　月子は小さく息を吐はいた。安あん堵どを覚え、同時に複雑な心情を何とか自分の中で整理しようとしているように見えた。

「有名人にとっちゃ、脅きよう迫はく文ぶんの類たぐいは日常的茶さ飯はん事じだ。そして、実行にまで移されるのはその中のごく一部でしかない。大げさに考える必要もねえよ」

「お父様とは、お話ししたの？」

「一言二言、挨拶だけな。お前の話題は出ていない」

「そう……。あの……先生は、お父様のこと、どんな人だと思った？」

「頑がん固こそうだな。理想が高い人間なんじゃないかって、他の奴が言ってたが」

「……うん」

　月子は少し沈しずんだ表情になる。

「そう、だね。理想をしっかり持ってて、他の人から頼たよりにされてて、立派な人。私なんかより、ずっと──」

　十郎は最後まで言わせず、手のひらで月子の頭を軽くはたいた。ぺちんと音がした。

「あう……せ、先生？」

「だからといって」

　ベッドに腰こしかけ、月子の顔を見下ろす。

「親父おやじさんの方が正しいとか思わねえよ。相手のことなんかどうでもいいだろ。自分に貫つらぬきたい考えがあるなら、ふらふら揺らいでんじゃねえ。俺おれはお前の味方なんだからな」

「味方……」

「親父さんは護り通すさ。一区切り付いたら、ちゃんと正面から喧けん嘩かしてこい」
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（味方……か）

　月子はその言葉を反はん芻すうする。

　嬉うれしかった。そう言われただけで色々な不安が消えて、心が強くなったような気がした。

　ふと気付くと十郎の背中がすぐ近くにあった。簡単に手が届く距離に。

　今なら──ぎゅっと抱だきしめることができるだろうか。

「あ、あの、そういえば、卯滝先生は？」

「……風ふ呂ろ場ばから音がしてた。シャワーだろ」

「そ、そう」

　チャンスだ。

　月子は布ふ団とんから手を出し、勇気を振ふり絞しぼってゆっくりと伸のばしていく。もう少しで指が触ふれる、というとき──その動きが停止した。

（シャワー……）

「？　何固まってんだ？　お前」

　中ちゆ途うと半はん端ぱな格好で静止している月子に気付き、十郎は怪け訝げんな顔をする。

「……あの、先生、ちょっと離れて、くれない、かな」

「あん？」

　立ち上がって一歩二歩と距離を取る。

「どうかしたのか？」

「い、いえ、その……」

　月子は思い出していた。自分が数日の間、風呂に入っていないという事実を。

　自分ではよくわからない。あるいは気にするほどのことではないのかもしれない。だが、もし抱きついたとたん、十郎に体たい臭しゆうを指摘されるような事態が起これば──即そく座ざに世をはかなんで空の彼方かなたへ旅立ってしまう自信がある。それはもう、確実に。

　その心理的ハードルは、少女にとってあまりにも高すぎた。

　月子はぱたっと布団に伏ふせた。

「……また具合悪くなったのか？　おい」

「いえ、大丈夫……何でもないですー……」

　力なく答えたとき、台所から食事の用意が調ととのったことを告げる唯里の声が響ひびいてきた。
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　途と中ちゆうの駅で紗弓と別れた菜々香は、家路を急いでいた。

　予定より少し遅おそくなってしまった。親に怒おこられるだろうか。

　菜々香は下町の一角で生まれ育った。

　父親は勤め人。母親は専業主婦。下に弟が一人。どうということはない平へい凡ぼんな家庭である。もっとも、魔法という特とく殊しゆな力を授さずかった菜々香が平凡な家庭で平凡に育つことができたのは、両親の努力とかなりの幸運に恵めぐまれた結果だ。彼女自身もそのことをよく理解し、感謝していた。

　初等育成校に入学した菜々香は、まず羽は倉くら紗弓という少女と仲良くなった。いつも本を読んでいるのんびり屋で、性格が自分と正反対のところに興味を覚えた。

　もっとも後に彼女の『趣しゆ味み』を知り、見目麗うるわしい男性たちがあれやこれやするコミックや小説を見せられたときは、幾いく分ぶんそのことを後こう悔かいしたものだったが。

　そしてしばらくして、雛咲月子という少女に目を惹かれた。いいところのお嬢じようさまで、誰にでも親切な優等生。しかし、仲の良い友だちが一人も居ない、変な子。だから、誰かと一いつ緒しよに遊ぶことの楽しさを教えてあげたくなった。

　最初はなかなか心を開いてくれなかったが、最近、とてもいい顔で笑うようになったと思う。張はり巡めぐらされていた強固な壁かべを感じることもなくなった。

　結構なお節せつ介かい気質かたぎだと自じ認にんしている。だが、気の合う友人を得ることができたのは、この性格に依よるところも大きいだろう。おかげでまずまず充じゆう実じつした寮りよう生せい活かつを送ることができており、そのことに彼女は満足していた。

　菜々香は自宅への最短コースを選んで足を速めた。

　この辺りは、かつて小さな町工場が密集していた地区である。戦後幾いく度どか訪れた不ふ況きようのため経営が立ちゆかなくなり、そのほとんどが廃はい業ぎようしてしまったが、今でも建物自体は残っていて町の風景の一部となっている。

　人通りも少なく廃工場の並んだ町並みは幾分不気味ではあるが、ここを通り抜ければ何分か時間を短縮できるのだ。

　と、彼女は突とつ然ぜん足を止めた。

「……あれ？」

　廃工場の一つ。その中に──人ひと影かげがあった。

　日はとっくに沈んでいるものの、今日は月がよく見える。薄うす明あかりに一いつ瞬しゆん照らし出されたその顔は──

（…………まさか、ね）

　菜々香は自分の考えを打ち消した。あの人物が、こんなところに居るはずがない。

　ただ──そのまま行き過ぎるには、あまりにもその衝撃は大きすぎた。

　少し迷い、工場の入口に駆かけ戻もどって、中を窺うかがおうとする。

　

　──不運が幾いくつか重なっていた。

　工場に気を取られ、周囲への注意が疎おろそかになっていたこと。

　こんなところに車が通るはずがないと思いこんでいたこと。

　そして、そのトラックがなぜかライトを点つけていなかったこと。

　

　気付いたときには巨きよ大だいなタイヤが眼前にあった。

　魔法を使う間も、避ける間もなく、彼女はそれに巻き込まれていた。



    

  
    
      四章　　失しつ踪そう・監かん禁きん





「確か、椎しい葉ば君と言ったか」

　車の後部座席、隣となりに座すわった十じゆう郎ろうに、雛ひな咲さきはそう声を掛かけてきた。

　料りよう亭ていでの昼食会を兼ねた打ち合わせに向かうところである。雛咲、その長男にして秘書の啓けい人とと、十郎、ＳＰが乗っている。

「君は娘むすめの学校の教官も務めているのだったな」

「はあ、よくご存じで」

「資料を読んだ。こういう際には、護衛の人間全員分のものを確認することにしているのでね」

　怪訝そうな十郎の視線を受けて、雛咲は続けて口を開く。

「命を預ける相手がどういう人物だか把は握あくしておきたいと思うのは、別に不思議なことでもあるまい」

「命が懸かかってるって自覚があるなら、仕事を減らすなり外出を控ひかえるなりしていただけると助かるんだがね」

　十郎のぞんざいな口調に、啓人が非難がましい視線を向けた。

　だが雛咲の方は気にした様子もなく続ける。

「脅きよう迫はくのメッセージが届くことはこれまでにも何度かあった。その度に仕事を休んでいては、私は私の役割を果たせない。それに、君たちの力量を考こう慮りよすれば、こういう状況下でも十分護衛という任務を果たせるだろうと判断した。私は出来ないことを要求したりはしない」

「──それは自分の娘に対しても、か？」

「椎葉特とく殊しゆ執しつ行こう官かん」

　たまりかねたように啓人が口を挟はさんだ。

「それは我が家やの家庭内の問題です。あなたに立ち入る権限はない」

「俺は雛咲月つき子この教育を任されてる立場でもあるんでね」

「だが今は──」

「啓人、いい」

　息子むすこを黙らせると、雛咲はわずかに目を細めた。それだけで一回り体が大きくなったような錯さつ覚かくを覚える。

　認めるのは癪しやくだったが、十郎は一いつ瞬しゆん気け圧おされた。

「娘は確か今、君たちに面めん倒どうを掛けているのだったな。そう報告を受けている」

　感情の窺い知しれない声。そして続ける。

「私は、人にはそれぞれ果たすべき役目と責任があると考えている。そしてある種の人間には先天的にそれが背せ負おわされている、とも。──あれは雛咲の家に生まれ、しかも魔ま法ほうの素質を備えていた。であるならば、私は親として教え、また要求しなければならない。お前がクリアすべき水準はこれだぞ、とな」

「…………」

「答えになったかな？　私は出来ないことを要求したりはしない。もし、雛咲としての役目を全まつとうできないのであれば──それは、あれが雛咲ではないということだ」



「魔法士どもの護衛付きか。ものものしいなあ、雛咲君」

　目的地の料亭に到とう着ちやくした十郎たちが車から降りていると、耳みみ障ざわりな胴どう間ま声ごえが聞こえてきた。

　おそらくは六〇代の後半、肥満した猿さるを思わせる風ふう貌ぼうの老人が、口元に下品な笑えみを張り付かせながらこちらを見ていた。背後に秘書らしき男が控えているところを見ると、雛咲の同業者なのだろう。

「脅きよう迫はく状じようが届いたそうじゃないか。人気者は大変だなあ。ここらで少し表おもて舞ぶ台たいから遠ざかって、休息してみてはどうかな？　ん？」

「私が休息するのは為なすべきことを為し遂とげた後か、この生を終えたときと決めております。残念ながらご期待には添そえませんな、梶かじ沼ぬま先生」

　眉まゆ一つ動かさずに返すと、雛咲は年長者に先を譲った。

　挑ちよう発はつに乗ってこなかったことが面白くないのか、梶沼と呼ばれた老人は鼻を鳴らし料亭の中に入って行く。

　そして中年のやせぎすな秘書が後ろに続き──通りすがりざま、十郎の足を踏ふみつけた。

「おっと、失礼」

　彼は悪びれた様子もなくそう言い、唇くちびるを吊つり上あげて見せると、背中を向けた。

　十郎が顔をしかめていると、穏やかな笑みを浮うかべた尾お木ぎが歩み寄ってきた。

「おつかれさまでした。中の警護は引ひき継つぎます」

「……誰だ、あいつら」

「ああ、梶沼先生と秘書さんですか。与よ党とうの重じゆう鎮ちんですよ。有名な魔法士嫌いで、雛咲先生とは対立しがちですね。今回も予算案のことで相当揉めてるらしいですし。──椎葉さんは特別対策局の記章を付けてますから、目を付けられたんでしょう。いちいち気にすることないですよ」

「……別に気にしちゃいない」

　悪意をぶつけられるのには慣れている。とはいえ、不快な気持ちが消えるわけでもないが。

　結局のところ、魔法士という存在が社会の中に組み込まれてから、まだ日が浅いのだ。融とけ込み受うけ容いれられるようになるには、時間が足りていないのだろう。

「別室に弁当が用意してありますから、ちょっと休きゆう憩けいしてて下さい。打ち合わせ終わったらまた呼びに行きます」

　尾木は軽く手を上げて、雛咲と共に中へ入っていった。

　十郎はそれを見送って、ゆっくりと歩き出した。

　車の中での会話を思い出す。確かに雛咲はひとかどの人物なのだろうが──月子に対する態度には反感を覚えることしかできなかった。

　施し設せつ育ちの十郎は、親の愛というものを詳くわしく知っているわけではない。しかし、雛咲や啓人が見せた表情や言動は、姉である一いち花かが自分に示したのとはかけ離はなれたものであるように感じられた。

　あれが家族の態度か、と思う。

　出会ったころの月子は笑え顔がおの“〝仮面”〟を着け、周囲と距離を置き、優等生として振る舞まうことを自らに課している、そんな少女だった。あの家族の中で育てられれば──そうならざるをえなかったのだろう。

　ひでえ話だ──そう内心で呟いた十郎は、自分が他人の家庭事情に強く腹を立てていることに気が付いた。

「……まったく、らしくねえこったな」

　ふう、と息を吐いた。

　そのとき、ポケットの中で携けい帯たい電話が振しん動どうした。取り出し、表示された名前を見て眉をひそめる。

「出雲いずも井い……？」

　常に冷静な表情を崩くずさない主任教官の女性。育成校における十郎の上司。私用で電話し合うような仲ではない以上、何か緊きん急きゆうの連れん絡らくということになるが──

　悪い予感を覚えながら、十郎は通話ボタンを押した。
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「いいなー、羨うらやましい。ほんと、きれいなストレート」

　唯ゆい里りはドライヤーを操あやつりながら、ため息をついた。

「自然の状態でこうなんだよね？　矯きよう正せいとかせずに」

「はあ、そうですけど」

　月子は答える。

　熱が下がったので、午後から風呂を借りたのだ。ついでに髪の毛も洗い、ようやく気分をすっきりさせることができた。

　濡ぬれた髪を放置していてはまたぶり返してしまうということで、唯里の手を借りて乾かしているところである。

「私、伸ばすとどうしても毛先が撥はねちゃうんだよねー。長い髪にはずっと憧あこがれてるんだけどなー」

　月子にとっては、髪などさほど誇ほこれるものとも思えない。むしろ唯里の大人びたボディラインに羨せん望ぼうを覚えたりするのだが──お互い、隣の芝しばの青さを羨んでいるといったところか。

　ため息をついたとき、唯里が問とい掛けた。

「ね、椎葉先生はどっちの髪かみ型がたが好みだと思う？　やっぱ長い方？」



    

  
    
      　思わず月子は振り向いていた。

「あ、まだ動いちゃダメだよ」

「ど、どうして、そんなことを気にするんですか？」

「そりゃ、好きな人には好かれたいから」

　唯里はあっさりと答えた。月子は言葉を失う。

「君なら何か知ってるかな、と思って。ロングが好みだから、月子ちゃんも伸ばしてるとか、そういうことはあったりしないの？」

「い、いえ、あの、なぜ、そんなことを、私に？」

「だって、月子ちゃんも好きでしょ？　椎葉先生のこと」

「そ、それは、もちろん、尊敬、してますし……」

「そういう意味の『好き』じゃなくて」

　ぬ、と唯里は顔を近づけた。

「何と言うか……自分がそうなってみると、わかっちゃうんだよね。あ、この子も『そう』なんだって。君もそうじゃない？　私が『そう』だと、気付かなかった？」

「…………」

「って、これで通じちゃうってことは、肯こう定ていしたも同然なんだけどね」

「う……」

　確かに自分から見れば、唯里の気持ちは丸わかりだった。同様のことが彼女に起こっても不思議はない。

「で、でも、どうして、今……？」

　このタイミングで、唯里はそんなことを明かすのだろう。宣戦布告ということなのだろうか。

　月子は自分が耳まで真っ赤になっていることを自覚していた。完全な不意打ちに、みっともない敗北をさらした気分だった。

　だが、彼女の返答は少し予想とは異なっていた。

「んー、何か、嫌なんだよね、こう、もやもやっとした感じで」

「もやもや？」

「誰かを好きになるってさ、もっと、びゅってした感じだと思ってた」

「びゅっ、て……」

「そう、なんかこう、まっすぐ一直線な感じ？──でも、そうじゃないんだよねー。なんかうじうじして先生には近づけないし、月子ちゃんが羨ましくてやきもち焼きたくなるし……」

「やきもち？　私に？」

　意外な言葉だった。

「君はさ、先生に好かれたいって気持ちを素す直なおに出せるんだよねー。私はダメなんだ。どうしても気き後おくれして。恥はずかしくて。そして、怖くて。病気で倒れてる月子ちゃんに嫉しつ妬とするのも嫌だし、私は君が好きだから、警けい戒かいされたり複雑な顔されたりするのも悲しいし。つまり──」

　唯里は半ば自分に言い聞かせるような口調で言った。

「つまり、今の自分が嫌だったんだなー、私は。昨日怒鳴ってみてわかった。恥ずかしかったからなのは確かだけど、あれは久々にいい気分だった。感情をまっすぐ吐き出せたからなんだろうな、うん」

　よくわからないことを言って、一人で肯いている。

「先生？」

「あ、ごめん。つまりね、色々リセットしたかったんだよ。腹の探さぐり合いとか、気を遣つかうのとか、駆け引きとか、嫌だし。だから、月子ちゃんも、私なんか気にせず、自分の思いの丈たけをぶつけちゃえばいいよ、ってこと。──はい、後ろ向いて」

　唯里は月子の髪を指ですき、またドライヤーを当てる。

「実を言うと、ずっと悩んでて、つい昨日まで具体的に考えを整理できてたわけじゃなかったんだけど……やっぱ、衝しよう動どうの人だなー、私。言葉に出しちゃうとすっきりするねー」

　屈くつ託たくなく唯里は笑った。

（羨ましい、か）

　多分、今自分が感じている感情も、それに近いだろう。

　その葛かつ藤とうがすべて理解できたわけではないが、唯里はためらいなく古い自分を脱ぎ捨すて、新しい自分になることができる性格なのは確かであるようだ。彼女は彼女以外の何物にも束そく縛ばくされない。

　家に、父親に呪じゆ縛ばくされている自分には不可能なことだ。

　わだかまりを捨てると、唯里の今まで気付かなかった部分が見えてくる気がした。単純な嫉妬ではない、共感のような、憧れのような、不思議な感情を覚える。

「そろそろ良い感じに乾いたかなー」

　唯里はドライヤーを切って、ブラシを手に取る。

　とそのとき彼女の携帯が軽快なメロディを奏かなでた。

「あ、椎葉先生からだ」

　呟つぶやきに思わず視線を向けてしまう。眉間にしわが寄る。

　あ、だめだ。やはり面白くない。先ほどは殊しゆ勝しような気持ちになりかけたものの、やはり仕事上の同どう僚りようであり頻ひん繁ぱんに連絡が取り合える仲というのは、何というか、ずるいのではないだろうか。

　だが、そんな感情は、次の瞬しゆん間かん消しよう滅めつしていた。不意に唯里の声が真しん剣けん味みを帯びたのである。

「は、はい。──え？」

　その表情がいつになく厳しい。

　月子も気付いた。これは極きわめて良くない知らせなのだ。

「はい、駅まで送りに行って、それからは……わかりました、訊きいてみます。……お家に伺うかがうんですね、はい」

　電話を切った唯里は、月子の方を向いた。

「ね、昨日、菜な々な香かちゃんと紗さ弓ゆみちゃんが帰ったのって夕方だったよね？」

「え、ええ」

「菜々香ちゃん、それから家に戻ってないんだって」
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　帰宅した十郎は、すぐに唯里と月子を車に乗せ菜々香の家に向かって出発した。

　帰ってこない、そして携帯が不通となっている娘を心配した彼女の両親は、まず信し乃のに連絡した。だがあいにく信乃ともう一人の育成校教官である嘉か神がみ祐ゆう平へいは病院で患かん者じやを引き受けているため身動きがとれず、十郎と唯里で対処することになったのである。

「心当たりは特に……。今までこんなこともありませんでしたし……」

　善良そうな母親は青ざめた顔をしてそういうばかりで、めぼしい情報を得ることはできなかった。菜々香の携帯にはＧＰＳ機能が付いているそうだが、電源が入っていないのか、今のところ反応は無いようである。

　続いて十郎は紗弓を呼び出して話を聞いたが、こちらも空から振ぶり。途中の駅で別れてそれきり、変わった様子もなかったということだった。

　今一行が向かっているのはこの地域の警察署。関かかわりのありそうな事件がなかったか、確かく認にんをするためである。

「……お前、家で寝てた方がいいんじゃないのか？」

　ルームミラー越ごしに後部座席の月子を見ながら十郎は言った。

「いえ、大丈夫です」

「あんまり、大丈夫な顔色でもなさそうだけど……」

　硬かたい表情で答える月子と、気き遣づかわしげな紗弓。

　十郎の車には、唯里に加え彼女たち二人が乗っている。そろそろ時間も遅くなるので子どもたちは帰すつもりだったのだが、友人が心配だと言って聞かなかったのだ。

「……何も、ないですよね？　無事に帰ってきますよね？」

　月子は手のひらの上で遊ぶ十郎のハムスターを見つめながら言う。まるで、押おし寄よせてくる不安を紛まぎらせているかのような口調だった。

「そうだな」

　口ではそう答えたが、十郎は確信を持てなかった。

　子どもが何らかの事件に巻き込まれて行方ゆくえ不明になるというのは、ここ日本においてもさほど珍めずらしいことではない。残念ながら十分起こりうる事態だ。

　しかし、勉強中の身とはいえ、菜々香は魔法士である。彼女に意識がある限り、例えば変質者などが危害を加えたり、監禁したりするのは難しいだろう。ならば、彼女は自分の意思で姿をくらませているか、あるいは、何らかの理由で魔法を使うことができない状況にある、ということだ。後者の場合、すでに死亡しているという最悪の展開も考えられる。

　警察署の一いつ般ぱん受付はすでに閉まっていた。チャイムを鳴らして呼び出した署員は最初露ろ骨こつに迷めい惑わくそうな表情をし、次いで三人の少女を引き連れている目つきの悪い男に不ふ審しんの目を向けたが、十郎が身分を明かしたとたん、嫌けん悪おと畏い怖ふとへつらいのミックスされた愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

「昨日の夕方から今日にかけてですか？　いや、特にあやしい事件はありませんでしたけどねえ。接客が気に食わんとコンビニで客が暴れたのと、高校生が本屋で漫まん画がを万引きしたのと、地面で寝ていた酔よっ払ぱらいを二、三人保護したのと──そんなもんですか」

「拾しゆう得とく物ぶつのリストはあるか？」

「あー、はいはい。少々お待ち下さい」

　もしかして、菜々香の遺留品が落とし物として届けられているかもしれない。そう考えたのである。だが、手て渡わたされたリストからそれらしきものを発見することはできなかった。

　十郎は手て掛がかりが途と絶だえたのを感じた。

　正式に行方不明ということになれば、おそらく大々的に人員を割さいて捜そう索さくすることになるだろう。幼くとも菜々香は国家財産の魔法士である。だが、それで彼女を発見することができるだろうか？

　楽観を可能にする材料は、欠片かけらも存在していなかった。
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「んー、多分、これはない。こっちもない」

　九く曜よう晶あきらはタバコをくわえたまま、ぶつぶつと呟いた。

「こっちは──あー、体、絞り切れてないなー。何やってんだよ、普ふ通つうならぶっちぎりの本命なのにさー」

　忙いそがしく手を動かして、新聞に何かを書き込んでいる。

「……楽しいのか、それは」

　マキヤは思わず声を掛けた。

「楽しいよぉー」

　晶は視線を上げずに答える。

「マキヤ君だっけ？　あんたはやんないの？　お馬でもお船でも自転車でもいいけどさ」

「ギャンブルに興味はない」

「ふーん、つまんない男」

　マキヤの現在の役目は彼女の世話係である。事が起こるまで、彼女の面倒を見るのがその仕事だ。

　彼女の要求に従って競馬新聞を届けたところ、脇わき目めもふらずに予想に熱中し始めたというわけである。若い女性にはあまりふさわしくない姿だな、と幾分古風な好みを持つマキヤは思う。

「お前が何で暇ひまを潰つぶそうと勝手だが、準備は整ってるんだろうな──ぐっ？」

　言い終えると同時にマキヤは顔をのけぞらせた。眼鏡が床ゆかに落ちそうになり、慌あわてて手で押さえる。不可視の力で額をはたかれたのだ。

「準備も何も、人一人寝かせるスペースがあれば、アタシは仕事が出来るんだよ」

　うるさそうに晶は言った。

『大おお祓はらえ』は近日中に大規模な武力蜂ほう起きを計画していた。警察や自衛隊の協力者とも呼応し、内乱状態を作り出す手て筈はずになっている。

　雇やとわれの医い療りよう魔ま法ほう士である晶の役目は、対魔法戦に関する助言、そして兵士たちの治ち療りようだ。絶対数で劣おとる以上、交戦による戦力低下は可能な限り抑おさえなければならない。医療魔法士が一人いれば、戦線の維い持じに絶大な効果が期待できる。

　ここはそのときまで晶にあてがわれた宿舎である。近くの廃工場が稼か働どうしていたころに寮りようとして使われていたアパートだ。

「そもそも気合い入れて欲しいなら、もっと良い家用意しろっての。なんだ、このボロアパート」

「仕方ないだろう。すでに作戦準備や予備工作で人員を動かし始めてるんだ。何かあればお前に診みてもらうことになるんだし、そうなると人の出入りが目立つホテルやマンションは使えない」

「動かし始めてる割には、あんた、暇そうじゃん。こんなとこで油売ってていいの？」

「……俺は閑かん職しよくに回されてるんでね。仕事がない」

　マキヤは自じ虐ぎやく的てきに笑った。

　武器の運うん搬ぱんも終わった。今はこの女の相手をすることが唯ゆい一いつの任務だ。

「ふーん。──小耳に挟んだんだけどさ、あんたは今回の作戦、反対なんだって？」

「……成功の見込みがあるとは思えないからな」

　マキヤはかつてテロの作戦指揮を執とり、特別対策局に手痛い敗北を喫きつしていた。魔法の威い力りよくは身に染しみて知っている。

　ただ、『大祓』の実戦部隊のなかには、一流の魔法士と交戦経験のあるものはほとんど居ない。その恐怖きようふを肌はだで知っているマキヤの意見は、臆おく病びよう者ものの泣き言と切って捨てられているのが現状だ。

「お前にもわかってるんじゃないのか？　一線級の、化物クラスが出てくれば、こっちがどれだけ火力や人員を強化しても、なんの意味もないってことが」

「さて、アタシの仕事は怪け我が人にんの治療と戦術上のアドバイスであって、勝ち敗けを占うらなうことじゃないからね。報ほう酬しゆうは前金で貰もらってるし、どっちが勝っても負けても知ったこっちゃない。……ただ、仮に勝敗に関して責任を取れと言われたら、真っ先に逃にげるのは確かだね」

　くっくっと晶は笑った。

「あんたもさっさとずらかったら？　とっ捕つかまったら出てこれないよ、多分」

「だろうな」

　マキヤはふと、かつて一緒に戦ったいけ好かない魔法士のことを思い出した。共に行動していたときは、彼かれの刹せつ那な的てきな、そして自じ棄き的てきな在りように反発を覚えていた。彼の生き方より自分の生き方には意味があると思っていた。

　今は──どうだろうか。

「だが、卑ひ怯きようや臆おく病びように徹てつすることも出来ない半はん端ぱ者ものなんでな、俺は」

「そ。でも、自覚があるから他の奴よりマシと言っていいもんなのかね、こういう場合」

　答えようのない問いだったので、マキヤは小さく肩かたを竦すくめて話を変えた。

「……で、あの娘はどうなった？」

「ああ、奥おくで寝てるよ。容態は問題ない。気になるなら様子見てく？」



　　　　　＊　＊　＊



　人の気配で目が覚めた。

（ん──）

　意識にかかっていたもやが、徐じよ々じよに薄うすれていくような感覚。自分の周囲がおぼろげながら把握できるようになる。

　見知らぬ部屋。見知らぬベッドに寝かされているようだ。

　菜々香はぼんやりとした頭で記き憶おくを辿たどる。

　最後に見たのはトラックのタイヤが目の前一いつ杯ぱいに迫せまってくる光景で──それからどうなった？

　自分はまだ生きているのだろうか？

　視界がようやくくっきりとしてきた。

　みすぼらしく、古い部屋のようだ。天てん井じようは雨あま漏もりのしそうな板張り。かつては白かったであろう壁は、黄色く変色している。

「…………」

「……………………」

　部屋の入口に二つの人影がある。男と女。何やら会話しているようだ。

　薄うす目めのまま気付かれぬようにそちらの様子を窺おうとし──菜々香はそこで息を呑のんだ。一気に意識が覚かく醒せいする。

　眼鏡をかけた男──彼は意識が途絶える直前に菜々香が見た、かつて学校を襲しゆう撃げきしたテロリスト『大祓』のリーダーだ。

　寒気を覚えた。つまり、自分はあのテロリストにさらわれてきたということなのだろうか。トラックで撥はねたのも、あの男の一味か？

　一刻も早く逃げ出さなければいけない。

　体に痛みはない。学校を占せん拠きよされたときと違ちがって、大気はマナの気配に満ちている。自分の腕うでもかなり上がった。魔法であの二人を突つき飛とばして、逃げる時間を稼かせぐくらいのことは出来るはず。

　意識が戻っていることを悟さとられないよう静かに息を吐き、意識を集中させる。

《見みえざる手て》の魔法回路を構築。

　一呼吸置き──全力で二人に向かって叩たたきつけた。

　施呪キヤステイングは確かに効果を顕あらわした。ズシンという衝しよう撃げきに部屋が揺ゆれる。

「──え？」

　が、菜々香は驚おどろきに目を見張っていた。一瞬で《障しよう壁へき》が展開され、魔法は二人に届く前に完全に遮しや断だんされていたのだ。

　女がつかつかと歩み寄ってきた。

　身を護まもらなければ、と再び魔法回路を組み上げようとする。だがそれより早く──丸めた新聞でぽこんと頭を叩かれた。

「家壊こわすつもりか、このバカ娘」



「そもそも死にかけてたあんたを助けたのはアタシなんだ」

　彼かの女じよはそう言って、菜々香を睨にらみ据すえた。

「命の恩人に襲おそいかかるとは、どういう了りよう見けんだ？　ええ？」

「そ、そんなことを言われても……」

　菜々香は話を聞いてようやく事情を把握することができた。

　テロリストの拠きよ点てんに荷を運んでいたトラックに、運悪く轢ひかれたのだ。当然ながら警察や救急に通報するわけにもいかないので、この医療魔法士のところに運ばれて手当てを受けることになったらしい。

　ちらりと壁かべ際ぎわで腕うで組ぐみをして立っている姿に視線を向ける。二〇代半ばから後半くらい。中背の、神経質そうな眼鏡顔。テロリストのリーダーだった男。

　見殺し後、死体遺い棄きという経過を辿ってもおかしくなかったわけだから、助けて貰ったことには感謝するべきかもしれないが……

　ちなみに、下半身は損傷が酷ひどかったので、治療後組織が安定するまで動かないようにしてある、ということだった。確かに感覚はあるものの、力を入れてもぴくりとも動かない。結局、魔法が通用したところで逃げるのは不可能だったわけだ。

　松まつ葉ば杖づえを貸してやるし、魔法で自分を補助すればトイレくらいは一人で行けるだろ、とはこの女性の弁である。

　改めて観察してみる。

　長い髪かみ。細身で背が高い。化け粧しよう気けは全くなく少々きつい印象はあるが、きれいな人だ。片時もタバコを手放さないのはどうかと思うけれど。

　事故の状じよう況きようから考えて、自分はかなりひどい怪け我がを負っていたはずだ。それをここまで治せるということは、おそらく腕の方は相当に優ゆう秀しゆうなのだろう。

「あ、そういやあんた、名前何てーの？」

「……日ひ馬ま菜々香」

「菜々香ちゃんね。アタシは九曜晶。こっちの男はマキヤ……だっけ？　本名かどうかは知らないけど」

「名前なんぞ、ただの記号だ」

「笑い死ねるほど陳ちん腐ぷな台詞せりふだね。──だそうだから、まあ好きに呼んでやれ」

　マキヤは面おも白しろくもなさそうに鼻を鳴らした。

「さて、菜々香ちゃん。あんたは足が治るまで安静だ。ゆっくり入院していきな。色々と不都合が起こるから、どのみち家に帰すわけにはいかないけどね。──だろ？」

　晶は背後のマキヤに言った。

「……あたしを殺すの？」

　彼に向かって、菜々香はそう問い掛けた。

「殺すつもりなら最初から助けたりはしない」

「信用できない。あんた、学校を襲った奴やつの一人じゃん。顔覚えてるんだから」

　強く睨むと、マキヤは小さく舌打ちした。

「やっぱりあの育成校の生徒か」

「お間ま抜ぬけさんだねえ、マキヤ君」

「顔を画像データに残すようなへましなけりゃ、大たい抵ていは問題ないんだよ」

　マキヤは渋しぶい顔で言った。

「人ひと混ごみに紛れてしまえば、偶ぐう然ぜんすれ違う確率なんてほとんどゼロだ。加えて、顔かたちの記憶だけで、特定の人間を捜さがし出すのは極めて困難。偶ぐう然ぜん記き憶おく力りよくの良い奴に見つかり、しかも偶然そいつを轢いちまうなんてこと、想定してない」

「ま、そうなのかもね。写真付きの指名手配犯だってそうそう見つからないんだし、アタシにしても今まで平気だったからなあ。──で、この子、アタシが面倒見るってことでいいの？」

「……頼たのむ」

「じゃ、別料金ね。この子あんたたちの仲間じゃないから契けい約やく外がいだし、そもそもあんたの独断なんでしょ？　責任持って払はらってよ」

　晶はどこか楽しそうに笑って言った。



    

  
    
      五章　　空くう虚きよなる者たち





　晶あきらは椅い子すの背にあごを載のせ、だらしない姿勢でテレビのワイドショーに見入っていた。右手には缶かんビール、左手にスルメを持ち、交こう互ごに口に運んでいる。起きてから日がな一日、この調子だ。稀き少しような医療魔法士にしては、少々威い厳げんに欠ける姿である。

　公的機関に属ぞくさずお金で治療を請うけ負おっているということは──多分、闇やみ医者とかいう存在に近いのかな、と菜な々な香かは思う。漫画で読んだ程度で、そんな裏の世界に深い知識があるわけでもなかったが。

　ただ、魔法士としての実力が一流のものであるのは間ま違ちがいない。

　菜々香にも、晶と自分との間に圧あつ倒とう的てきな差があることは感じ取れた。素質判定のランクなら、学校の先生たちより上かもしれない。正面から当たってはどうやっても勝ち目はないだろう。

　事故の際ボロボロになったせいだろう、今、菜々香はパジャマのような服を着せられている。ジーンズのポケットに入れていた携帯は、当然ながら見当たらない。外部と連絡を取る手段は存在しないということだ。

　菜々香は晶のこともマキヤのことも全く信用していなかった。今のところひどい扱あつかいは受けていないとはいえ、『大おお祓はらえ』は平気で人を殺すテロリストだ。何としても、逃げ出して警察に通報しなければいけない。

　脱出だちしゆつ経路はどうだろう。菜々香は周囲を見回す。

　玄げん関かんは晶がテレビを見ている居間のさらに向こう。ここを突とつ破ぱするのは無理だ。

　今寝ねかされている寝しん室しつは六畳じようほど。窓が一つ。

　この部屋は一階なので下はすぐ地面だが、その窓には格こう子しが嵌はまっていて出入り不可能となっている。そして自分の魔法では、金属の格子を捻ねじ曲まげたり破は壊かいしたりすることはおそらく無理だ。

　だが、何も力に頼たよる必要はない。格子は数本のビスで窓に固定されている。これをうまく外せば……格子を取り去ることができそうだった。そうなれば後は逃げるだけ。両足は動かないが、《見みえざる手て》を使えば窓を越こえるくらいのことは可能だろう。

　もう一度晶の方を確認する。タバコの灰をビールの空あき缶に落とし、大あくび。そしてうとうとし始めた。

　菜々香は音を立てないよう慎しん重ちように壁際へと移動し、格子の状態を確認する。

　そして小さな《見みえざる手て》の魔法回路を生成。細心の注意を払いながら、ビスに力を集める。

　素質判定試験の結果でいえば、菜々香はさほど才能に恵めぐまれているわけではない。月つき子こは別格だとしても、操る魔法の強力さでは紗さ弓ゆみにも及およばないのだ。だが、器用さ、精度に関しては自信があった。

　十数分の格かく闘とうの後、格子が外れる。そっと地面に下ろす。

　あとは《見みえざる手て》で自分の体を持ち上げ、窓を乗のり越えるのみ。ただ、それには、ビスを回転させるときより大きな力が必要になる。気付かれずに済むだろうか。

（──迷ってる暇はないよね）

　晶が目を覚まし、視線をこちらに向ければ終わりだ。

　窓をそっと開ける。松葉杖を床につく。腕の力でできるだけ体重を支えるようにしながら、《見みえざる手て》で補助し体を持ち上げる。

「ん……」

　慎重に魔法を操りながら、窓まど枠わくを乗り越えることに成功。やった。あとは、道まで出て、誰だれかに助けを──

　そう思った瞬しゆん間かん──突とつ然ぜん、背後に巨大な魔法回路の気配が出現した。ものすごい力が菜々香の襟えり首くびを捕とらえ、室内に引き戻す。

「いい度胸だね」

　本気の怒いかりがこもった声が耳元で響き、菜々香は心臓を鷲わし掴づかみにされるような恐怖を覚えた。

（駄だ目めだ、殺される）

　目を閉じた瞬間──ごつんと思い切り頭にげんこつを落とされた。

「このアホガキッ！　歩けなくなったらどうするつもりだ！」



　一いつ般ぱん的てきに、医療魔法は傷口の組織同士を癒ゆ着ちやくさせ固定することで出血を止め、再生を促うながす。つまり、厳密に言えば仮留めしているだけであって、完全な意味で治ち癒ゆさせているわけではない。『治った』と言って差さし支つかえない状態になるためには、組織が安定するまで待たなければならないのだ。

「つまり、あんたの足は極めて不安定な状態。だから安静が必要。ここで動かしてまた傷が開いたら、最悪障害が残って二度と元のようには動けなくなるわけ」

　晶は不ふ機き嫌げんそのものの表情で菜々香を睨ねめつけた。

「その場で治すだけじゃ意味ない。治してその後ちゃんと生きて生活していけるようにするのが医者の仕事なんだよ。なのにこのバカは……。このアタシが手ずから魔法かけたってのに、そんな無様な結果に終わらせるつもりか？　アタシを無能者にしたいのか？　ああ？」

「ご、ごめん、なさい」

　勢いに圧あつ倒とうされて、思わず謝あやまる。そしてふと気が付いた。

「あの、さ……もしかして、怒おこってるのってあたしが注意無視して動いたから？」

「そう言っただろうがバカ。何聞いてたんだこのバカ」

「バカバカ言わないでよ」

　むっとして言い返す。

「バカをバカといって何が悪いんだ、バーカバーカ！」

「……子どもか、あんたは」

「ガキに子ども呼ばわりされる覚えはねーよ」

「頭の中身を言ってんの。子どもを子どもと言って何が悪いの？」

　──いや、これでは同レベルだ。

　不毛な罵ののしり合いは止やめることにして、菜々香は話を戻した。

「あたし、逃げようとしたんだよ？　警察に言ったら、仲間の人たちも捕まるよ？　それはいいの？」

「いいわけないだろ。あんたの監かん視し込みで金貰ってるんだから」

「じゃあ、やっぱり……こ、殺すの？」

　やれるものならやってみろという意地を、あるいは虚きよ勢せいを込めて、菜々香は相手を睨み付つけた。しかし、晶は何を言ってるんだこいつはというような顔で菜々香の視線を受け流した。

「あほ。始末料まではもらってねーよ。このアタシがただ働きなんぞするか。そもそも医者が患者を殺すわきゃないだろ」

「…………」

　じっと観察する。嘘うそを言っている気配は微み塵じんもない。むしろ医い療りように携たずさわるものとしての矜きよう恃じが感じられた。

「あー、くそ、酔いが醒さめちまった。──おい、菜々香。今回はこの辺で勘かん弁べんしてやる。次やったら泣くまでお仕置きするからね。わかったらさっさと寝ちまえ。まったく、聞き分けのないガキはこれだから嫌いやなんだ」

　ぶつぶつとぼやく晶。その姿が、不意にまったく似ていないはずの身近な人間のものに重なった。

「……やっぱりお医者さんなんだ」

「あ？」

「あたしの学校にも医療魔法士の先生が居るんだけど、全然印象が違ってたから……。でも、根っこは似てるんだなあ、って」

　彼女はもっと物静かで感情の起き伏ふくの少ない人間だ。見た目もこの酒飲み魔法士とはまったく共通点がない。しかし、治すことに対する情熱と、自分の体を大切にしない人間に対する厳しさは似通っている気がした。

「ああ、出雲いずも井い信し乃ののことか？」

「知ってるの？」

　菜々香は目を見張った。

「昔、同じ師し匠しように付いてたからね。クソ真ま面じ目めな女だろ？　まあ、あれはあれでからかい甲が斐いがあって面白いんだけどね」

　晶は楽しげに喉のどを鳴らして笑った。

　医療魔法士は魔法士の中でも特に稀少な存在であるから、確率的にはそういうことがあってもおかしくないのだが──それにしても、意外だ。

「そっか。晶さん、信乃先生と友だちだったんだ」

　菜々香は何気なく呟いた。返答を期待しての言葉ではない。

　──だから、晶が口を開いたとき、少し驚いた。

「違うね。友だちじゃない」

「え？」

「アタシは死人だ。死人は誰の友人にもなれない」

　晶はどこか遠くを見ているような、何か失われたものを懐なつかしむような、そんな表情をしていた。菜々香にではなく、自分自身に語りかけているようだった。

　どういう意味？　と問おうとしたとき、玄関のドアがノックされた。

「おとなしく寝てろよ」

　そう言い残して晶が応対に出る。開いたドアから、ちらりとマキヤの姿が見えた。

　何かの打ち合わせをしているのか、時折断だん片ぺん的てきに声が漏もれ聞こえてくる。別にテロリストの相談事などに興味はないが。

「はあ……」

　大きくため息をついて、菜々香はベッドに横たわった。なんだか気が抜ぬけてしまった。

　テロリストなんて平気で人を殺せる冷れい酷こくな人か、頭のおかしい人だと思っていた。だが、少々がさつでだらしないとはいえ、晶はきわめて人間くさい人間だ。

　殺されるかもしれないという恐怖も、言いなりになってたまるかという怒りも、いつの間にか消えていた。

「どうなるのかなあ、これから……」

　家族や友人たちは、今ごろ心配しているだろうか。逃げ出だすのは無理っぽいとしても、連絡ぐらいはさせてもらいたいところだ。

　とそのとき、菜々香はふと眉を上げた。

（あれ、今──）

　玄関の会話の中から、覚えのある名が聞こえてきた気がしたのだ。



　──ひなさき、と。



　　　　　＊　＊　＊



「あー、クソ、寒い寒い」

　松の木の根元に座り込んだ野の々の崎さきは、ぶつぶつ呟きながらボトルに入れたウォッカをあおった。

　雛ひな咲さき拓たく馬まの警護を開始して数日になるが、特に何事も起こる様子はない。特別対策局に配属されて三年、この手の任務は何度経験しても退たい屈くつだ。

「……野々崎さん、交こう替たいの時間です」

　頭上から穏おだやかな尾お木ぎの声が聞こえた。やっとかよ、と立ち上がる。

「あの、あと何度も言いますが、勤務中のお酒は控ひかえていただけると……」

「水だよ、ボケ」

　地面に唾つばを吐はく。

　どうせ何事も起こらない。何か起こったところで、魔法を一発ぶっ放せばそれで終わりだ。酒ぐらいでがたがた騒さわぐな。クソうぜぇ。

　そんなことを思ったとき、若い男の声が聞こえてきた。

「水飲んで酒さけ臭くさい息が吐き出せるのかよ、お前。器用だな。醸じよう造ぞう所にでも転職したらどうだ？」

「あ？」

　顔を上げると、椎しい葉ば十じゆう郎ろうがこちらに歩いて来るのが見えた。

「交替だって聞いただろうが。さっさと帰れよ」

「……んだその口の利きき方かたは」

　野々崎は目を細めて睨み付ける。この陰いん気きで生意気な年下の同僚は、ずっと癇かんに障さわる存在だった。

「舐なめてんのかコラ。化物姉貴の七光りだけで職にありついた三流が」

　過去にも何度かこうして喧けん嘩かを売ってみたことがある。十郎はバカにしたような視線を向け、ただ無視するのが常だった。そういうところもいけ好かないのだ。

　だが、今回も同じだろうという野々崎の予想はあっさりと覆くつがえされた。十郎が言葉を返したのである。

「普ふ段だん、その三流にぼっこぼこにされてんのは誰ですかね、先せん輩ぱい」

「ああ？　珍しく突っかかるじゃねーか、お前」

　何か虫の居所でも悪かったのか、苛いら立だつ出来事でもあったのだろうか。しかし、これはこれで望むところだ。侮ぶ蔑べつの意志を込め、思いきり唇をひん曲げる。

「もしかして、訓練と実戦が一いつ緒しよだとでも思ってんのか？　何ならここで教えてやってもいいんだぜ？」

「はい、そこまでそこまで。任務中ですよ」

　尾木が仲ちゆう裁さいに入る。

　そういえば、こいつもいたのだった。野々崎は舌打ちする。

「冗じよう談だんだよ。帰るからそこをどけ」

　言い捨てて、屋や敷しきの裏手の駐ちゆう車しや場じように足を向けた。

　日がゆっくりと西に傾かたむきかけている。普通の勤め人はそろそろ終業時刻を意識し始める頃ころ合あいだ。

　自分の車に近づき、キーを取り出す。飲酒運転だが、野々崎はもちろん気になどしていない。

「くそ、あのガキ……」

　退屈な任務から解放される時間だというのに、気分は晴れなかった。

　以前からあの無ぶ愛あい想そな後こう輩はいは気にくわなかった。姉は怪かい物ぶつじみた優秀さを誇っていた伝説の人物らしいが、十郎本人は素質判定Ｄランク。魔法士としてのスペックはほぼ最弱。なのに少々小こ技わざが使えるというだけで特別対策局に居い座すわり、でかい顔をしていやがる。

　野々崎は戦せん闘とうタイプの魔法士。そして十郎の唯一の取とり柄えは対魔法士戦闘。訓練時の成績で分が悪いのは事実だ。だが、実戦で役に立つのは、限定された対象にしか力を発揮できない十郎ではなく、Ａランク魔法士の自分である。

「椎葉十郎、あのゴミ、クズ、覚えてやがれ、いつか、必ず、身みの程ほどを知らせて……」

　酒臭い息を吐きながらぶつぶつと呪じゆ詛その言葉を吐き出す。

　とそのとき、野々崎はぴくりと体を震ふるわせた。

　歴戦の魔法士としての経験が、漂ただよってくる気配に反応する。

（これは──）

　殺意、だ。

　意識に混ざり込み集中力を鈍にぶらせていた酔いが、跡あと形かたもなく消きえ失うせる。

「どうやら、テロリストがほんとに現れたらしいな。──おい、そこに隠かくれてるの、出てこいよ。遊んでやるぜえ」

　野々崎はにいっと歯を剥むいた。

　声を上げれば、十郎たちに届くだろう。だが、あえて一人で対処することにした。ゴミ以下の虫けらには、憂うさ晴ばらしの的となってもらうとしよう。
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「お疲つかれですか？」

　野々崎が立ち去ると、尾木は気遣わしげな視線を向けた。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　強がりである。

　日ひ馬ま菜々香の件で昨夜から休まず飛び回っていたため、身体的にはかなりの疲ひ労ろうを、精神的にはかなりの苛いら立だちを感じていた。そうでなければ、安い挑ちよう発はつに乗って野々崎に絡からむなどという不毛な真ま似ねはしなかっただろう。

　魔法を使える人間はきわめて稀少。人格に問題はあっても、能力が優秀ならある程度黙認される。そういう世界だ。いちいち気にすることはないとわかっていても、疲ひ弊へいした心に野々崎の言葉は小さな棘とげとなって刺ささっていた。

（化物、か）

　姉の一いち花かに対して何度か耳にしたことのある評価だ。

　子どものころの十郎にとって、姉は英えい雄ゆうだった。彼女の勤務する特別対策局は正義の代行機関だった。

　だが、自分が今の立場になってわかる。実のところ一花は孤こ独どくだったのだと。一いつ般ぱん人じんにとっての魔法士がそうであるように、並の魔法士にとって一花は常じよう軌きを逸いつした怪物に見えたのだろう。

　そして特別対策局は確かに正義の代行機関だった。だが、正義の定義は常に政府のお偉えら方がたの損得勘かん定じようによって変動した。

　結局のところ、幼い頃ころに心奪うばわれた英雄物語の正体がこれだ。努力を重ね上のぼり詰つめたことでそれを知った十郎は、だから次し第だいに仕事に対する熱意を失っていったのだった。

「椎葉さん？　本当に、大丈夫ですか？」

「……ああ、悪い」

「私は──」

　尾木は少し躊躇ためらうように間を置いてから、口を開いた。

「私はあなたのお姉さんに、仕事で何度かお会いしたことがあります。穏やかで優やさしくて、そして優秀な方でした。亡なくなられたと聞いたとき残念に思いましたよ。──少なくとも蔑さげすまれる理由はありません。一花さんにも、あなたにもね」

「……どうも」

　十郎は短くそう返答した。

　安い同情だと一いつ蹴しゆうすることもできたかもしれない。ただ、その言葉でいくらか気分が落ち着いたことは確かだった。

「では、お仕事を続けましょうか。野々崎さんに代わって外回りの哨しよう戒かいをお願い──」

　不意に尾木は口を噤つぐんだ。

　十郎もそれを感じ取る。

「今……」

「ええ、マナが動きましたね」

　人の良さそうな中年男の顔から笑えみが消える。

「見てくる」

「いえ、私が確認してきます。陽動の可能性もありますから、あなたは雛咲先生の警護を。もし魔法士が襲撃に参加しているなら、その配置の方が良い」

「了りよう解かい」

「すぐ戻もどりますから、よろしく頼みますよ」

　尾木は似合わない仕草で親指を立てた。
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　能の勢せ和かず希きにとって特別対策局での日々は、必ずしも満足をもたらしてくれるものではなかった。出勤し、任務をこなし、退勤する。その繰くり返かえし。退屈とも言えるルーチンワーク。

　それでもここで仕事を続けているのは、ごくまれに突とつ発ぱつ的てきなイベント──すなわち自分好みの形で力を振ふるう機会──に出会うことができるからである。

　そして、ときにイベントは向こうからやってくる。

「日本では珍しい車ですわね。能勢さんのご趣しゆ味みですか？」

　助手席からアデルがそう尋たずねた。

　先日と同じく仕事帰りの能勢の前に現れ、堂々と車の助手席に乗り込んできたのである。

「ネット見て適当に選んだだけですよ。特に不具合も感じないので、ずっと乗り続けています」

　ハンドルを操りながらそう答える。

　古い型のフランス車である。Ａランクの魔法士にして一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんということで、給きゆう与よ面めんではそこそこ優ゆう遇ぐうされているのだが、物にこだわったり金を掛かけたりする趣味はない。車に限らず、不都合なく使えればそれで良いと思っている。

「……今日は氷ひ見み谷やさんは居られないのですか？」

「ええ、別件の仕事が入っておりまして」

　アデルは愛想良く答えた。

「それに、また話を聞かず戦いを始められても困りますし」

「私の標的が彼からあなたに変わるだけ、とは考えなかったのですか？」

「そうされます？」

　動どう揺ようの欠片もなく、アデルは問い返す。

「──いいえ。正直それも楽しそうだとは思ったのですが」

　能勢は苦く笑しようした。

「後先考えない戦せん闘とう狂きようだと思われるのも心外ですしね。殺し合う機会を見送ることだってあるのです。例えば、後にもっともっと大きな楽しみがあるかもしれないと思ったときなどは、ね」

「恐おそれ入いります」

　寸分の隙すきもない笑顔で答える少女。

　氷見谷はどちらかというと感情を御ぎよし切れていない部分がある気がするが、アデルは完かん璧ぺきだ。自分を律することに長たけた商売人の──あるいは戦闘人形の顔をしている。

「では、この間の続きを。あなたを私たちの会社にお迎むかえしたい。それが今回の商談の目的です」

　ＰＭ社が違い法ほうに魔法士を集めているのは、公然の秘密である。そして客観的に言っても能勢は極めて優すぐれた魔法士だ。誘さそいの手が来ること自体は驚くことでもない。

「先日伺いましたね。さて、商談と言うからにはギブ・アンド・テイクなわけですが──あなたは私になにをもたらしてくれるのです？　『渇かわきを癒いやす術を持っている』とか仰おつしやっていましたが」

「ええ。あなたは心の中に、金品や名めい誉よでは決して満たされない空くう隙げきを抱かかえておられる。違いますか？」

「…………」

「ですから、私たちはあなたに情報を提供します」

「情報？」

「はい、あなたが望む『遊び相手』の、あなたが望む『闘とう争そう』の在り処かを示す情報です。今、特別対策局に居るのは、そういうものに触ふれる機会が比ひ較かく的てき多いからではないでしょうか？　我々なら質、量共に比べものにならない情報と機会を提供できます」

　前方の信号が赤に変わる。能勢はゆっくりとブレーキを踏ふむ。

「……さて、興味深いお話ではありますが」

　隣となりの少女に視線を移し、続ける。

「その価値は保証していただけるのですかね？　空手形では意味がない」

「ごもっともですわ」

　動じた様子もなく、アデルは笑みを深くした。

「ですから、今回、一つの情報を提示いたします。いわば試供品ですわね。まずその価値を判断頂いた上で、私たちのオファーに応こたえるか否いなかを決めていただければ」

「……その情報とは？」

「かつて、この国には優秀な八人の特殊執行官がいました。公的には殉じゆん職しよくしたことになっている魔法士たちです。あなたも幾いく人にんか顔を合わせておられるでしょう？」

　五年前、中東に派は遣けんされた特殊執行官。死を装よそおい、国を捨て、消息を絶った一流の魔法士たち。

「そのうちの一人、医療魔法士にして一流の戦闘技術を持つ人間が日本に戻ってきており、その所在を私たちは掴つかんでいます。お教えしますので、どうぞご自由にご活用下さい」
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　雛咲、襲撃、決定──耳を澄すまして聞き取れたのは、そんな単語だった。

（もっと、近くで……）

　玄関付近の会話を拾うべく、菜々香はベッドを降りて近づこうとする。《見みえざる手て》と松葉杖で体を支えながら、ゆっくりと、少しずつ──

「……何やってる？」

　顔を上げると、晶が目の前に立っていた。



「……あのさ、自分の立場、わかってる？」

　呆あきれたように晶は言った。

「あんたは監かん禁きんされてんの。いきなり解放しろったって、できるわけないでしょうが」

「だから、こうして頼んでるんじゃない！」

　逆ギレかい、という呟きを無視して、菜々香は晶とマキヤを見み据すえた。

「あなたたちの仲間が襲おうとしているのは、私の、大事な友だちの家なの！　早く教えてあげないと……」

　焦しよう燥そうに駆かられ、ベッドを拳こぶしで叩く。

　自分の立場など百も承知だ。だが、言わないわけにはいかない。友人の家族に危害が及ぼされようとしているのに、手をこまねいていることなどできなかった。

「安静にしろっつってんでしょうが。大体、アタシもお金もらってる以上、契けい約やくは裏切れないしねー。──マキヤ、契約を解除しても良いかい？」

「……良いわけないだろう」

「だよね」

　晶は菜々香に向き直る。

「はい、これが雇い主ぬしのご意向。あんたがこいつ以上に金出せるってんなら、考える余地はあるけど……どう？」

「…………」

「ま、無理だわね。つまり、対価なくして要求を通そうとするのは無理。諦あきらめな。別にあんたが死ぬわけじゃないんだし」

　菜々香は唇くちびるを噛かんだ。

　理り屈くつでも、情に訴うつたえても説得できそうにない。力で排はい除じよして逃げるのは論外だ。

　何か、何か手はないのだろうか？　

　──────────一つ、あった。

「……対価は、あるよ」

「ほー、何だ？」

「あたしの体」

　晶は一いつ瞬しゆんあっけにとられ、そして盛大に吹ふき出した。

「あー、はいはい、悪くないかも。アタシがロリコンで変態趣味の男だったらね。あ、でももしかして、マキヤだったらそれで説得される──」

「されるか。殺すぞ」

「ごめんごめん。あんた頭堅かたそうだしね。結けつ婚こんするまで童どう貞てい守りそうなタイプだ」

「…………」

「ん？　もしかして図星だった？」

「お前、戯たわ言ごともたいがいに──」

「そういう意味じゃないよ」

　際限ない口論が展開されそうだったので、菜々香は割り込んだ。

「解放してくれないなら、私、暴れるから。全力で」

「……はあ？」

　意味がわからんというように、晶は鼻の辺りにしわを寄せた。

「暴れるって……アタシに勝てるつもり？　だいたいあんた、今そんなことしたら──」

　言いかけて、晶は何かに気付いたように口を噤む。

「うん。二度と足が動かなくなるかもしれないってんでしょ？　構わない。それが私の取引材料だから。要するに──言うこと聞いてくれなかったら、この、晶さんの努力の成果をボロボロにしてやる」

　晶は心底呆れ果はてたように口を開け、口を閉じ、持っていたタバコをビールの缶に押おし込み、さらに十秒ほど沈ちん黙もくして──ようやく言葉を紡つむぎ出した。

「……あのさ、恩知らずだと思わない？　そういうの」

「思う。ごめんなさい」

　謝罪は本心からのものだった。

「でも友だちの方が大事だから」

　晶はため息をついた。

「青あお臭くさいこった。──とはいえ、交こう渉しようとしては良いところを突いてるなあ。確かにそれをされると困る。ものすごく」

「おい、九く曜よう……」

「あんたは黙だまってな。──というわけで妥だ協きよう案あんだ」

　立ち上がり、居間の引き出しから携けい帯たい電話を取り出す。

「それ……私の？」

「液えき晶しよう割れてるけど、電源は入るんだよな。ＧＰＳ付いてるだろ？　この型だったら」

　晶は携帯の電源ボタンに指を掛けた。

「ギャンブルだよ。猶ゆう予よは一時間。それまでにあんたの助けが駆けつければ、勝ち。解放してやるから好きにするといい。間に合わなければ、あんたはこのままここでおとなしくする。どうだ？」

「認められるわけないだろうが！」

　菜々香が答えるより先にマキヤが怒ど鳴なった。

「黙ってなって言ったろ」

　面めん倒どう臭くさそうに、もはやこの男には興味すら覚えていないというように、晶が言う。その顔に──マキヤは拳けん銃じゆうを突きつけた。

「へえ……アタシにそういう真似するんだ。死にたいの？」

「死にたくはないさ。だが、だからといって、仲間を売るような真似を見過ごせるか」

　マキヤは険しい視線を晶に向ける。晶がそれを受け止める。

　菜々香が口も挟はさめずに見守るなか、睨み合あいが続く。

　そして──先に折れたのは晶だった。

「……存外バカだね、あんたも。魔ま法ほう士にそんなもん向けても、何の意味もないってこと、わかってるだろうに」

　ため息をつきたげな口調で言い、肩をすくめる。

「ＯＫ。あんたは、仲間は命いのち懸がけで護るもんだと思ってる。そうだね？」

「ああ、そうだ」

「じゃあ、更さらに問うよ。あんたは今の『大祓』は命を賭かけて護るに足る仲間だと本気で思ってるのか？」

「…………」

　わずかに銃じゆう口こうが震えた。

　菜々香にもわかった。マキヤは今の問いを無視したのではなく、答えられなかったのだと。

「即そく答とうできない時点であんたの負けだよね。違うかい？」

「……………………」

　二呼吸ほどの沈黙。

　そしてマキヤは、勝手にしろ、と吐き捨すてると、足音荒あらく玄関から出て行った。

「……色んな意味で真っ正直なんだよね、あれは。ほんとバカだ。もっと狡ずるく生きた方が楽なのにさ」

　言葉とはうらはらに、そこに嘲あざけりの響ひびきはなかった。まるで弟を気遣う姉のように、菜々香には感じられた。

「さて、あんただ。どうする？　このギャンブル、受けるかい？」

「受ける」

　考えるまでもない。迷いなく肯うなずく。

「よし、じゃ勝負」

　声とともに携帯電話の電源が入れられた。
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　紗弓はじっと携帯電話の画面を見つめ続けていた。

　手て掛がかりは途と絶だえたと思われていた。出来ることはもう何もない。不安や絶望に押し潰つぶされそうになる。

　だから、彼女はただ待った。心を静め、状況が変わることに一いち縷るの望みを託たくし、じっと待ち続けていた。

　そして、その忍にん耐たいは報むくわれる。

　主あるじの居ない、十郎の部屋。

　口を開く元気もなくうなだれている月子と唯ゆい里りに、紗弓は話し掛けた。

「ねえ」

　のんびりとした、普段と変わらぬ口調で続ける。

「今、菜々ちゃんの携帯に、電源が入ったよお」
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「どうして──」

　無言で待ち続けることに耐たえられず、先に口を開いたのは菜々香だった。

「どうして、晶さんは、こんなところでテロリストに雇やとわれたりしてるの？　病院に勤めたりしないの？」

　ずっと疑問に思っていたことである。この女性は魔法士としても医師としても、おそらく超ちよう一いち流りゆうのはずだ。

「さっきも言ったかな。死人だからだよ。死人は表に出られない。日の当たるところで頑がん張ばるのは、信乃あたりにまかせるさ」

　菜々香にはその言葉の意味はよくわからなかったが、深い自じ虐ぎやくは感じ取ることができた。多分、気軽に踏み込んでいいことではないのだろう。

「とはいえ、アタシも医者だからな。怪我を治したい、病気を治したい、って気持ちはなかなか消えねーんだよ。もうこれは本能だな。──なあ、医者にとって一番辛つらいことってのは、何だかわかるか？」

「えっと……患かん者じやさんが死ぬこと？」

「外れだ」

　晶は苦笑する。

「近いけどね。正解は、『死にかけている患者がいるのに治ち療りようできないこと』だ。日本は平和だけど、世界のどこかでは常に戦争が起こっていて、今この瞬間も地面に倒たおれて死にかけてる人間が大勢いる。──昔の上司がやな奴でね。さらに上の人間に媚こびを売るため、アタシたちをそういう場所に放ほうり込んだんだな」

　菜々香はただ黙って晶の話を聴きく。

「そこではどっちが悪いわけでもないのに、お互たがい、憎にくみ合い、殺し合ってた。アタシたちは命令で一方の勢力に付き、もう一方を殺しまくった。治療の必要な人間、そうではない人間──それが医者の目から見た区分。でも、戦場でその価値観は通らない。存在するのは味方と敵。すなわち──救うべき人間か、放置して死ぬに任せるべき人間か、だね。アタシは何度も何度も何度も何度も繰り返した。救えるのに救わないという選せん択たくを。救えたはずの命を見殺しにすることを。そして……気付いたときには空っぽになってた」

「からっ……ぽ？」

「そう。自分の中に何もなくなってた。今もね、心の奥おく底そこから声が聞こえるんだ。お前の生に意味はあるか？　お前の能力に意味はあるか？　お前が誰かを治そうとすることに意味はあるか？　お前が誰かを治したいと願うことに意味はあるか？──ってね」

「……わからないよ、何、それ」

　自分ははっきりと言える。こうして生きていることには意味があるし、何かを為なしたいと思うことには意味がある。それが当然ではないのだろうか。

　なんだかひどく悲しい気分になった。

「もう自分に価値を認めることができなくなっちまってるんだな、アタシは。だから金を求める。能力の、行こう為いの、意志の対価としてね。金ってのはさ、万ばん人にんにとって共通の、良い物差しなんだ。これだけのものが支し払はらわれた。ならば、アタシのしたことにはこれだけの価値があるんだ──そういう確信を得ることができる。一時的にでもね」

　自分の無む茶ちやとも言える交渉要求に晶が応じた理由、菜々香はそれに気が付いた。

　菜々香は彼女の行為──怪我を治したということを、交渉の材料として提示した。それはつまり、菜々香が晶のしたことに価値を認めたということなのだ。それも、友人の危機と引ひき換かえにするほどの。

　──不意に理解する。この人は、賭けの結果はどうであれここで自分を解放するつもりなのだ、と。

「アタシにも昔、居たよ。頑がん固こなのに不器用で、どうにも気に掛かってしょうがない友人が。──信乃に会ったら、頑張れつっといて」

　菜々香が返答しあぐねていると──玄関のドアがノックされた。

　すみません、警察のものですがー、という、くぐもった声が聞こえてくる。

「一五分か。思ったより早かったね」

　晶は立ち上がってドアの方に向かった。
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「…………」

　十郎は無言で奥おく歯ばを噛み締しめた。

　野々崎は無残な死体と化していた。

　彼が最後に感じたのは果たして驚きよう愕がくだったのか、それとも恐怖きようふだったのか──舌と下した顎あごのみの頭部からは推おし量はかることができなかった。正面から頭の上半分を吹き飛ばされている。

　尾木の体は数メートル横に転がっていた。四つのパーツに分解されて。

　跡形もなく吹き飛ばされたのか、胴どう体たいはきれいに消失。首、両手、下半身がバラバラに投げ出されている。

　状況を考えれば、いずれも魔法でやられた可能性が高い。

　野々崎は戦闘を得意とする魔法士だった。人格はともかく、腕は優秀。特別対策局でもトップクラス──おそらくは、能勢に次ぐレベルにあっただろう。

　尾木は老練な魔法士だった。異常が起こっていることを理解し、十分な用心をした上でここまで来たはずだ。

　その二人が、あっさりと殺された。助けを求める間もなく。

　雛咲を狙ねらう侵しん入にゆう者しやの気配がないことを確かく認にんし、十郎が屋敷から様子を見に来たときは、既すでにこの有様だった。

「……野々崎がやられたか」

　振り返ると、渋い顔をした局長の淵ふち上がみがこちらに歩いてくるところだった。連れん絡らくを受けて駆けつけたのだろう。死体に手を合わせると、十郎に向き直る。

「今、鑑かん識しきの奴らが着いた。検証させるが──魔法か？」

「おそらく」

　マナの動いた気配があった。それに何より、危険を察知していた魔法士を正面から虐ぎやく殺さつするのは、魔法以外の手段では不可能だ。

　ただ──これほどの真似の出来る魔法士が果たして何人いるだろうか。

「目的は何だったんでしょうかね」

　脅きよう迫はく状じようの通り雛咲を害するつもりだったのなら、魔法士を二人も殺す力を持ちながらさらなる侵入を断念する理由がわからない。

　戦闘で手傷を負ったわけでもないだろう。状況を見る限り決着はほんの一瞬だ。二人の熟練の魔法士は、敵に一いつ矢しを報いることさえできていない。

　警告、あるいは示じ威い行動か、それとも何か他ほかにあるのか。

「本人にしかわからんことをあれこれ考えても仕方なかろう──おや」

　屋敷の方から、雛咲と啓けい人とが現れた。

「やー、どうも、特別対策局長の淵上です。この度は大変な──」

「どうなってるんですか、これは！」

　淵上の言葉を遮さえぎって怒鳴ったのは、啓人だった。

「あんたら、いったい何をやってたんです？　魔法士だとか言っても、何の役にも──」

　不意に言葉が途と切ぎれた。道路に転がる、かつては人体だったものを視界に入れてしまったらしい。彼かれは顔を青くして二歩三歩と後ずさった。

「気の毒なことだった。ご遺族の方には、後で私からもお悔くやみの言葉を送らせていただきたい。──今後の対応は？」

　雛咲の口調は静かだった。こちらは普段通りの冷厳な表情だ。

「補ほ充じゆう人員を手配中です。ただ、もはやここであなた方を護まもりきるという保証は出来かねますな。敵の戦力がこちらの想定を超こえている。移動することをお勧すすめします」

「仕方なかろうな」

　そう肯き、雛咲は淵上の提案を受け入れた。

「では、ご準備を。護送の手配が済み次第、お呼びしますので」

「……こ、今度こそ、しっかり警護をお願いしますよ！」

　どうにか吐き気けに耐えきったらしい啓人の捨て台詞ぜりふを残し、二人は屋敷の中へと引き返していった。

「……大人になったな、椎葉。いきり立ってあの坊ぼつちゃんに殴なぐりかからないか、ひやひやしたぞ」

「殴られるべきは俺おれでしょう」

　十郎はぼそりとそう答えた。

　あのとき、尾木の代わりに自分が行けば──もう少し何とか出来たのではないかと思う。任務が雛咲の警護である以上、尾木の判断は妥だ当とうであり、結果論でしかないのだが。

「ひどい面つらしてんな。一時間、休きゆう憩けいをやる。移動の準備が整うまで、飯食うなり休むなりしてこい」

「警護は？」

「今、能勢に連絡を取っている。まだ、つかまらないらしいが、まあ、すぐにこっちに来るだろう。それまでは俺が働くさ」

「──わかりました」

　十郎はその言葉に甘あまえることにした。

　実を言うと心が張りつめていて、休息が必要な気分ではなかった。しかし、本当に休まなければならないのはこういうときなのだ、おそらく。

　部屋借りて少し横になるか、と歩き出す。

　──とそのとき、携帯電話が振しん動どうした。

　メール、月子からだ。

　読み進めるうちに眉み間けんに皺しわが刻まれる。

　菜々香の携帯が確認されたことと、その場所。そして今から三人でそこへ向かうこと。

「……あのバカども！」

　十郎は舌打ちした。

　既に未熟とはいえ魔法士である菜々香が連絡を絶っているのだ。どんな危険が待っているかもわからない場所に、子どもだけで飛び込んでどうするつもりだ。

　魔法士といえども、撃うたれれば、あるいは斬きられれば、傷つく。深い傷を負えば死ぬ。たった今、ここで命を落した二人のように。

　どうする？　十郎は自問する。

　自分は月子たちの教官だ。彼女たちに対して責任がある。しかし今の任務は特別対策局員として雛咲拓馬を護衛することだ。

　とはいえ、現在襲しゆう撃げきの気配はないし、この場には淵上やＳＰたちがいる。一方月子たちのもとに駆けつけられるのは、自分しか居ない。

　メールに書かれた場所はここから車で一五分ほど。

　十郎は唸うなり声ごえを上げると、自分の車に足を向けた。
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　マキヤはアパートの外、晶の部屋の扉とびらの前で、大きく息を吐いた。

　安やす普ぶ請しんのボロアパートだ。会話はすべて漏れ聞こえてきた。

「ああ、くそっ！」

　小さく吐き捨てる。理由のわからない苛立ちを感じていた。

　晶の過去になど興味はない。どうでもいい。自分には関係ない。

　そもそも、勝手に人ひと質じちを逃にがすなどという行為が正当化されるはずがないのだ。『大祓』に雇われていながら、いったいなんなのだろう、あの言動は。まったく、魔法士というやつはどいつもこいつも──

（──いや）

　マキヤは思う。

　それを言うなら、自分だってそうだ。なぜあの少女を助ける必要があった？　無む駄だな人死にを出すのは確かに信念に反するが、この場合は死ぬに任せておけば一番後あと腐くされがなかったはずだ。

　それに、なぜ銃じゆうまで抜きながら晶を止めるのを諦めた？　魔法が怖こわかったからか？　無駄だと思ったからか？

　それとも──あの女の言う通り、もはや自分は『大祓』の活動に意義を見み出いだしていないからか？

　魔法士優遇の国家政策には憤いきどおりを感じる。間接的にではあるが、そのせいで父親を失っていたからだ。魔法士など一人残らず死に絶えても、何の痛つう痒ようも感じなかっただろう。

　──春にあの男と出会うまでは。

　魔法士は打だ倒とうすべき、憎ぞう悪おすべき敵だ。そう思ってきた。

　だが、自分はあの虚きよ無む的な、自じ滅めつ的な男が死んだことを喜んだだろうか。

　晶やあの菜々香という少女が死ぬことを歓かん迎げいできるだろうか。

　期せずして彼らと知り合い、そのひび割れた心を覗のぞいてしまった今の自分にとっても、魔法士は敵なのだろうか。

「──何下らないこと考えてんだ、俺は」

　マキヤは舌打ちし、思し索さくを打ち切った。

　いらぬことに時間を潰しすぎた。ここにはもうすぐ警官が駆けつけてくるかもしれないのだ。さっさと逃げなければならない。

　とそのとき、微かすかに車のエンジン音が聞こえた。マキヤは慌あわてて暗がりに身を隠す。

　やがて、このアパートに一人の男が歩いてきた。晶の部屋の前で立ち止まり、ドアを叩く。

「すみません、警察のものですがー」

　よく通る声でそう言った男の横顔が見え──マキヤは思わず息を呑んだ。
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「はいはい」

　晶はドアを開けた。

　スーツ姿の若い男が、秀しゆ麗うれいな顔に穏やかな笑みを浮うかべて立っていた。

「警察が何のご用？」

　一応、尋ねてみる。とはいえ、菜々香の助けで間ま違ちがいないだろう。彼女を引き渡わたしてさっさと自分も姿をくらますとしようか。

　男は口を開いた。

「失礼ですが、九曜晶さんですね？」

　その瞬間──脳の片かた隅すみで最大音量の警報が鳴なり響いた。

　なぜ名前を知っている？　菜々香の携帯からここに辿たどり着ついたのでは、ない？

　魔法士としての本能が、理屈を経ずして結論を出す。

　こいつは──やばい。

「──逃げろ！　そいつ、魔法士だ！」

　マキヤの声と同時に銃じゆう声せいが数発。だが、弾だん丸がんは男が展開した《障しよう壁へき》に弾はじかれる。

　男の笑みが深くなる。楽しそうに。まるで、興奮を抑おさえきれないとでもいうように。

（まずい──）

　次の瞬間、轟ごう音おんと衝しよう撃げきが周囲を包つつみ込んだ。
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「ほう──」

　能勢は目を細めた。《霹へき靂れき火か》の直ちよく撃げきを食くらって晶はなお無事に立っている。防ぼう御ぎよが間に合ったのだろう。

「……警察は嘘だね。特別対策局？」

「ご明察。能勢和希と申します」

「アタシを捕つかまえにきたの？　にしては、少しやりすぎじゃない？　死ぬところだったんだけど」

「ご冗談を。かつての特級特殊執行官がこの程度で死ぬわけないでしょう？」

　能勢はくすくすと笑う。

「むしろこの程度で死んでもらっては困る。僕ぼくが楽しめませんから。──さあ、続けましょうか」
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（能勢先生──？）

　聞き覚えのある声だと思ったが──なぜ彼がここにいるのだろう。

　数ヶ月前のごくわずかな期間、彼は育成校で教官を務めていた。菜々香も習ったことがある。優ゆう秀しゆうな魔法士であり、優秀な教師だった。誰にでも好かれる、優しい先生だった。

　ただ、菜々香はときどき思い出す。育成校の教室、生徒たちの眼前でテロリストを魔法で絶命させたときの、彼の顔を。嬉うれしそうに、楽しそうに笑っていた、その表情を。

　能勢の目的は自分の救出ではなく、晶のようだった。

　特別対策局の人間が、テロリストである彼女を捕とらえに来るのは不自然ではない。だが、本来一いつ般ぱん市民の味方であるはずの彼が、なんだかひどく恐ろしく感じられた。

　今、彼に見つかってはいけない。本能がそう囁ささやいていた。
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　能勢の足元に《魔ま弾だん》を叩たたきつける。相手が後退した隙に、表へ飛び出した。

　──この男は、危険だ。

　その目に狂きよう気きが宿っている。殺人者の目──それも任務として機械のように命を奪うのではなく、人を殺すこと壊こわすことそのものを悦よろこびとする者の、目だ。

　アパートの玄げん関かんとその周囲はめちゃくちゃに破は壊かいされている。《障しよう壁へき》が間に合ったため、奥おくの菜々香は無事なはずだが──マキヤは巻き込まれずに済んだだろうか。

　とりあえず、この男をできるだけ遠くに引き離はなさなければならない。

　幸いにもここは人気のない古びた廃はい工こう場じよう街がいだ。やり合う場所には事欠かない。

　ある程度アパートから離れたところで、距きよ離りを取って向かい合う。

「さて、改めて始めま──」

　機先を制して《瞬しゆん動どう》を起動。運動能力を強化し、能勢の懐ふところに飛び込んだ。

　不意を突ついたつもりだったが、相手の反応は早かった。喉のどを狙った抜き手ては皮ひ膚ふを浅く裂さくに留とどまり、続く蹴けりはかわされた。

　舌打ちして追い打ちを放とうとする晶の眼前に、突とつ如じよ火球が出現する。

（《招しよう炎えん》？）

　攻こう撃げきではなく、目くらましだ。大きく後ろに飛ぶ。わずかに遅おくれて《魔ま弾だん》が足の肉を抉えぐって行った。

「腹を撃ち抜くつもりだったんですが……なかなかに素す早ばやい。しかし、その足では機動力半減でしょう。どう──」

　どうします？　と言いかけた能勢の口が止まった。晶の傷口がみるみる再生していくのを目まの当あたりにしたからだ。

「医い療りよう魔ま法ほう士舐めて貰もらっちゃ困るね。生半可な攻撃で殺せると思わないでよ」

　再生能力の強化や細さい胞ぼう組織接合の魔法は、自身に施呪キヤステイングする場合、その効果を飛ひ躍やく的てきに増大させる。他人の体を『認にん識しき』するより、自分の体を『認識』する方が遙はるかに容易たやすいからだ。

「……なるほど。つまり、あなたの体は致命傷ちめいしようを何度受けても壊れない、と。実に素す晴ばらしい」

　一見優しげな、しかしどこか寒気を催もよおさせる笑みを浮かべ、能勢は前に出る。

「では、少し本気を出します。簡単に死なないでくださいね。──《大おお顎あぎと》！」

　同時に傍かたわらの電柱の根本部分が消失する。まるで不可視の顎に噛み千切られたように。

　晶は舌打ちしながら後退。単純な切せつ創そうや刺し創そうならともかく、肉を食い取られたりすれば再生するのは容易ではない。

《瞬しゆん動どう》を駆く使しし、連発される《大おお顎あぎと》から逃げ回まわる。

　本来《大おお顎あぎと》は難度の高い術だ。並の術者なら手で触れる範はん囲い内ないで起動するのがせいぜいだろう。しかし、この男の射程は一〇メートルを超こえる。驚きよう嘆たんすべき能力だ。

（……でも、無限ってわけじゃないね）

　晶は一時的に《瞬しゆん動どう》をさらにブースト。距離を離し、建物の陰かげに身を潜ひそめた。

「逃げ切きれるとお思いですか？」

　能勢の声が聞こえる。

　無論、そんなことは思わないし、そのつもりもない。

　魔法の難度は組み上げる術式の種類により千せん差さ万ばん別べつである。自由に使えるものの多い方が有利なのは当然だが、修得できる高位の魔法の数には自然、限界が生じる。なので、近い種類のものを系統立てて修めるのが一いつ般ぱん的てきだ。

　能勢はおそらく、近接から中距離ちゆうきよりの戦闘に特化している。人を殺すことを無上の喜びとするなら、目の前で物体を破壊する術を極きわめることに重点を置くはずだからだ。

　対して晶が得意とするのは、治ち癒ゆ、強化等の身体操作、そしてそれらと相あい性しようの良い攻撃系の魔法──

（久しぶりだな、これ使うのは）

　あの呪のろわしい中東の内乱に巻き込まれたとき以来だ。

　呼吸を整える。位置を気取られぬよう、最小限の《瞬しゆん動どう》で脚きやく力りよくを強化。工場の屋根に上がる。

　続いて視覚の調整。《暗あん視し》で網もう膜まくの桿かん体たい細さい胞ぼうの機能を強化。次いでそれを維い持じ。闇やみの中に、はっきりと能勢の姿が浮かんだ。

　高密度の《障しよう壁へき》を維持し展開しながら、こちらを捜さがしているようだ。並の遠えん距きよ離り攻こう撃げきではかすり傷一つ負わせられないだろう。しかし──

「《鬼おに遣やらい》」

　呟つぶやくと、手の中に大きな弓矢が具現化される。悪あつ鬼き羅ら刹せつを祓はらうとされる、追つい儺なの神弓を摸もした魔法。

　晶は弓を引き絞しぼり、狙いを付ける。

　膨ぼう大だいな魔ま力りよくを鏃やじりの一点に集中。そして──

　矢を放つ。

　大きなマナの動きを感じた能勢が顔を上げる。だが、遅おそい。

《障しよう壁へき》を易やす々やすと貫かん通つう。そのまま標的の胸に吸い込まれる。

「────っ！」

　声にならない悲鳴を上げて能勢は吹き飛とんだ。二度、三度とバウンドして動かなくなる。

　晶は大きく息をついた。

（終わった……）

　急所は外したものの、威い力りよくを加減する余よ裕ゆうはなかった。放っておけば間違いなく致命傷だが──自分なら救命できる。死なない程度に手当てをし、そして、ついでにマキヤの無事も確認してやろう。思考を医師のものへと切り替かえ、半はん壊かいしたアパートの方へ視線を向ける。

　──それが致ち命めい的てきな隙となった。

　足台にしていた廃はい工こう場じよう──その建物自体が、突とつ然ぜん消しよう滅めつした。落下の衝撃を辛うじて魔法で殺す。一ひと棟むね丸ごと《大おお顎あぎと》に喰くわれたのだと悟さとり、跳はね起おきようとしたときには、既に眼前に能勢が立っていた。

「良い隠し球だまをお持ちですね」

　口の端から血を流し、呼吸を荒くしている。だが、致命傷を負った様子はなかった。

「──どうして」

　茫ぼう然ぜんと呟く。

　否いな、結果を見れば晶にもわかる。能勢は《障しよう壁へき》を貫つらぬかれた瞬しゆん間かん、内側にもう一枚極きわめて小しよう範はん囲いで高密度な《障しよう壁へき》を張ったのだ。そして、それで《鬼おに遣やらい》の矢を受けきったのである。化物じみた判断力と反応速度だった。

「肋あばら、幾いく本ほんかやられました。久しぶりです、ここまで追い込まれたのは。あなたが本気だったら、死んでいたかもしれませんね」

　そして、すっと後退し距離を取る。

「あなたは先刻、僕は今、殺そうと思えば殺せた機会を放ほう棄きしました。これで一対一。さて、仕切り直しです。今度はちゃんと殺すつもりで来てください」

　殺し合いの期待に満ちた顔。

　だが、ため息をついて、晶は地面に胡座あぐらをかいた。

「残念だが、ここまでだ。あれが最後の切り札。アタシにこれ以上はない」

「…………」

　能勢は怪け訝げんな視線を向ける。

「本質的には医者なんだよ。相手が誰だれであっても殺すつもりはないし、殺せない。だからあんたの期待に応えるのは無理だ。──好きなように終わらせろ」

　大勢の人間を殺した。その上、国を裏切って逃げた。

　いずれ終わりが、それも真っ当でない種類の終わりがくることは見えていたのだ。殺す者としてではなく、生かす者として最さい期ごを迎えられるなら、それ以上望むことはない。逃げるつもりはなかった。

「……意味がわかりませんが」

　自信に満ちていた能勢が、初めて困こん惑わくしたような表情を見せた。それが妙みようにおかしく感じられ、晶はくくっ、と笑いを漏もらした。

「何かおかしいですか？」

「いや、アタシとどこか似てると思ってね。──中身がからっぽなんだ、あんたも。自分の内側に何もなくて、でも、自分の意味を知りたくて、必死に外へ外へと手を伸のばしてる。アタシと違ちがうのは壊すことで自分を測ろうとしてるところかな」

「…………」

「……でもね、そういう奴やつは結局何も掴めず、そのままくたばるんだ」

　眉まゆを寄せ、しばし沈黙し、能勢はふうと息を吐いた。

「やはり意味がわかりませんね。──まあ、要は本気でやり合う気はないということですね？」

「だよ」

　晶は肯く。だからさっさと終わりにすればいい。

　しかし──その後の能勢の行動は、彼かの女じよの予測を超えていた。

「《魔ま弾だん》」

　静かに呟く。同時に生まれた巨きよ大だいな光こう弾だんは、晶の住すみ処かを直撃した。

「な──！」

「おや、どうして慌てる必要があります？　もしかして、中に誰か居ましたか？」

　能勢は微び笑しようを浮かべる。

「戦い始めた当初、あなたは妙な動きをされていました。僕を家から遠ざけようとするように、そう、まるで、家の中を護ろうとするように。──《大おお顎あぎと》」

　続けて不可視の顎が建物の手前半分を食らう。室内が剥むき出しになり──恐怖と驚愕に目を見開いている少女の姿が露あらわになる。

「……おや」

　能勢が意外そうに目を瞬まばたかせた。

「見覚えのある顔だ。たしか──日馬菜々香さんでしたか。私のこと、覚えてます？　しかし、なぜあなたが九曜さんの家に居るのですか？　彼女、国家の裏切り者にして、怖い怖いテロリストですよ？」

「アタシの患者だ。手を出すな！　殺すぞ！」

　晶は思わず怒鳴る。そして、すぐに自分の失敗を悟った。

「ほお」

　能勢の口くち端はしがきゅっと吊つり上あがった。

「つまり、この子を殺せば、あなたは本気で僕を殺しに来てくださると、そういうことですか？」

　明めい滅めつする《大おお顎あぎと》の魔法回路。

　能勢に攻撃する？　菜々香を護りに割り込む？──だめだ。どちらも間に合わない。

「やめろ──」

　叫さけぶと同時に魔法が放たれた。



　　　　　＊　＊　＊　



「何事だよ、くそったれ──」

　十郎は車を飛ばしながら吐き捨てた。自分にも感じ取れるほどのマナの変動が立て続けに起こっている。この先で、相当なレベルの魔法士同士が戦っているということだ。

　周囲は無人の工場街。現場はおそらくもうすぐ。

　ここからは足で探した方が効率が良い。十郎は路地に車を停とめ、飛び出した。



　　　　　＊　＊　＊　



　菜々香を殺すつもりで《大おお顎あぎと》を放った。それで晶がやる気を出すなら、構わないと思ってた。

　だが──

「…………」

　能勢は眉をひそめる。少女に届く直前、《大おお顎あぎと》は《障しよう壁へき》に阻はばまれていた。

　晶が施呪キヤステイングしたものではない。

「──能勢、先生？」

　声が聞こえた。少し離れたところから、こちらを見ている三人の少女。うち二人は見覚え有り。

「どうして、ここに？」

《障しよう壁へき》を施呪キヤステイングした少女、雛咲月子がそう問とい掛けた。友人の危機に割り込んでみたものの、状じよう況きようがわからず戸と惑まどっているようだった。

「あなたたちこそ、どうして？」

「あ、あの、菜々香さんが、行方ゆくえ不明になって、私たち、捜してて、それで──。あの、なんで菜々香さんを……」

「私はテロリストを退治しに、ここへ来ました」

　晶の方にちらりと視線を向ける。

「日馬さんがこのテロリストと一緒に行動していたものですから、念のため確保する必要が生じましてね。少々威い嚇かくしただけですよ。驚おどろかせてすみません」

　少女たちの顔から不ふ審しんの色は消えない。まあ当然だろう。威嚇などという生やさしい攻撃でなかったことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

（それにしても──）

　月子の《障しよう壁へき》には驚いた。その密度、強固さは、かつて同じく《大おお顎あぎと》を受け止めた氷見谷のものをも凌りよう駕がしているだろう。恐ろしい成長を見せたものだ。十郎の指導のたまものか、それとも本人の資質なのか。

　いずれにせよ、戦せん闘とうを楽しんでいられる時間は終わったようだ。ＰＭ社の情報の確かさは確認できたし、晶にもやる気はない。なら、彼女の命を摘み取って、幕引きだ。

「もう少し楽しめればよかったのですけどね」

「……さっさと始末をつけなよ」

　晶は抵てい抗こうする素そ振ぶりも見せず、目を閉じた。

《大おお顎あぎと》で頸くびを食い千切るとしよう。あの迸ほとばしる血液の奔ほん流りゆうは見物だ。能勢は改めて魔法回路を組み上げる。そのときだった。

「──だめぇっ！」

　菜々香が《見みえざる手て》で自らを飛ばし、体当たりを仕し掛かけてきた。不意をつかれた能勢はよろめく。

　だが、《大おお顎あぎと》はその一瞬前に起動され、放たれていた。

　不可視の牙きばが晶の皮膚を食い破る──その瞬間、それは起きた。

「……何？」

　能勢は思わず声を漏もらした。

　宙に投げ出された菜々香は《見みえざる手て》により受け止められ、晶に襲おそいかかった《大おお顎あぎと》は《障しよう壁へき》によって阻まれた。

　二つの魔法は極めて基本的なものだ。施呪キヤステイングされたこと自体は驚くに値あたいしない。

　──それが同時に一人の人間から放たれたものでなければ。

「複数施呪マルチキヤスティング？」

　晶が茫然とした面おも持もちで呟いた。

「あの、出過ぎた真ま似ねして、すみません」

　月子が困ったような顔で口を開く。

「でも、こ、殺すのは良くないと思います。悪い人なら、逮たい捕ほすれば、済むのではないですか？」

「…………」

　能勢は少女を見つめた。

　感かん嘆たんのため息が漏れた。

　ああ。

　こんなところに極ごく上じようの獲え物ものがいる。

　今はまだ成熟してはいない。力が足りない。経験が足りない。技術が足りない。心の強さが足りない。

　狩かりの対象として楽しむ域にはない。もう少し時間を経へねば──

　──いや。

　あるいは、待つ必要などないのかもしれない。

　力も経験も技術も心も何もかも足りない状態で、なお自分に抗こうしうるだけの資質なのかもしれない。目の前の、これは。

　試ためしたい、と思った。

（まずい──）

　欲求が膨ふくれあがり、弾けそうになる。

　歓かん喜きに自制が押し流ながされそうになる。

　そして──

「能勢？　何やってんだ、お前」

　そのとき、聞き慣れた声が聞こえた。

　十郎が困惑した表情で、こちらに歩いてきていた。



　　　　　＊　＊　＊



　ふてくされたような態度で地面に座すわっている女。

　戸惑ったように立たち尽つくしている月子たち。菜々香の姿もある。

「おい、能勢」

　再度呼びかけると、彼はようやく口を開いた。

「──ここにテロリストが潜んでいるとの情報を得て確認しに来たんです。そしたら、ビンゴでしてね。ちょうど捕とり物ものが終わったところですよ」

　能勢は十郎にそう答えた。

「十郎さんはどうして？」

「俺はこいつらを──ああ、いや説明してる余裕はない。とりあえず連れて帰る。その女は任せていいな？」

　ええ、と能勢が肯く。

　そのとき、ふと彼女に引っ掛かるものを感じた。薄暗くてよくわからないが、何となく見覚えがあるような──

　まあいい、と思考を打ち切る。また後でゆっくり思い出そう。

「──とりあえず車に乗れ、お前ら」

　十郎は月子たちにそう言った。



　　　　　＊　＊　＊



「どうにも、邪じや魔まがよく入りますね、今日は」

　闖ちん入にゆ者うしやたちを連れて立ち去る十郎を見送り、能勢は呟いた。

「邪魔、ね」

　晶が少しおかしそうな笑えみを浮かべていた。

「その割に、ほっとしてるようにも見えたけど」

「ほっとしてましたかね？　私は」

　首を傾かしげる。自分でも良くわからない。

　ただ、興がそがれたのは確かだ。

　さて、目の前の女をどうしようか。さっさと殺すか、それとも自分の職分に従って、逮捕、連行するか──

　とそのとき、目の前の《障しよう壁へき》に銃じゆう弾だんがはねた。

「危ないなあ。──というか、生きてたんですか、あなた」

　銃を構えているのは、最初に能勢に向けて発はつ砲ぽうしたテロリストの男である。どうやら、瓦が礫れきの下から這はい出し、今まで身を潜めていたらしい。《霹へき靂れき火か》の爆ばく発はつに巻き込まれたなら骨の一本や二本は折れていてもおかしくないはずだが、大した根こん性じようだ。

　顔には見覚えがあった。確か、守もりヶが丘おか育成校を占せん拠きよした『大祓』のリーダーだ。

　あのバカ、と晶が呟いていた。能勢も同感だった。そのまま隠かくれているか、逃げればいいものを。

「その女から離れろ。さもないと──」

「撃つ、ですか？　無駄なことしてると思いません？」

「…………」

　男は黙り込んだ。

　能勢はふう、と息をついた。

「ま、いいでしょ。帰ります」

「……何？」

　信じられないというように、男が目を見張る。

　別におかしな行動を取っているつもりはない。晶にはすでに本気で戦うほどの価値は見出せないし、この男に至っては最初から眼中にないのだ。殺すのはたやすく、それなりに楽しいだろうが、極上の興奮を味わった後にあえて色いろ褪あせた快楽を追求する必要もない。

「身の振り方かたをゆっくり考えたい気分でもありますしね。では失礼」

　能勢はそう言うと、茫然とする二人に背を向けた。
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「──まったく、何を考えてんだ、お前らは」

　ハンドルを握にぎりながら、渋しぶい顔で十じゆう郎ろうは言った。

「結果として日ひ馬まが無事見つかったのは、まあ、めでたい。だが、それとこれとは話が別だ。勝手に先走って、そのせいで取り返しのつかないことになってたら、どうするつもりだったんだよ」

　月つき子こがおずおずと口を開く。

「あの、私たち──」

「言い訳は後で聞く。俺はすぐ仕事に戻らなきゃならないんでな。──日馬、とりあえず何があったのか最初から説明しろ」

「は、はい、あの──」

　だが、菜な々な香かが話し出そうとしたとき、十郎の携帯電話が振動した。発信者を確認。局長である。

　そのまま電話に出ようと思ったが、子どもたちの前で交通法規を無視するのは気が引けた。車を路ろ肩かたに寄せて停車させる。

『椎しい葉ばか。今どこにいる？』

「車でそっちに向かってます」

『ああ、じゃあ悪いが急いで来てくれ。緊きん急きゆう事態だ』

「……何かありましたか？」

『襲撃。ただし、ここじゃない。民間放送局──テレビ局だ』

「テロですか？」

　放送設備を押さえるのは確かにテロの基本戦略だ。

『おそらく『大おお祓はらえ』だな。俺はそっちに向かわなきゃならん。お前はすぐに戻って雛ひな咲さき拓たく馬まの護送を担当してくれ。遺体の収容は終わっている。今後のことは追って連絡する』

「了りよう解かい」

　十郎は電話を切り、少し考えてから同乗者たちを振り返かえった。

「余裕があれば先に送っていこうと思ったが、急用が出来た。仕事場に戻らなきゃならん。車はここに置いていく。代わりの迎えをよこしてくれるよう頼たのんでくるから、少し待ってろ。──卯う滝たき」

「は、はい」

「出雲いずも井いに連絡して、日馬の足を診みて貰え。日馬の家への連絡も頼む。俺の家の鍵かぎは持ってるな？　雛咲ともども、荷物があるようだったら自由に出入りしていい。俺はいつ戻れるかわからん」

「わかりました」

「あの、椎葉先生」

　菜々香が声を上げた。

「あたし、あの、捕まってるときに耳にしたんです。月子の、実家を『大祓』ってテロリストが、襲う計画があるって……」

「ああ、こちらも掴つかんでいる」

「襲撃が決定したって言ってました。多分、近いうちに実行するんじゃないかと……」

　十郎は眉をひそめた。テレビ局を襲ったのは方針を変えたということなのだろうか。それとも──

「覚えとく」

　そう言い残し、車から出る。雛咲邸ていまでは急げば五分というところだろう。

　閑かん静せいな住宅街だ。路地を折れると人ひと影かげはほとんど無い。十郎は足を速め──

「──っ！」

　ゴマイチローを解放。《障しよう壁へき》を展開。落ちかかってきた白はく刃じんは、力場にはね返される。

　同時に壊呪デイスペル。相手の具現化された刀が崩くずれ去さった。

「壊呪デイスペルはともかく、そのネズミ──面おも白しろいマナの使い方するんだなあ」

　軽い口調で男が言った。

「ふん、そこから直接魔法回路を展開することで、施呪キヤステイング速度の遅さを補ってるのか。しかも硬かたい。並の密度の《障しよう壁へき》だったら、俺の《霜そう刃じん》が切り裂いてるところなんだが」

「氷ひ見み谷や晃こう……」

　かつての名前は葛かつら城ぎ功こう哉や。ＰＭ社の走そう狗く。そして、五年前、消息を絶った八人の魔法士のうちの一人。

　こうして見まみえるのは二度目だった。

「……アーネストのおっさんを殺やってくれたとき以来だな」

「敵かたきでも取るつもりかい？　俺の方も、ちょっとここを通すわけにいかんのだな。ちょうどいい、遊んで行けよ。──俺が相手する。手ぇ出だすなよ、アデル」

「ご随ずい意いに」

　いつのまにか氷見谷の背後に痩そう身しんの少女の姿がある。こちらもおそらく魔法士か。

「お前らが仕組んだのか？」

　敢あえて言葉を省略したが、氷見谷は理解したようだった。隠すつもりもないのだろう。

「そ。『大祓』の皆みなさんには色々と派手に動いてもらう必要があってね。俺たちは陰からアシストする役。つまり、雛咲代議士のボディーガードに魔法士が居た場合、こっちが受け持つことになってるわけだ」

　朗ほがらかな口調だが、明らかな殺気を感じる。

　足止めしている間に『大祓』が雛咲を襲撃するということか。

　となると放送局は囮おとり？　

　いや──おそらくは、全部が本命。

「同時多発テロってやつか」

「ご名答。過去にない派手なお祭り騒さわぎを起こすつもりだねえ、彼らは。こことテレビ局を皮切りに、警察やお前たちの動きを見ながら連れん鎖さ的てきに攻撃を仕掛けることになってるようだよ」

「……いいのかよ、んなことペラペラ喋しやべって」

「いいんだよ。どのみち、お前はどこにも辿り着くことが出来ないんだからな。せいぜい焦あせって見せろ」

　憎にく々にくしげに唇を歪ゆがめると、氷見谷は再び刀を創つくり出した。



　　　　　＊　＊　＊



　移動の準備を整えた雛咲拓馬は、自室で書類を確認していた。

　党内での予算案の調整は難航している。雛咲としては魔法士関連の枠わくをもう少し広げたいところなのだが、梶かじ沼ぬまが首を縦に振らないのだ。

　特に上の世代には魔法に忌き避ひ感を持つ人間が少なくない。あの老人を説得できなければ、おそらく雛咲の案は通らないだろう。さて、どうするべきか……

　と、そのとき、邸てい内ないがにわかに騒がしくなった。

　怒ど声せい、悲鳴、そして──銃声。

　ぱたぱたと足音が聞こえ、障子が開かれる。顔色をなくした啓けい人とが、口を開く。

「父さん、侵入者だ。すぐに避ひ難なんを──」

　だが、最後まで言うことはできなかった。背後に現れた男たちに、銃じゆう口こうを押おし当てられたからである。防ぼう弾だんヘルメットの下からぎらついた目を覗かせる男が三人、こちらを睨にらんでいた。

「雛咲拓馬と雛咲啓人だな」

「あまりこういう陳ちん腐ぷな台詞せりふは言いたくないのだが、まず自分から名乗るべきじゃないかね？　君たちは何者だ？」

「……『大祓』といえばわかるか？　国家の歪みを是ぜ正せいせんとする者だ」

　やはりテロリストか、と雛咲は納なつ得とくする。

　手にしているのは短機き関かん銃じゆう。ＳＰたちの装備で対たい抗こうするのは難しいだろう。

　椎葉十郎が戻もどってくるはずだが──どこかで戦闘中、あるいは足止めでもされているのか。

「……指示には従おう。すぐに戦闘を中止させてもらいたい。無用な犠ぎ牲せいを出す必要はないはずだ」

「お前に指図される覚えは──」

　怒ど鳴なりかけた若い男を、隣の年とし嵩かさらしい男が制した。

「では協力頂こう。護衛たちを無力化した後、あなたには、ある場所に移動していただくことになる」
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　飛び退のいた十郎の脇わきを掠かすめ、魔法で創られた刀が電柱を切り裂いた。大きな音を立て、コンクリートの柱が地面に倒れる。

「いいのか、こんな派手にやって。大おお騒さわぎになるぞ」

「警察はみんなテレビ局に行ってるよ。仮に奴らが駆かけつけたとして、何ができる？」

　氷見谷は嘲ちよう笑しようを浮かべた。

　確かに何もできないだろうな、と十郎は思う。

　魔法士を何とかできるのは魔法士だけだ。しかも、相手がこの氷見谷レベルとなれば、対抗できる人間は極めて少ないだろう。下手に立ち向かっても犠牲が増えるだけである。

　つまりはここで自分が何とかするしかない。

　雛咲邸から銃声が聞こえてきた。拳銃、そしておそらく機関銃のものも。

（まずいな）

　おそらくＳＰたちは持ちこたえられない。急いで救きゆう援えんに向かわなければならないが──十郎は目の前の二人を見る。

　無限に剣けんを生み出す氷見谷。攻こう撃げき力りよくに関しては、おそらく今までに出会った魔法士の中で最強に近い。

　そしてその背後でじっと戦せん況きようを見つめているアデル。傍ぼう観かんに徹てつしているようで、その実まったく隙すきがない。

　一人なら倒せるかもしれない。だがその瞬間、自分ももう一人に殺されるだろう。ゆえに、踏ふみ込めない。

　斬撃を飛び退いてかわす。同時に発砲。刀で弾かれる。

　刀を壊呪デイスペル。そして発砲。だが《障しよう壁へき》に防がれる。魔法回路の組くみ替えが早い。

「おら《千せん刃じん》！」

　無数の刀が出現。十郎を串くし刺ざしにしようとする。だが、切っ先が届く直前、魔法回路の要かなめを破壊する。

　すぐさま《霜そう刃じん》の斬撃。また飛び退く。十郎の《障しよう壁へき》では、受けきることが不可能だ。紙のように切り裂かれるだろう。

「いつまで逃げ回って──」

　と、そのとき、氷見谷は言葉を切って眉をひそめた。

「マナが……？」

　アデルが呟いた。

　十郎にも微かに感じ取ることができた。少し離れた場所で、誰かが魔法を使ったのだ。

　──おそらく、月子たちのうちの、誰かが。

「アデル、確認」

「お一人で大だい丈じよう夫ぶですか？」

「誰に言ってんだよ。お前が戻ってくるまでには片付けとく」

　アデルは小さく肩かたをすくめる。そして体重を感じさせない動きで飛び上がると、二メートルはありそうな塀へいの上面を蹴りさらに跳ちよう躍やく、十郎を越えて遙か後方に着地。そのまま気配の方へ走り去った。

「さて、続けようか」

「──バカが」

　十郎は呟き、そして──初めて自分から踏み込み、攻こう勢せいに転じた。弾の切れた銃を捨て、ナイフを抜ぬきながら、懐に飛び込む。

　踏み込みの鋭さに目を見張る氷見谷。応戦の《霜そう刃じん》。だが壊呪デイスペル。氷見谷に一いつ瞬しゆんの隙。蹴り。さらに体勢が崩れたところにナイフで突き込む。

「ぐ──この！」

　何度目かの《霜そう刃じん》。即そく座ざに壊呪デイスペル。具現化されると同時に砕くだけ散ちる刀。ナイフの一いつ閃せんが頬ほおを裂く。振ふり抜いた腕うでの勢いを利用し、左の蹴り。氷見谷の腹に直撃。

「が──っ！」

　吹ふき飛ばされ、塀に激げき突とつ。そのまま氷見谷は膝ひざを突く。

「……一人になったのは、決定的な判断ミスだったな」

　十郎は彼を見下ろした。

「確かにお前は強いさ。だが、俺にとっては、あまりにも相性が良すぎる」

　魔法を使った近接戦に関して、氷見谷以上の者は存在しないかもしれない。

　しかし、その距離は同時に十郎の壊呪デイスペルの間合いでもある。強力な魔法が氷見谷を最強たらしめている以上、それを無効にできる十郎に対しては圧あつ倒とう的てき不利となるのだ。先刻までの優勢は、十郎がアデルを警けい戒かいし、二人同時に排はい除じよする手段を探し求めていたからに過ぎない。

　雛咲邸にテロリストが入り込んだ以上、またアデルの向かった先に教え子たちが居るかもしれない以上、時間の猶ゆう予よはない。

　十郎は決着をつけるべく、氷見谷に歩み寄った。
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　ＳＰたちは銃を突きつけられ、床ゆかに伏ふせさせられていた。庭に幾いくつか物言わぬ骸むくろとなった姿も見える。

　雛咲は背中に銃口を感じながら、廊ろう下かを歩いていた。

「ど、どこに連れて行く気だ？」

　震ふるえる声でそう問うた啓人は、うるせえ！　と口元を殴られた。

「車の方へどうぞ。抵抗された場合、息子むすこさんの命は保証できません」

「そんな無駄な真似はせんよ」

　淵ふち上がみが、放送局でテロが起こったと言っていた。となれば、自分はこれからそこへ連れて行かれるのだろう。そしておそらく、身を以もつてテロリストの宣伝活動に一役買うことになる。あまり愉ゆ快かいではない未来が待っていそうだった。

　とそのとき──屋や敷しきの外、塀の付近から轟音が響いた。

　一行が歩みを止める。

「何事だ！」

　リーダーの問いに、部下の若者が駆け寄よって小声で報告する。何者か、塀、爆ばく破は、原因不明という単語が聞こえた。一瞬で全員の表情が厳しくなる。

「一種警戒態勢をとれ！　すぐにだ！」

　そうリーダーが命令を発した。
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「──があっ！」

　瀕ひん死しに見えた氷見谷は、恐おそろしい速さで跳ね起きた。

《霜そう刃じん》。壊呪デイスペル。

　だが彼は続けざまに《霜そう刃じん》を起動、十郎はさらに壊呪デイスペルで対抗する。

　応おう酬しゆうが四度目か五度目に達しようとしたとき──

（──違う！）

　施呪キヤステイングされたのは《霜そう刃じん》ではなく《魔ま弾だん》。壊呪デイスペルがわずかに遅れる。

　その間かん隙げきを突き、次の一瞬で具現化された刃が喉のど元もとに迫せまる。

　十郎は大きく後退し、距離を取った。

「どうしたよ。相性が良すぎるんじゃなかったのか？」

　荒あらい息をつきながらも、氷見谷は不敵に笑った。

　十郎は舌打ちする。この執しゆう念ねんはどこからくるのだろうか。

「何意外そうな面つらしてんだ。安全な場所でのうのうと生きてきたお前とは根性の出来が違うんだよ。地じ獄ごくを見てきたんだからな、俺は」

「……ああ、一いち花かと同じくレジスタンス殲せん滅めつに派は遣けんされてたんだっけな」

　会話に応じたのは体勢を整えるまでの時間稼かせぎのつもりだった。だが、その一言は氷見谷に大きな変化をもたらした。

「お前がその名前を口にするな」

　氷見谷の顔から一いつ切さいの表情が消えた。嘲あざけりでもない、憎ぞう悪おでもない、純じゆん粋すいな怒いかりが剥き出しになっていた。

「何も知らず、あの人を死地に追いやっておいて、ぬくぬくと穏おだやかな暮らしを満まん喫きつしていたお前に、その資格はない」

「な──」

　その言葉に込められた激情は、十郎の心を確かに抉った。わずかに動どう揺ようする。

　まずい、と思ったときはすでに氷見谷が眼前に迫っていた。

《霜そう刃じん》。

　壊呪デイスペル。

　だが、体勢が大きく崩れる。次の攻撃への対応が間に合わない。

「──《暴ぼう食しよく鼠ねずみ》！」

　十郎は最後の切り札を使った。

　魔法回路の種類を問わず喰い破り、マナを自分の支配下に置く術。ここで氷見谷が決めに来ると読んで勝負を懸かけたのだ。

　はたして、氷見谷の《霜そう刃じん》は、白い魔法生物の群れに喰い尽くされた。

　だが──彼はそれを確認するより先に行動を起こしていた。喰われる魔法回路には目もくれず、踏み込んで十郎の側頭部に肘ひじを叩き込んだのである。

　おそらく、魔法回路は最初から捨てるつもりだった。こちらが相手の魔法を封ふうじるのを得意としていることを見み越こし、誘さそいをかけたのだ。十郎は最悪のタイミングで切り札を起動してしまったことを悟った。

　ナイフが手から離れた。地面に膝を突く。

（まずい──）

　意識が遠のき、《暴ぼう食しよく鼠ねずみ》が取り込んだマナを捕まえそこなった。魔法の力の源が、中空に四散していく。

　氷見谷が《千せん刃じん》の魔法回路を組み上げる。壊呪デイスペルも回かい避ひも間に合わない。

　十郎は死を意識した。

　瞬間──雛咲家の外周、敷しき地ち沿いの塀から大きな爆ばく発はつ音おんが轟とどろいた。

　そのアクシデントは二人に対照的な影えい響きようを与あたえた。十郎はほんのわずか、失いかけた意識を現実に引ひき戻し、氷見谷はほんのわずか、状況判断のために攻撃を遅ち滞たいさせた。

　貴重な猶予が与えられた。十郎は散りかけたマナの最後の残ざん滓しで《見みえざる手て》を組み上げ、起動。あまりにも貧弱な魔法回路。だが、氷見谷の足を払はらいバランスを崩させるには十分だった。

「ああああああぁ！」

　間髪いれず体を跳ね上げる。

　集中を乱された氷見谷が魔法回路を起動させるよりわずかに早く、最後の力を振り絞った十郎の掌しよう打だが、その顎を打うち抜いていた。　

「ぐがっ──あ──」

　氷見谷は地面に転がり、起き上がろうともがいた。

　脳を確実に揺ゆらした手て応ごたえがあった。立とうとしても足が言うことを聞かないはずだ。意識があるだけでも驚きよう異い的てきである。

　十郎は肩で息をしながらナイフを拾い上げた。

「終わり、だ。……降こう伏ふくしろ」

「ざ、けんな……誰が──」

　こちらにももう余力はない。この男は、再び野に放つには危険すぎる。

（仕方ねえか）

　十郎は止とどめを刺さす決意を固めた。そのとき──

「そのあたりで、お許し願えませんか？」

　突とつ然ぜん、耳元で声がした。

　気配を察知することができなかった。十郎は思わず飛び退いて身構える。だが、アデルは気にも留めず、すたすたと氷見谷のもとに歩み寄った。

「はい、帰りますよ、氷見谷さん。足止めだけでいいのに、まったく、何をやってるんだか」

「まて……まだ、決着は……」

　ようやく手をついて氷見谷が立ち上がろうとしたとき──

「えい」

　アデルはその後頭部を殴りつけた。大の大人があっさりと崩れ落おちる。

　そして彼女は十郎に一礼した。

「パートナーが失礼いたしました。なんだか、今回の仕事ではこうやって謝あやまってばかりのような気がしますけれども。──それはさておき、私たちは退散させていただきますが、異存はおありですか？」



    

  
    
      「…………」

　十郎は返答できなかった。足元がふらつく。肺が焼けるように熱い。もう一戦やり合うだけの力は残っていない。

「よろしいですね？　では失礼いたします」

　細い体に軽々と氷見谷を担かつぐと、アデルは歩き出した。

「まったく、私は私でものの見事に陽動に引っかかりましたし、みっともないったら。社長に知られたら大目玉ですよ。──あ、そうそう」

　振り返って笑う。

「良い生徒をお持ちですわね、椎葉先生。後で褒ほめてあげてください」
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　雛咲邸を襲しゆう撃げきしたテロリストは、総勢一〇名。

　うちリーダーを含ふくむ四名が邸内で人ひと質じちの確保。残りの六名が庭に散開して、敵の突とつ入にゆうに備えている。

　塀を破壊された後、彼らはごく短時間でその態勢を整えた。

　これなら、どのように攻撃されても対応できる。人質が居る以上、こちらの有利は動くはずがない。全員がそう堅かたく信じていた。

　──一〇秒ほどが経過するまでは。

　最初は庭にいた六人。突然ものすごい力で銃じゆうをもぎ取られ、吹き飛ばされ、昏こん倒とうする。

「魔法士だ！　姿を隠せ！」

　リーダーが怒鳴る。だが屋内のテロリストのうち、ＳＰたちに銃を突きつけていた二人が外の人間と同じ目にあう。戦闘不能。

　最後の二人は、雛咲と啓人を引きずって室内に退たい避ひしようとする。

「人質をはーなーせぇ！」

　そのとき、廊下から少女が怒鳴りながら突とつ進しんしてきた。

　同時に啓人の体がテロリストから引き剥はがされ、悲鳴とともに廊下の向こうへすっ飛んでいく。まるで不可視の手に捉とらえられ、放ほうり投なげられたように。

「なに──」

　人質を失ったテロリストは、少女に向けて発砲しようとする。だが、トリガーに指をかける間もなく吹っ飛ばされ、壁かべに激突し意識を失った。

「そこで止まれ！」

　どうにか少女の視界外に逃のがれたリーダーは、雛咲の頭に小しよう銃じゆうを突きつけながら叫んだ。

「対象が見えてないと魔法が使えないことは知ってるんだ！　人質の命が惜おしいのならすぐに──」

「すぐにお父様を放してください」

　背後からの声。

　リーダーは振り向むき、目を疑った。

　さらに年若い、どう見ても小学生にしか見えない少女が立っていた。

「誰であれ、私は魔法で人を傷つけることを望みません。どうか、お父様を放してください」

　静かな声で少女は繰くり返す。だが、彼はこのほんの子どもに圧あつ倒とうされるような恐怖きようふを覚えていた。

「わ、わかった、ちょっと待て──」

　ゆっくり手に持った小銃を下ろす──と見せかけ、少女の頭目がけて全弾を撃うち込んだ。

「月子！」

　雛咲の声。

　絶対に外すはずのない距離だ。人間の頭部など、原形を留とどめず破壊される。

　だが──彼の顔は驚きよう愕がくに強こわ張ばった。

　弾だん丸がんは少女に届いていない。一つ残らず、空中に静止していた。

　魔ま法ほう士の力を、知識としては知っていた。だが、ここまでとは──積み上げてきた経験、訓練、自信全すべてを無にするほど常識外れのものとは、思っていなかった。

　ありうべからざる光景を、理性が拒きよ否ひする。

「あああああああああぁあぁあぁっ！」

　叫び声ごえを上げながらコンバットナイフを抜き、常人なら反応すら許さないほどの速度で斬きりかかる。同時に澄すんだ音がして、刃が折れ飛んだ。

　少女はかすり傷一つ負わず、そこに立っていた。

「警告は、しました」

　どこか哀かなしそうな、だが強い意志のこもった視線が彼を捕とらえた。
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　雛咲家の庭に全速力で駆け込んだ十郎のすぐ脇を、何か大きなものが通過した。

　部屋の障子と縁えん側がわのガラス戸を突き破やぶったそれは、庭の松の木にぐぎゃ、というような声を上げてぶつかり、ようやく停止する。

　目を見開いたまま気絶している、屈くつ強きような男の体だった。

　眉を寄せてそれを見る十郎の耳に、聞き覚えのある声が届いた。

「……先生？」

　部屋の中に、月子と雛咲の姿が見えた。



「──で？」

　十郎は渋い顔で月子、唯ゆい里り、紗さ弓ゆみの顔を見回した。

　ＳＰたちの手も借り、テロリストは拘こう束そくして完全に無力化した。菜々香も車の中で無事が確認された。それで警察が到とう着ちやくするまでの間、彼女たちから事情を聞いているところである。

　話をまとめると、以下のような経過だった。

　マナの動き（十郎と氷見谷が戦った際のもの）を感知する。

　雛咲家に襲撃がかけられたと思う。

　四人で作戦を立てる。

　まず動けない菜々香が魔法を使い、敵の魔法士の注意を引きつける。

　その隙に三人が雛咲家に接近。

　紗弓が塀を破壊し、中のテロリストの注意を引きつける。

　塀に注意が向いた庭のテロリストを、月子が一いつ掃そうする。

　庭に注意が向いた室内のテロリストを、唯里が攻こう撃げきする。

　唯里に注意が向いたテロリストを、窓から室内に入った月子が片付ける。

「こんな感じでやれば、行けるんじゃないかと思って」

「アホかっ！」

　怒鳴られた唯里は首をすくめる。

　確かに理に適かなってはいる。魔法士という戦力を効率的に分散させ、敵に連続して奇き襲しゆうを掛かける形になるわけだ。

　また塀の破壊が明らかに魔法によるものであることを感知した氷見谷は一瞬そちらに注意を向けざるをえず、結果としてそれが十郎の命を救うことにもなった。

　だが、だからといって彼女たちがこんな危険なケースに首を突っ込んで良いということにはならない。

「素人しろうとが思い上がるな！　下手すりゃ死ぬんだ！　わかってんのか？　だいたい、卯滝、お前こないだ痛い目に遭あっただろうが！　もう忘れたのか！」

「忘れてませんよ、もちろん」

　唯里はしれっとした顔で言った。

「忘れてないから、何とかしたかったんです。それとも先生一人なら、死ぬ危険はなかったんですか？」

　一瞬、十郎は言葉に詰つまる。

「……その可能性を背せ負おうのも、俺おれの仕事のうちだ」

「だったら、なおさらほっとけるわけありませんよー」

　普ふ段だんの気き後おくれしたような態度など微み塵じんも感じさせないその姿は、育成校にやってきた当初の、前を向いてまっすぐに進むことしか考えていなかった彼女のものだった。

「逃にげたら後こう悔かいしか残らないって言ったの、先生です。危ないから、怖こわいから、なんて、できることをやらない理由にならないですねー」

「だが──」

「それに……先生の命に加えて、私の家族の命も懸かっていました」

　月子が静かに言う。



    

  
    
      　十郎は言葉を失って、沈ちん黙もくした。

　確かに、彼女たちの力が無ければさらにひどい結末が待っていただろう。だが、それでもなお、危険な真似をしてほしくなかったというのは、エゴなのだろうか。

「自分の立場を弁わきまえろ、月子」

　十郎の代わりに答えたのは、重々しい声だった。

「お前は子どもであり、魔法士としては見習い以下の存在だ。どんな理由があれ、そんな人間にリスクを犯おかさせるわけにはいかない」

「そんな──先生や、お父様や啓兄様が死ぬかもしれなかったんですよ！」

　月子が雛咲を睨んだ。怯ひるむ様子もなく雛咲は応じる。

「それでもだ。お前のような子どもがそんな責任を負うべきではないし、負ってはいけないのだ。それが健全な社会だ」

「そんなの、死んじゃったら意味無い！」

　月子は珍めずらしく怒りを露にして言った。

「私と友人たちならできると判断したんです。そしてそれは間ま違ちがってなかった。だから、そんな──」

　不意に言葉が途と切ぎれる。上体がぐらりと揺れた。

「ちょっと、月ちゃん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「だい、じょう……」

　紗弓に答えようとしたが──月子はそのまま崩れ落ちた。十郎は慌てて駆け寄り、抱だき留とめる。小さな体が、明らかに異常な熱を持っていた。



　少女はベッドの中で寝ね息いきを立てている。

　雛咲はその傍かたわらに膝を突いて、病やみ上がりの体で無理をした娘むすめの寝ね顔がおを見つめていた。

　そっと扉とびらを開けその光景を目にした十郎は、一瞬言葉を忘れた。父親らしいことをする雛咲を、初めて見た気がしたのだ。

「……何か用かな？」

「あ、ああ。警察が来た。話を聞きたいそうだ。事後処理を引き継ついで、俺は引き上げる。あと、テレビ局の方も片が付いたらしい。あっさり鎮ちん圧あつされたってよ」

「わかった」

　そして雛咲はゆっくりと十郎に視線を向けた。

「……年に数度しか交流のない親子だ。機会が許せば、じっくりと顔を見ていたくもなる。そんなに不思議だったかな？」

「ああ、いや──」

　内心を言い当てられ、十郎は言葉を濁にごした。

「何にしても、こいつはよく頑がん張ばったよ。あんたもそう思わねえか？」

「そうだな」

「そして、こいつの友人たちも、だ」

「ああ」

「だったら──」

　十郎は少しためらい、そして言った。

「こいつに対して『下らぬ交友』とか言ったのは、撤てつ回かいするべきなんじゃねえのか？」

「そうするのが道理だろうな。私が間違っていたということだ」

　雛咲はまったく表情を変えずにそう言った。意外な思いがして、思わず彼かれの顔を見つめ直す。

「……あっさりと認めるんだな。あんたはもう少し頑がん固こな性格なんじゃないかと思ってたんだが」

「間違えない人間など世の中には存在しない。そのことを知っているだけだ」

　雛咲は静かに続けた。

「だから──誰かの言うことが絶対に正しいと思いこむ必要など、そもそもどこにもないのだよ。自分の方が正しいと思うなら、そう認めさせればいい。言葉だけに依よらず、行動とその結果を以てな。私はずっとそうしてきた。そして、月子もそうした。それだけの話だ。──もう少し小心で依い存そん心しんの強い娘かと思っていたから、意外ではあったがね」

「それだけの話、ね……」

　十郎はうまく言葉を見つけられず、小さく息をついた。

「よくわからねえな、俺には」

　厳しいが、冷たいわけではない。親心というやつだろうか。自分には縁のなかったものだ。

「ふむ……君はずいぶんと月子に肩かた入いれしているのだな。娘が勝手な行動をしたことに対しては、君も腹を立てていたのではなかったのかね？」

「立場上、あいつらが危険な目に遭うのを許容できないってだけだ。あんたほど冷れい徹てつに筋道立てて物事を考えてるわけじゃねえし、そうする必要も感じてねえな」

　それに──大切な人間に死なれることに比べれば、自分の安全や、まして社会のあり方などどうでもよいという感情は良く理解できる。だからこそ、月子に返す言葉を持たなかったのだ。

「残念ながら、私は他ほかの生き方を知らなくてね」

　雛咲はやはり顔色一つ変えなかった。

「山みたいなものなのだよ、親というのは。そして子は、その庇ひ護ごの下もとで地に足を付けて生きる道を、あるいは翼つばさを以て頂上を飛び越えようとする道を、自由に選ぶことができる。私はどうせなら、可能な限り高く険しい山でありたいと思っている。次代への強きよう靭じんな命を育はぐくめるようにな。──さて、お喋りが過ぎたかな。警察の方々には、あと少ししたら行くと伝えておいてくれ」

「ああ、わかった」

「それと──」

　部屋を出ようとした十郎を雛咲は呼び止めた。

「君があの娘に力強い翼を授さずけ、飛び方を教えてくれる人間であってくれれば良いと、心から思うよ。椎葉教官」
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　うっすらと目を開けた。

　父親が傍そばにいて、自分の顔を見つめていた。

　ああ、これは夢なんだ、と思った。

　だって、あの人がこんなに優やさしい目をするはずがないから。

　こんなふうに見守っていてくれるはずがないから。

　でも──嬉しい夢だ。

　こんないい夢が見られるなら、たまには熱にうかされるのも悪くない。

　

　このまま、もう少し休ませてもらおう。

　幸せな夢が続くよう願いながら──彼女はそっと目を閉じた。



    

  
    
      エピローグ１　　業務　終しゆう了りよう





「──以上の経過にて、『大おお祓はらえ』の暴発及および壊かい滅めつへの誘ゆう導どうは完かん了りよう。ただ、少しばかり戦力バランスを見誤った感はありますね。双そう方ほうの戦力を足し引きし、うまく調節して、もうしばらく保もたせた後に壊滅というのが本来の予定だったのですが……」

　テロが成功しすぎないように、また失敗しすぎないように。それが理想だったのだが、わずか一日で鎮圧されてしまった。

「結果、梶かじ沼ぬま氏の身辺にまで捜そう査さの手が及ぶことになりました。あと数日あれば保身工作の余裕もあったのでしょうけど」

『もうちょい、できれば円が暴落するくらいまで大事になればよかったんだけどねえ。そしたら色々稼ぎようがあったんだけど』

　電話の向こうのマクスウェルは鷹おう揚ように笑った。

『ま、彼らの消しよう滅めつが最優先だったわけで、それは達成できてるから、及きゆう第だい点てんかな。これで、計画をもう一つ前に進めることができる。梶沼のことはどうでもいいよ。だんだん態度がでかくなってきてたし、切り時だったかもね。日本政府とのパイプは他にもあるから問題ない』

「恐れ入いります」

『じゃ、引き続きよろしく』

　アデルは切れた受話器を置き、部屋の中に視線を移した。

「まだ拗すねてるんですか？」

「うっせえ」

　ホテルの一室。氷ひ見み谷やはソファーに寝ね転ころがったまま、目だけを動かして彼女を睨んだ。

「お前が余計なことしなけりゃ、気分良くいられたんだ」

　アデルはわざとらしくため息をついた。

「もう少し責任を感じてください。あなたがズダボロになったおかげで、テレビ局の方のフォローにも入れなかったんですし。それに──命の恩人に対して『余計なこと』などと言うのは、どうかと思いますけど」

「──命の恩人？」

　平へい坦たんな声で繰り返すと、氷見谷は不ふ機き嫌げんな顔で立ち上がった。

「お前、あのまま続けてたら、俺が椎しい葉ば十じゆう郎ろうに負けてたとでも言いたいのか？」

「さて」

　アデルはとぼけた表情で肩をすくめる。

「勝ったかもしれませんし、負けたかもしれませんわね。勝ち負けは時の運と言いますから。──ただ、彼を殺して勝利していたなら、あなたは『彼女』に殺されるでしょう。いずれにしろ、命を失うことに変わりがありませんよ」

「…………」

　沈黙した後、氷見谷は舌打ちして腹立たしげにソファーを蹴けりつけた。



    

  
    
      エピローグ２　　奇き蹟せきの値段　──時と場合と気分により──





「へー、あの人、政治家秘書だったんだ」

　くわえタバコで新聞を眺ながめながら、晶あきらは言った。

　一面にあのカゲモリと名乗っていた痩やせぎすな男の逮捕記事が載のっている。顔写真と本名付きだ。

　先日のテロで『大おお祓はらえ』は多くの逮たい捕ほ者しやを出した。幹部たちの供述と数々の書類から組織構成と資金の流れが次々と明らかになり、そしてとうとう中心人物と目される、与よ党とうの大物代議士の秘書が逮捕されたのだ。代議士本人は無関係を主張しているが、失しつ脚きやくは免まぬがれないとの意見が大勢のようである。

「結果的にあんたが一番ラッキーだったんじゃないの？　ま、指名手配くらいはされるかもしんないけどさ」

「骨が何本かぽっきりいってるのを、ラッキーとは言わないだろう」

　ベッドに寝ねかされたまま、マキヤは不機嫌を隠さず答える。

　あの日、何とか能勢からは命を拾ったものの、重傷を負っていたマキヤは動くことができず、結局、晶の世話になる羽目になった。医療魔法による処置を施ほどこされ、彼女の借りたホテルの一室に押し込められて現在に至るというわけである。

「……にしても、意外だな」

「何が？」

「ここだ。結構な金がかかるだろう？　金の亡もう者じやが借りるような部屋じゃない」

　二人が居るのは、かなりのグレードを誇ほこるホテルの、中でも高級な一室である。おかげでベッドの寝ね心地ごこちは悪くないのだが。

　晶はなんだつまらんことを、というように鼻を鳴らした。

「アタシが好きなのは金を貰もらうことであって、金を貯ためることじゃないからね。金の亡者ならギャンブルなんぞやるはずないでしょうが」

　そういうものなのだろうか。

「ああ、ついでに言っとくと、あんたの治ち療りようもタダじゃないよ。アタシが居なけりゃ半年入院コースだったんだしね。貰うもん貰うから」

「……金ならないぞ」

　すでに口座は監かん視しされている可能性が高い。利用すれば足がつく。つまり、一文無しも同然だ。

「別のもんでもいいけど」

「体で、とかも無しだからな」

　晶はチッと舌打ちした。

「利口になっちゃってまあ。からかい甲が斐いがないじゃん、つまんねーの。──じゃあ、どうすんの。踏み倒たおすつもり？」

「そこまで恩知らずじゃない。できることがあるなら、やるさ」

「……ふーん」

　晶はタバコを灰皿に押し付つけ、そして、マキヤの枕まくら元もとにやってきて肘を突ついた。

　思った以上に顔が近くにある。吐と息いきが耳にかかる。

　意識したつもりはないのに、わずかに鼓こ動どうが早くなった。

「じゃさ、お代は名前で」

「……あ？」

「名前だよ。マキヤの本名、教えて」



    

  
    
      エピローグ３　　終わりの始まり





　十じゆう郎ろうはソファーに体を沈しずめ、大きく息をついた。

　今日は久しぶりに早く帰ることができた。ここ数日は激務の日々だったのだ。

『大おお祓はらえ』は事実上壊滅した。事後処理は面めん倒どうだが、それもこれから先の安あん寧ねいに比べれば何ほどのこともない。すべては終わったのである。

　とはいえ、幾つか腑ふに落ちないことも残っている。

『大祓』の襲撃に先んじて、標的となった雛ひな咲さき邸、およびテレビ局には脅きよう迫はく状じようが届けられていた。絶対に成功させるべき乾けん坤こん一いつ擲てきの作戦前にこれは、いかにも不自然だ。逮捕した構成員を尋じん問もんしても、実行者不明である。背後に何者かの意図があるようで、すっきりしない。

　そして、野の々の崎さきと尾お木ぎを殺した人間のこと。

　氷ひ見み谷やならおそらく二人の実力を凌駕しているだろう。襲撃にも荷か担たんしていた以上、彼の仕し業わざだと判断するのが妥だ当とうだ。だが──あの男にしても、そこまでの力があるだろうか？　正面から反はん撃げきも許さず叩たたき潰つぶす、あの殺し方が可能だろうか──？

　とそのとき、チャイムによって十郎の思考は中断された。
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「こ、こんにちは」

　少し緊きん張ちようしながら月つき子こは言った。

「……とりあえず、入れ」

　十郎は彼女を中に招き入れ、そして尋たずねた。

「体はもう良いのか？」

「う、うん。熱は下がった。もう大丈夫。ありがとう。先生も休めてる？」

　そう尋ねたのは、十郎もどことなく疲つかれているように見えたからだ。

「あー、ようやく一段落ついたかな。今日はよく眠ねむれそうだ。──茶でも入れてやるから上がれよ。茶ちや菓が子しは無いけどな」

「あ、ううん、今日はここでいい。会食の予定があるから、すぐ帰らないといけないし。──あのね、お礼をしにきたの」

「お礼？」

「今回は、迷めい惑わく掛かけちゃったから。──はい、これ」

　月子は綺き麗れいに包装された包つつみを取り出した。

「少し遅おそ目めのクリスマスプレゼントも兼かねて。開けてみて」

　十郎が包みを解くと、中から小さくシンプルな目覚まし時計が姿を現した。

「……ふーん。学校始まっても、寝ね過すごさずに済みそうだな」

　口調は無ぶ愛あい想そだが、決して迷めい惑わくがってはいない。それがわかるから、月子も嬉うれしくなる。

「うん、よかったら使ってね」

「クリスマス、か。こっちも何か返せると良いんだが──」

「あ、それなら、あの……約束、覚えてる？」

「約束？」

「私が……」

　月子は言いかけて、しかし口を閉じた。

「どうした？」

「……ん、やっぱりいい」

　少し考えてそう言う。

「お返しを期待してあげたものじゃないしね」

　今回はずいぶんと十郎に迷惑や心配を掛けてしまった。あまり多くを望んでは罰ばちが当たるだろう。プレゼントを受け入れてくれた。今はこれで十分だ。

　駅までは徒歩でも数分の距きよ離りである。

　送ると言ってくれた十郎の半歩後ろを歩く。背中が近く見えるこの位置が、月子は好きだった。

「あれから、親父おやじさんとはどうなんだ？」

「特に何も。忙いそがしい人だから、そんなに顔も合わせないし……」

　笑いかけたりしてくれることもない。突とつ然ぜん優やさしくなったり、距離が縮まったりするわけでもない。具体的に変化したことがあるかと問われれば、返答に困るだろう。

　ただ──向き合っても、以前ほど怖くはないような気がしている。

「あ、そういえば、クリスマスに菜な々な香かさんや紗さ弓ゆみさんと会うのは、許してもらえたかな」

「そりゃ進歩だな」

　十郎が小さく笑った。

　やはり少しずつ何かが変わりつつあるのかもしれない。

　駅前は家路を急ぐ人々で混雑していた。確か今日は多くの企き業ぎようで仕事納めだとニュースで言っていたような気がする。雑ざつ踏とうの中では、ベストの距離を保つのが少しばかり難しく、遅おくれがちになる。

　ふと気付くと、十郎が振り返って手を差さし伸べていた。

「……え……えっと？」

「必要ないか？」

「い、いえ、必要、です」

　左手を伸ばす。すぐに温かな大きな手にすっぽりと包まれる。

　顔が真っ赤になるのが自分でもわかった。

「……ガキのころ、姉に手を引かれたことはある。が、誰だれかの手を引く方に回るのは初めてかもしれねえな」

「私は、手を引かれるのも初めて」

　幼い頃ころからずっと、こんな風に優しくしてもらったことはなかった気がする。

「ね、私たち、周りからはどう見えるかなあ」

「さあな。兄妹きようだいか、親しん戚せきの子どもとその面倒を見てる男ってあたりじゃないか？」

　まあ、そうだろうな、と月子も思う。

　別に落らく胆たんはしない。今は仕方ない。だが数年後、自分はこの人に釣つり合あう人間になる。なってみせる。絶対に。

　と、そのとき、月子はすれ違うサラリーマンにぶつかり、バランスを崩した。

「あわ──」

　が、転ぶ前に十郎に支えられる。

「手を繋つないでおいて良かったな。ぼーっとすんなよ」

「……ごめんなさい」

　抱き止とめられる格好になっているので、距離が近い。ちょうど月子の目の前に十郎の胸がある。もう少し触ふれていたいな、という気持ちに抗あらがって、ゆっくりと体を離はなそうとしたとき──突然優しく、しかし逆らいがたい力で引き寄せられた。

「今回はよく頑張ったな」

　耳元で、声。

「ふぇ？　ええ──え？」

　抱ほう擁ようは一瞬だった。周囲の誰も気付かなかったかもしれない。

　だが、月子の体ははっきりと抱きしめられた感かん触しよくを記き憶おくしていた。

「あ──な、どう、して？」

「全部終わったら、褒めて欲ほしいつってたろ」

　十郎は普段と変わらない声で言った。

　──約束。覚えててくれたんだ。

「ず、ずるい──不意打ちだ」

　じわっと目が潤うるむ。そうなると、あとはもう止まらなかった。堰せきを切ったように涙なみだがあふれ出した。



　　　　　＊　＊　＊



　泣き笑いの顔でぶんぶんと手を振りながら、月子は改札の向こうに見えなくなった。

　十郎は自分の手のひらに視線を移した。繋いだ手の温かさが、抱いた肩の感触が残っている。

「約束、か」

　否、単に約束したからという理由だけではない。自分の中に愛いとしさ、そうしたいという感情が確かにあった。

　雛咲が言っていたことを思い出す。

　自分が月子に強い翼を与え、飛び方を教えることができるなら、自分にとっての一いち花かのように月子の人生の一部となることができるなら──悪くない。



    

  
    
      　自分でも驚おどろいたことに、それは嘘うそ偽いつわりのない心からの思いだった。

　そう、あの希け有うな資質を持つ少女の傍で、彼女のために生きるのは悪くない。

　一花のことを忘れたわけではない。行方ゆくえを追い、いつか再会したいという思いは消えていない。だが、多分、今の自分は別の生き方があることを理解している。理解してしまっている。

　過去にある人物から「今あるものを切り捨てるなら、相応の覚かく悟ごが要いる」ということを言われたことがあった。自分に今の生活を捨てる覚悟は、果たしてあるだろうか。

　かつてはあった。だが、今は──

　十郎は一つため息をついて、家へと歩き出した。

　今回の件の書類整理があと少し。そして冬休みが終われば、また育成校の教官に戻る。

　日々は続く。今すぐ、結論を出す必要はない。

　──そのはずだ。



　エントランスを通り、自分の部屋の前に戻ってくる。

　──と、十郎は微かすかに眉まゆをひそめた。

　玄げん関かんの鍵が開いている。閉め忘れただろうか？　疲れと寝ね不ぶ足そくで多少注意力散さん漫まんになっているのは否定できないが──

　ドアを開けて中に入る。

　違い和わ感かん。

　見知らぬ靴くつ。

　空気の動いた気配。懐なつかしい、ほのかに甘あまい香かおり。

　十郎しか居ないはずのこの部屋に存在する──誰かの息いき遣づかい。

「おかえり、十郎くん」

　ダイニングの椅い子すに座っていた人物が微笑ほほえんだ。



　　　　　＊　＊　＊



（……あ、だめだ）

　駅のホームで電車を待つ月子は、自分を戒いましめる。だが、堪こらえきることはできなかった。さっきのことを思い出すと、自然に頬が緩ゆるむ。

　嬉しい。とても嬉しい。嬉しすぎて、大声で叫さけび出したくなる。

　あの人が傍にいてくれれば、自分はどれだけでも強くなれる。

　あの人が一言褒めてくれさえすれば、自分はどんな困難でも乗のり越こえられる。

　そんな気がした。



　　　　　＊　＊　＊



「…………」

「久しぶり、だね。背が伸のびて、大人っぽくなってるけど──うん、やっぱり十郎くんは十郎くんだ。変わってない」

「ね──」

　姉さん？　と辛かろうじて唇くちびるだけを動かした。

「とりあえず、座ったらどうかな？──長い間、音信不通でごめんね。十郎くん、今、特とく殊しゆ執しつ行こう官かんなんだってね。がんばったんだね、私が居なくなってから。あ──」

　一花は十郎のコートのポケットから顔を出している二匹ひきのハムスターに目を留めた。

「わあ、可愛かわいい。もしかして、ゴマちゃんとフクちゃん？……のはずないか。寿じゆ命みようがあるもんね。あ、魔法で作ってあるんだ。あの二匹をモデルにしたんだね。すごいなあ、よくできてるなあ」

「…………」

「ん？　まだ混乱してるのかな？」

　一花は両手で十郎の右手を取り、きゅっと握った。

「お化けでも幽ゆう霊れいでもないよ。私は椎しい葉ば一花、あなたのお姉ちゃん」

　艶つややかな黒くろ髪かみと、眼鏡の奥おくの優しげな眼まな差ざし。声も、表情も、手の温ぬくもりも、確かに自分の知る姉のものだった。

　尋ねたいこと、話したいことは山ほどある。だが、まだ思考が整理できない。

「何日か前に、日本に帰ってきたの。すぐにでも会いに行きたかったんだけど、コウくんがダメだって言うから……」

「コウくん？」

「うん。後こう輩はいなの。こちらでの宿とか手配してもらって──あ、十郎くんのことも彼から聞いたんだよ。一級特殊執行官になって、特別対策局に居て、今は育成校の先生もやってるんだって？　さっき、女の子送っていったよね。あの子、生徒さん？」

「あ、ああ。優ゆう秀しゆうな奴やつだよ。ちょっと世話したから、お礼ってことでそれを届けてくれた」

　テーブルの上の小箱を示す。

「ふーん、可愛い目覚まし時計だね」

　一花は手に取りしげしげと眺めた。そしてふっと微笑む。

　──瞬しゆん間かん、魔法回路が明めい滅めつし、時計は粉々に砕けた。

「な──！」

　十郎は思わず、腰こしを浮うかしかけた。

　一花はきょとんとした顔で見つめ返す。

「どうしたの？」

「なんで、壊……」

「だって、これ、十郎くんには必要ないものだから」

　何か言おうとした十郎だったが、言葉が見つからなかった。

　なんだろう。目の前の人間は、顔も、姿も、声も、仕草も、確かに椎葉一花だ。

　だが──どこか、何かが、ずれている。

「あ、でも、自分の弟がしっかり仕事してるってのは、嬉しいことだね。特殊執行官になるのには反対しておいて、勝手な言い草かも知れないけど──」

　一花は楽しそうに目を細めた。

「この間まで、ボディーガードのお仕事してたよね。邪魔しちゃ悪いから、あの大きなお屋敷にこっそりと見に行ったんだけど、格好良かったよ。コウくんと合流する予定をすっぽかしちゃったから後でものすごく怒おこられたけど」

「……ちょっと待て」

　十郎は眉をひそめた。

　自分の身分は隠かくされているわけではない。特別対策局所属であること、守もりヶが丘おか育成校の教官を務めていることは、調べればわかるだろう。だが──雛咲の護衛任務は別だ。ボディーガードの身元やシフトが外部の人間に知られるようなことは、あってはならないはずである。

　そして──十郎はあることを思い出し、慄りつ然ぜんとした。

「……姉さん」

「なあに？」

「俺の様子を見に、雛咲の家まで来たって行ったよな？　そのときに、魔法、使ったか？」

　圧倒的な、あまりにも圧倒的な力により、肉につ塊かいに変えられた二人の魔法士。

　十郎の畏おそれをよそに、一花は笑え顔がおで──肯うなずいた。

「うん。二回ほど。人を殺すときに」

　息を呑のむ。一花は優しげな微び笑しようのまま、続ける。

「腹が立っちゃって。あのお酒飲んでた人、十郎くんの悪口言ってたんだよ。許せないよね」

「……尾木は？」

「二人目の人？　殺してるところ見られたから」

　何かが、間違っている。

　違和感──そう、これは違和感だ。

　十郎は気付く。一花からは、人を人たらしめている何かが明らかに欠落していた。

「お前──」

「どうしたの？」

　可愛らしく首を傾かしげる。

　言葉がうまく出てこない。舌が動かない。もどかしい。

「違ちがう……何か、違うんだ。俺の知っている姉さんは、こんな──そんな、ことは──」

「こんな表情で、死を語ったりはしなかった？」

　的確な言葉だった。思わず強い視線を向けた十郎を気にする様子もなく、彼かの女じよはゆっくりと席を立つ。

「本当にそうだったかな？　必死に隠してただけだったのかも。何人、何十人と殺して、とっくに良心なんか摩ま滅めつしていたのに、あなたの前で普ふ通つうの人間を演じていただけなのかも。ねえ、十郎くんは、私の、何を知ってる？」

「ね、姉さん……？」

　十郎は立ち上がり、後ずさる。

　何をどうするべきなのかわからなくなる。おかしい、変だ、こんなのは一花じゃない、いや、間違いなく一花だ──

　相反する考えが頭の中でぐるぐる回る。思考が焦こげ付く。

　いつの間に、すぐ目の前に姉の顔があった。

「死について私が理解しているのは、誰の上にでも平等に訪おとずれるということ。十郎くん、あなたも例外じゃないんだよ。──知ってる？　胸や頭と違って、お腹なかは大おお怪け我がしても即そく死ししにくいんだ」

　ぞぶり、と腹に熱い感触があった。

　一花の右手が皮ひ膚ふを突き破り、内臓を破は壊かいし、背中に貫かん通つうしていた。

　十郎は信じられない思いで目を見開いた。

　そしてその一呼吸後に、すさまじい苦痛が襲おそってきた。

「あ──が、ぁ──」

「温かいね、十郎くんの中。──愛してるよ、誰よりも愛してる」

　一花は幸せそうに笑った。

「だから、苦しんで。そしてどうか私を憎にくんで。恨うらんで。──お願い」

　腕が引き抜かれる。

　同時に十郎は血を吐はき、そして床に崩くずれ落ちた。



    

  
    
      あとがき





（カバー折り返し略歴の続報）なのに太りました。なぜだ。

　あ、どうも、すえばしです。皆みな様さまのおかげをもちまして、三冊目を上じよう梓しすることができました。厚く御礼申し上げます。あー、本編がなんか大変なことになってる気もしますが、あとがきは何なに事ごともなかったかのように進みます。



　さて、今回のあとがきのテーマは京都です。



　私はいわゆる方向音痴です。初めて訪れる場所はもちろん、ある程度土と地ち勘かんのある場所においてもあっさりと道を間違えるという希け有うな才能を持っています。関係ないですけどこの「希有な才能」って言こと葉ば、良いですよね。マイナス要素をあたかもプラス要素であるかのごとく錯さつ覚かくさせる力を持っていると思います。アイデアを枯こ渇かつさせる希有な才能、締切りを破る希有な才能、誤字脱字を量産する希有な才能──

　えっと、そうそう、方向音痴の話でした。

　これ、どうもそういう特性を持たない人間にとっては理解しがたい現象らしく、「地図見ないの？」とか「なんで知ってる場所なのに、道間違うの？」とか言われたりします。

　地図は見てます。見てもわからないだけの話です。だいたい地図は二次元、我々が生きているのは三次元。次元変換が必要になるじゃないですか。どうすればできるんですか、そんなＳＦチックな真似。私に二次元の住人になれということですか？　いや、ジャンルによっては望むところですけれども！　そんなことを夢見てた時期が俺にもありましたけれども！　てか今でもありますけれども！

　知ってる場所で道を間違うのは、脳内情報とリアルタイムで得ている情報が一致しないからです。「よし、目的地に向かうにはこの駅で乗り換えだ！」と意気揚々と乗ったらそれは出発駅に向かう電車で逆戻り、という経験をしたことがあります。しかも地元で。これなんかは正解の道順を知っていても、視覚や方向感覚からそれを辿ることができてないんでしょうねえ。

　そこで京都です。

　なぜ突然京都の名前が出てくるのかとお思いかもしれません。それは「京都＝条じよう坊ぼう制せい」だからです。いや「京都＝おたべ」だろうとか、「京都＝祇ぎ園おん祭まつり」だろうとか、「京都＝ガ○ラに破壊された駅ビル」だろうとか諸説あるかもしれませんが、ここでは「京都＝条坊制」とします。するったらするのです。

　条坊制というのは都市を碁盤の目のように区切る古代～中世の土地区画法です。平城京や平安京に採用されてたアレですね。歴史教科書のイラストを思い出される方も多いのではないでしょうか。

　京都はこの条坊制の影響を色濃く残していまして、道が東西南北にまっすぐ走っています。この「まっすぐ」というのが、私にとっては何なに物ものにも代かえ難がたいほどありがたい要素なのですね。

　京都以外の土地に旅行に行ったとしましょう。目的地が北にあることはわかっています。目の前に十字路が現れました。当然北に向かう道を選択します。ところがですよ、その道がカーブしていたとしたらどうでしょうか？　北を向いていたはずがいつの間にか西や東を向いてしまうという状態になるわけです。甘い顔して誘っておいてこれですよ。ひどくないですか？　私とは遊びだったのですか？　今気付きましたが、方向音痴は女運の悪いダメ男と似てますね。ひどい経験に懲りて、もう目に映る物に騙だまされまいとしても結局騙される辺あたりが。

　えーっと、何でしたっけ──そうそう、つまり京都は方向音痴に優しい街だということが言いたかったわけです。慈じ母ぼのような碁ご盤ばんの目（どんなものか想像できませんが）で方向音痴を優しく抱きしめてくれるのです。

　そんなわけで私は京都が大好きなのでした。

　余談ですが、私の知る範囲で最もつとも方向音痴に優しくない街はダントツで大阪です。なんですかあの愉ゆ快かいな駅前地下迷宮。不思議のダンジョンですか？　一〇〇〇回遊ばせるつもりですか？　空腹で力尽きますよ、リアルで。



　さて、この巻にも多くの方々のお力添えを頂きました。

　イラストのかぼちゃ様、担当の斉藤様および編集部の皆様、毎度筆が遅くて申し訳ありません。校正、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々、今回もお世話になりました。ありがとうございました。



　ではまた４巻にてお会いいたしましょう。

二〇〇九年二月　　　すえばしけん



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん 先生／かぼちゃ 先生
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